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本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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登場人物＆用語解説

CHARACTER & KEYWORD




戌いぬ見み馳はせ郎ろう

高校二年生。トラブル１回千円のボディガード事業〈戌見Close Protectionサービス〉を営業中。だがほとんどご近所の便利屋さんと化している。八年前のとある事件がきっかけで、白翁の力を引き継ぐこととなる。




ナタ

馳郎が中華街で拾った少女。その正体は〈鬼仙〉と呼ばれる吸血鬼で、しかも同じ鬼仙たちを無力化させられる力を持った最強の兵器でもある。長らく流浪の生活を送っていたが、現在は馳郎の助手として同居中。




朱ジウ蓮・リヤ花ンフア

鬼仙の一族の中でも、特に高位の少女。恐るべき怪力の持ち主で、巨大モーニングスターに変じる鬼宝「彗星錘」を軽々と振り回す。ナタを捕らえようとしていたが、色々あって今は黄坂市の中華街に仮住まいの身。




少シヤ影オイン

蓮花を「お嬢様」と呼び付き従う鬼仙。だがすさまじく口が悪く、蓮花に対しても毒舌を発揮する。蓮花とともにナタを捕らえようとしたが果たせず、現在は支族のもとへ報告をしに戻っている。




エイジャ

封印されていたナタを解放した鬼仙。隻眼の黒猫の姿をとり、ナタとともに半年間旅をしてきた。ナタを逃がしたのは自らの復讐のためだったが、馳郎によって食い止められる。




リコ

馳郎の妹。しかし血のつながりはない。数学方面に傑出した天才で、白翁の莫大な財産の管理人でもある。ポニーテールと大きめサイズの白衣がチャームポイント。




カエアン

馳郎がいつも着ているスポーツジャケットに搭載された人工知能。独自の思考と簡易人格を兼ね備え、紳士的に喋る。馳郎の状態を常時モニタリングしており、状況に応じて対抗策を自律起動、馳郎をサポートする。




白はく翁おう

膨大な資産と世界中に張り巡らされた強大なネットワークを有する地位。鬼仙とも浅からぬ関係がある。先代の遺言によって馳郎が白翁の名を引き継いだが、その成り立ちや責務についてはまだほとんど明かされていない。




白はく鳳ほう六ろつ家け

白翁に連なる六つの家系。真朱（まそお）、月白（つきしろ）、紫藤（しとう）、空（うつほ）、薄墨（うすずみ）、青朽葉（あおくちば）から成る。馳郎が現れるまでは、この六家の中から白翁を選ぶのがしきたりだった。




鬼き仙せん

人の生命力・氣（チィ）を喰らい、超常的な力を発揮する者たちの総称。その能力はさまざまだが、基本的に人間のことを栄養源としか見ておらず、そのため鬼仙をただの人間にしてしまえるナタの存在を恐れている。




鬼き宝ほう

特殊な才能かよほどの鍛錬を積んだ鬼仙だけが使うことのできるアイテム。だが最強の兵器として作られたナタの身体にはいくつもの強力な武器と、その行使を外から命じることのできる特殊な鬼宝が埋め込まれている。




黄こう坂さか高こう校こう

馳郎が通う市立高校。生徒会の会長である春荻一姫、庶務の手鞠朝葉、副会長の七門正紀らは〈戌見ＣＰサービス〉最大のお得意さんだが、事実上の第二庶務として馳郎を便利にこき使っているのが現状。







　序章







　──少女の周囲には、いつだって数式がたゆたっていた。




　いや。

　厳密には、普ふ通つうの数式とは違ちがったかもしれない。

　きちんとしたアラビア数字や漢数字を覚えるよりも早く、少女の脳には数字の概がい念ねんが染み込んでいた。思い返せば、隣となりの赤ん坊ぼうがくるりと寝ね返がえりを打ったときも、その運動に必要なベクトル量が頭に浮うかんでいた。

　あるいは、友達の投げたボールの軌き跡せき。

　あるいは、地面を叩たたく雨あま粒つぶがつくりあげた、水すい冠かんのカタチ。

　あるいは、お気に入りのアニメキャラクターの、喜き怒ど哀あい楽らくそれぞれで変わる目鼻の比率。

　さながら絶対音感を持つ奏者が世界の物音すべてを音楽として認にん識しきしてしまうかのように、少女にとって世界とは数字でできあがっていた。計算する必要なんてなく、公式をあてはめる必要だってなく、最初から答えだけを視みてしまっていた。

　父親はおらず、母親は自分を生んだ際に死んだため、少女はごく自然に施し設せつへ預けられて育つことになった。それでも、ここまで突とつ出しゆつした才能は放置されたままでいられない。

　試ためしにパソコンを触さわらせてみよう、と言い出したのは誰だれだったか。

　最初のそれは、施設の隅すみで会計ソフトを動かすだけの廃はい棄き寸前の代しろ物ものだったが、少女の能力が露あらわとなるたび、どんどんと機械の方が代だい替がわりした。少女にとっては呼吸をするような感覚でつくりあげたソフトは、世間でずいぶんと話題になったらしい。

　それでも、少女にとっての世界は変わらぬままだった。

　特筆すべきことといえば、まわりと馴な染じめない穴あな埋うめに、自分の話し相手になる人工知能をつくったぐらいだろう。当時の人工知能はひどく稚ち拙せつなもので、インターネットを徘徊クロールすることで、少女の言葉に対応した会話パターンを返す程度のものだったが──結局はこの人工知能を発展させて、〈カエアン〉を任せることになる。

　ああ、そうだ。

　そんな変わらぬ日々に、あの男は現れたのだ。

　施設の人たちに、なんて言ったのかは分からない。ただその日のその部屋は、自分とその男しかいなかった。振ふり返りもせずパソコンと向かい合っていた少女の態度を気にもかけず、横合いから覗のぞき込んで、ふんふんと勝手にうなずいたりしてた。

　とりわけ、少女のつくった人工知能についてひどく面おも白しろがった後、

「これまで、似た感じの天才やサヴァンには何人か会ってきたけれど、君はそのどれとも違うようだね」

　そんなことを、男は告げたのだ。

　そっと少女の額に触ふれて、

「うん。どうやら角つのはないみたいだけれど、ひょっとすると、そういう〈おに〉なのかもしれないな。ごくごく薄うすいながらに、私たちと同じ血が混じっているんだから」

「おに？」

「ああ、〈おに〉だとも。いいかい、秘密にしておくれよ？」

　ことん、と首を傾かしげた少女へ、うなずいてみせる。




「──実は、私も〈おに〉なんだ」




　頭の上で、ぴょこんと指を二本掲かかげて見せた。

　そこで、初めて少女は男が纏まとっているのが着流しと呼ばれる和服であることに気づいた。ちょっと珍めずらしい数字情報を持った相手だとは思っていたが、それが和服だという風には認識していなかった。

　数字以外の情報に、感覚器官が目を覚ました瞬しゆん間かん。たとえばそれは、日だまりのふんわりとした暖かさに、初めて気づいた幼子のような。

　多分、興味を持ったのだ。

　自分のことを〈おに〉だという、ひどく奇き妙みようなこの男に。

「私についてくるかい？」

　そう言って、男は笑いかけた。

　初めて、世界が変わった。

　それから男と連れ添そった一年間は、それまでの人生を振り返れば、最も少女が幸福だった時間だろう。男の持っていた──膨ぼう大だいというのも愚おろかしいほどの資産を管理・運用するため、少女は人工知能を育て上げて、複数のシステムをつくりあげた。

　そういう仕事を頼たのみたかったわけじゃないんだけどと、男はいつも苦く笑しようしていたが、少女にしてみればこの程度の行こう為いは労働の内にも入らなかった。ただ、何か男の手助けになれることが嬉うれしかった。

　そして。

　再び、世界は変わる。

　デパートの爆ばく発はつ事故に巻き込まれ、男が致ち命めい傷しようを負ったことで。

　その際、とある少年と、互たがいに全財産を使った賭かけを行ったことで。

　何もかもが終わった後に、白いベッドの上から、男が少女に口を開いたことで。

「……すまない。どうやら、ここまでらしい」

「……もしも君がよかったら、あの少年についてもらっていいかな？」

　血の気を失った顔で、それでも初めて出会ったときのように笑って、男は頼み込んできた。考えてみれば、男が少女に頼んだことなんて、結局この一度きりであった。

　だから、少女が断るはずもなかった。







　さて。

　物語は、ここから始まる。

「うん、任せて」

　うなずいた少女も、にっこりと笑った。

　それも多分、初めてのことだった。いまにも泣き出しそうに唇くちびるはへの字で、目め尻じりには涙なみだが浮いていたけれど、それでも男を心配させないよう、少女はこれ以上ないぐらい一いつ生しよう懸けん命めいに笑って見せた。

「絶対、絶対、大だい丈じよう夫ぶ。だから白翁様は心配しなくていいの。あの男の子がどうだって、リコと〈カエアン〉が全部全部なんとかするから」

　少年の名は、戌いぬ見み馳はせ郎ろう。

　ならば、このときより少女の名は──
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　振ふり仰あおげば、吸い込まれてしまいそうな青空だった。

　五月中ちゆう旬じゆん。

　雲はまばらで、そよそよと吹ふく風が適度な湿しめりを帯びて心ここ地ちよい。時折鼻び孔こうにしのびこむ香かおりは、みずみずしいエニシダのそれだ。川岸に腰こし掛かけていると、暖かな陽光と風の柔やわらかさがあいまって、うつらうつら微睡まどろんでしまいそうであった。

　恋こい人びとたちならば、きっと互たがいの肩かたにもたれあって休むのだろう。

　実際、中チヤ華イナ・街タウンとほど近いこの川は、黄こう坂さか市のデートスポットとして有名で、休日ともなれば多くのカップルが行き来するのだった。

　今も、ふたりいた。

　もっとも。

　恋人などという甘あま酸ずっぱい言葉よりは──もっと地に足の着いた言葉が似合いそうな、少年少女ではあったけれど。

「……ちょ、ちょっと待って……」

　喘ぜい鳴めいのように口走ったのは、頰ほおに火傷やけどの跡あとがある少年だ。

　その特とく徴ちようと裏腹に、顔立ちはわりと整っており、むしろ人好きのしそうな印象なのだが──今、少年の横顔は、ひどく情けなく歪ゆがんでいた。

　表情ばかりではない。

　まず、がっくりと折れた背が情けない。

　ひいひいと息切れして突つき出した舌もみっともなく、汗あせみずくでしょぼんとうなだれた髪かみの毛もみすぼらしい。せっかくの洒落しやれたスポーツジャケットもこれだけ主人がみっともない有様では挽ばん回かいのしようがあるまい。

　なんというか、いろいろとどうしようもない。

　もちろん──少年とは、戌いぬ見み馳はせ郎ろうだった。

「だから、その……ナタ……！　ちょっと……待って……って……」

　普ふ段だんにも輪をかけた情けなさで、よほど仲のいい友人でも顔を背そむけたくなるような有様なのだが、それもまあ無理はない。

　とにかく、荷物が膨ぼう大だいなのだ。

　ビニール袋ぶくろだけでざっと十数個。割ってはいけない卵とか、適当に扱あつかっても良い味み噌そや米袋とかを袋ごとに分けているようで、指の一本ずつに結構な負ふ荷かがかかっている。さらに背中には、ビニール紐ひもで縛しばられた段ボール箱がどどんどんと積まれており、さながらひとりで引っ越こしを済ませようとしてるかのような案配だ。

　対して、

「──やれやれ」

　と、道の先から、落ち着いた声がかかったのだ。

「キミ、もう少し買い物を減らせばよかったのに」

　白い帽ぼう子しの縁ふちをつまみ、振り返った少女は、淡あわく微び笑しようした。

　墨すみを梳すいたごとき黒い髪。その髪をゆわえた真しん紅くの紐。くりくりとした瞳ひとみは同時に凜りんとした理性ひかりをも宿しており、あどけない姿と妙みようにしっかりした物もの腰ごしとのアンバランスさを、なおさら強調するようでもあった。

　年は、よく分からない。

　十歳の小学生ぐらいにも、馳郎と同じ十六、七歳ぐらいにも思える。

　ただ……太陽がよく似合っていた。白い帽子と白いワンピースを飾かざるように、あるいは滑なめらかな肌はだの上を踊おどるようにして、五月の透すき通った陽光ひかりが跳はねていた。

　これほど、太陽の似合う少女も稀まれだろう。

　不思議なことではあった。

　彼女こそ、かつてひとつの戦争さえ終結せしめた、最終兵器吸血鬼だというのに。

　少女の名前を、ナタといった。

「だいたいせっかくの休日なのに、そこらの店やスーパーに立ち寄るたび、ぽこぽこ荷物が増えていくのはどうかと思うぞ」

「仕方……ねえだろ！　この前買ったので……三ヶ月は保もつと思ったのに……誰だれかが片かた端はしから食くらい尽つくすから……」

「む」

　これは珍めずらしく一いつ矢しを報むくいたらしく、少女──ナタがもごもごと口ごもる。

「それは……ほら、あれだ。本来、私の身体からだは胃腸から栄養を吸収するようにできてないんだから、少しばかり非効率的なのは仕方ないだろう」

「だからって……一日で五合炊だきの釜かまを……食い尽くさなくてもいいだろ！」
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　ぎゅぎゅっと拳こぶしを握にぎり、馳郎は心底から吼ほえた。

　が、それで力を使い果たしたか、がっくりと身体が前にのめる。結果として、ずれた段ボール箱の重みに押されて、ごふっと肺の酸素を絞しぼり出された。

「ふおっ……！　そ、それに……こっちの段ボール箱は……仕事だっつの……」

「ほう、仕事？　ずいぶんひさしぶりに聞く単語だな」

　帽子の下で、少女の片かた眉まゆがあがった。

　すると、少年はなんとも得意げに──苦しそうな顔をあげたのだ。

「おおとも。今日は川原でバーベキューをするとかどうとかで……食材にグリルに木炭に着火剤ざい一式、川辺まで持っていく依い頼らいを……大家のしじまさんから受けたんだ……どうだよ、この仕事っぷり……！」

「…………」

　一いつ瞬しゆん沈ちん黙もくして、ナタはいささか難しい顔でこめかみをつついた。

「……前から思ってるんだが、キミの仕事、ますますボディガードから離はなれてないか？」

「っぐ」

　今度は、馳郎の喉のどが詰つまる番だった。

　ボディガード。

　名めい刺しと看板には〈戌見ＣCloseＰprotectionサービス〉と掲かかげたその仕事こそが、馳郎が学業の傍かたわらに営んでいる会社であった。費用は一回千円ぽっきり。価格破は壊かいというのも愚おろかしいほどの値段設定ではあるが、少女の知る限り、そのほとんどはご近所や学友のネットワークをお得意先とした何でも屋というか、ていのよいお手伝いとして使われているのであった。

　とはいえ、少年とナタがともに過ごすようになったのも、その仕事がきっかけではあったのだけど。

「……ふむ」

　小さく鼻を鳴らして、ナタは視線をやや下に落とす。

「それに、仕事だったら〈カエアン〉に手伝ってもらえばいいんじゃないのか」

『──イエス、ミス・ナタ。私もそう進言しているのですが』

　近くにほかの人がいれば、ぎょっと振り向いたかもしれない。

　その機械音声は少年の着ているスポーツジャケットから発せられたからだ。あまり見慣れない素材をふんだんに使われたそのジャケットは、内側に人工知能を中心としたいくつもの特とく殊しゆ機構を仕込まれているのだった。

　人工知能の名を、〈カエアン〉という。

『業務であっても、必須でない限りは私を使いたくないそうです。──とりわけここしばらくは私のレンタル料の返済が滞とどこおっているため、なおさらのようで』

「ほう。ちなみに、キミのレンタル料っていくらなのかな」

『月々二九八○円です』

「なるほど、それは馳郎にはなかなか厳しい出費だな」

「だ、黙だまれ〈カエアン〉！」

　顔を真っ赤にした怒ど鳴なり声に、

『ではご命令オーダー通りに。失礼いたしました、マスター』

　あまりそうは思ってなさそうな響ひびきで、機械音声が終しゆう了りようする。馳郎は嚙かみつきそうな顔で自分のジャケットを見つめているが、両手の指すべてがビニール袋に埋うめ尽くされた状態ではいかんともしがたい。

　くっくと笑って、ナタは口元へ小さな拳をあてた。

「まったく、キミらしい律りち儀ぎさだよ。もう少しぐらい楽をしても罰ばちはあたるまいに」

「……るせえ」

　ぷい、と汗みずくの少年が、すねたように視線をそらす。

　ナタは白い帽子をつまんだまま、微笑を深くした。

　それから、

「二九八○円、か」

　舌の上で転がすように、こっそりと囁ささやく。

　そんな金額で困こん窮きゆうするこの少年が、つい一ヶ月前、数千億からの資金を動かし、果ては原子力潜せん水すい艦かんまでひきずりだして自分を助けてくれたなど、神様ですら想像すまい。

　滑こつ稽けいで、荒こう唐とう無む稽けいで、それでも少女にとって宝物のような出来事。

　奇き蹟せきのような、一幕。

「…………」

　目を閉じる。

　低く、高く、川のせせらぎ。

　心地よいそよ風が白いワンピースを揺ゆらし、近場の水音に混じって、少し離れた街かい道どうからは萌もえいずる若葉のこすれる音が聞こえた。こうした若葉と風の情景をさして、この国では青あお葉ば騒さいというのだったか。

「ほら」

　と、ナタは手を伸のばした。

「な、何だよ」

「そのビニール袋、半分貸したまえ」

「て、女の子に荷物を持たせんのは──」

「それは認にん識しき錯さく誤ごも甚はなはだしいというものだろう。〈カエアン〉を使わない以上、蓮リヤ花ンフアほどではないにせよ、体力ではキミより数十倍は上だぞ。──それに」

「それに？」

「これでも、私はキミの助手なんだが？」

　とりわけ最後を、少女は嬉うれしそうに言った。

　あまり嬉しそうだったので、馳郎も渋しぶく顔を歪めたきりで、ビニール袋の──これはささやかな抵てい抗こうの証あかしとして──三分の一を少女へと渡わたした。

　その配分にはナタも文句ありげだったが、微苦笑ひとつで少女は少年の隣となりに並んだ。手と手が触ふれた一いつ瞬しゆん、びくんと恥はずかしそうに少年が震ふるえたことが嬉しいのかもしれなかった。

　白いワンピースは軽かろやかに、スポーツジャケットは段ボール箱を重苦しく、それでも揃そろって歩いていく。

　案外、お似合いの組み合わせかもしれなかった。

　数分、そんな感じで歩いて、

「……ナタは、どうしてついてきたんだ……？」

　照れ隠かくしのように、ぽそり、と馳郎が呟つぶやいた。

「ん？」

「わざわざ……休日の買い物に付き合う必要はなかったろ……」

「それはもちろん、好きだからだよ」

　屈くつ託たくなく、ナタが笑った。

「は、はあっ!?」

　盛大に馳郎が吹ふきだしたところで、少女は後ろ手にビニール袋を持ち直し、真っ青な空を眩まぶしそうに仰あおいだ。

「こうして歩くのは、昔から好きなんだよ。ひとりもいいし大勢でもいい。昼も夜も好きだけれど、やっぱり自然の氣チイを感じられるところがいい。キミがわざわざ川原の方に行くというんだから、私がついていかない手はないだろう」

「……そ、そうか」

「そうだとも」

　うんうんとうなずいて、唇くちびるをほころばせる。

　完全無欠に本気で言ってそうなのが、この場合いっそ悪あく魔ま的であった。

「それにまあ、今回はもうひとつ理由があったのさ」

「もうひとつ？」

「うん。ところで、仕事相手はあれじゃないのか？」

　ひょいと、ナタが顎あごをしゃくった。

　同じ方向へ馳郎が視線をやって、すぐその目を剝むいた。

「リコ!?」

　川原の真ん中で、もうひとりの女の子が佇たたずんでいたのだ。

　異国の血が混じっているのか、明るい色の髪かみをした少女であった。

　その髪を赤いリボンでポニーテールにまとめ、ブラウスの上からだぶだぶの白衣を羽織っている。薄うす縁ふちの眼鏡めがねのつるをちょこんと指先で持ち上げて、その少女の瞳ひとみがこちらを捉とらえたのである。

「あ、お兄ちゃん、こっちこっち！」

　無む邪じや気きな声で、ぶんぶんと手を振ふってくる。

　それに引っ張られるようにして、馳郎は川原へと下りた。

　何がなんだか分からないという顔をしていた。

　今の呼こ称しようの通り、少女リコは馳郎の義妹いもうとである。直接の血のつながりはないこともあって、兄きよう妹だい仲は悪くないながらも、基本的には別々に暮らしている。

　ほかにも事情はあるのだが、今の馳郎が気になるのはもっと別のことだった。

「な、なんで、リコがここに──」

　そう尋たずねると、妹はまだ気づいてないのとばかりに、ため息をついた。

「そりゃそうだよ。だってお兄ちゃんに依頼したの、リコだもん」

「は!?　しじまさんは今日ここでバーベキューをするからって言ってたぞ!?」

　そこまで言って、馳郎は今朝のやりとりを思い出した。




　──『おー、馳郎くん。今日はあたしから依頼があるんだがどうかなあ！』

　──『いやあ。実は、あおのヤツとか集めてバーベキューやるんだけどさ。あたし、ちょっと別に用事が出来ちゃったんで、食材とかグリルとかまとめて一式買っておいてもらえないかな！　何だったら家賃もちょっとぐらいおまけするからさ！』




　今朝の、〈たまゆら荘そう〉玄げん関かんでの会話である。

　あのときの大家の、いかにも底意地の悪そうなほくそ笑えみ。

　むしろ、どうして気づかなかったのかと自分を責めたくなる。あおというのは同じアパートに住んでる赤あか月つき蒼あおのことだろうが、到とう底てい昼の最中からバーベキューに出るような社交的な人格ではない。

　そして案の定、白衣の妹はしれっと白状したものである。

「あ、あれなら噓うそ」

「リコぉ!?　なんで噓なのに、こんなの持ってこさせたんだよ！　用事があるなら普ふ通つうに頼たのめばいいだろ!?」

　段ボール箱を担かつぎ直し、馳郎がほとんど悲鳴じみた声をあげる。

　実際、魂たましいの絶ぜつ叫きようであったろう。ここまで運ぶのに流した汗あせと労力を考えれば、少年の悲ひ嘆たんもむべなるかな。

　しかし、

「ふうん？」

　対する妹は、不信たっぷりに目を細めたのである。

「……お兄ちゃん、普通に頼んだら、仕事が入ったときそっちを優先するでしょう？」

「いや、そ、そりゃ仕事だし」

　視線の鋭するどさに、思わず馳郎が一歩引き下がる。

「うん、仕事は大事だとリコも思うよ。人間社会は仕事と契けい約やくで成り立ってるからね。そこのところを履はき違ちがえて、自分の家庭だけ大事にするとかはリコもあまり好きじゃないかな。それってば、仕事相手の家庭をボロボロにさせてるかもしれないもんね」

　こくこくと、赤いリボンの妹がうなずく。

　ひとつひとつ、動作を確認するような口調だった。

「……お、おお。そりゃ良かった」

　たじたじとなった馳郎が、段ボール箱を背負ったまま、さらに数歩後ずさる。

「だけど」

　と、妹は付け足したのだ。




「お兄ちゃんはもう、白翁なんだからね？」




　これは小さく、しかし棘とげのように鋭く、少年の心臓に刺ささったのである。

　数秒黙ってから、

「……分かってるよ」

　と、少年はいつもより神しん妙みような顔で答えた。

「良かった。まあうっかり忘れられてても、そこの真っ白吸きゆう血けつ鬼きに連れてきてもらうつもりだったんだけどね？」

「て、ナタもグルかよ！」

　振り返ると、白い帽ぼう子しの少女は肯こう定ていした。

「だからさっき、今回はもうひとつ理由があると言ったろう」

「それより最初から、荷物とかいらないって言ってくれれば良かっただろ!?」

「いや、キミの場合いつもたくさん荷物抱かかえてるから、確信できなかったんだ。リコ嬢じようがどういう依い頼らいをしたのかは知らなかったしね。──ほら、申し訳ないと思ったから、ビニール袋ぶくろも持ったんじゃないか」

「そういう理由だと知ってたら、段ボール箱も持ってもらってたっつの！」

「む。せっかくさっきは男らしかったのに」

　いつもの調子で微び苦く笑しようしたナタが、大変残念そうにかぶりを振った。

　納なつ得とくしきれぬ様子で馳郎はなおも抗こう議ぎするが、どこ吹く風か、のれんに腕うで押おし。もとより口論で、この少年が敵かなう道理もない。

「…………」

　そんなふたりのやりとりを、リコはよそ目に見ていた。

　少しだけ、複雑な表情をしていた。

　それも、ほんの数秒のこと。

　はあ、とわざとらしいため息をもう一度ついて、少女は白衣を翻ひるがえした。

「はいはい。……いいから、ふたりとも乗って乗って。お兄ちゃんは持ってきた荷物もついでにのっけちゃってかまわないから」

「へ？　乗るって何に？」

　視線を右往左往させて、馳郎が呻うめく。

　川原には、自分たち以外の存在は皆かい無むである。乗れるようなボートなど見あたらないし、そもそもボートで移動するような川でもない。

　が、

「ああ、確かにあるな」

　少女の言葉に、ナタもうなずいたのだ。

　その返答を受けて、リコがぱしぱしと瞬まばたきした。

「あ……分かるんだ？」

「うむ。視覚を誤ご魔ま化かすのはなかなかのものだが、それだけだからな。気流の変化や油の臭においまでは手が回ってない。これで騙だまされるのは人間ぐらいのものだろう」

「むむ、まだ改良の余地があるかー」

　白衣の腕うでを組んで、リコは悔くやしそうに唇をとがらせた。

「えと……あの？」

　まったく会話を理解できない馳郎が、もう一度問いただそうとして、




「出て」




　リコが、ぱちんと指フイをンガ鳴ースらすナツプ。

　次の瞬しゆん間かん、ジジッという電子音とともに、川辺へ金属の巨きよ体たいが浮うかび上がったのだ。

「ふわっ!?」

　少年の驚きよう愕がくの声も、目の前の装そう甲こうに当たって砕くだけた。

　飛行機であった。

　いや、馳郎の知識ではよく分からないのだが、普通の飛行機とはずいぶん形態が違っていた。大きな翼つばさの両りよう端はしにはやや小さめのプロペラが掲かかげられており、まるでヘリコプターと飛行機の合いの子のような風ふ情ぜいを醸かもし出しているのだった。

「ティルトローター、っていうの。ローター自体を傾かたむけて空を飛ぶ、垂直離ＶＴ着陸ＯＬ機ね。うちの技術研でつくらせた特製品なんだから」

「て、なんでこれ、今まで見えなかったんだよ！」

　こわごわと、馳郎が機体の表面に触ふれる。

　爆ばく弾だんでも扱あつかうような手つきだった。

　実際、その指先では塗と装そう自体が蠢うごめくように、いまだ細かく色を変えていたのである。

「ふっふん。装甲表面の配位子吸収帯をいじって、周囲の景色に擬カモフ態ラージユする自信作なの。〈カエアン〉にも使ってるけれど、この規模で成功させてるのはまだうちだけなんだから。……真っ白吸血鬼には見破られたけど」

　じろり、と後ろのナタを振り返る。

　対するナタは、感心したようにティルトローターを上から下に見つめるばかりだ。とはいえ、この反応は今の擬カモフ態ラージユではなく、単に飛行機やヘリコプター自体ほとんど見たことがないという、かつてのナタの生育環かん境きように由来するものだから、リコとしては面おも白しろくない。

　結果、ぷいと視線をそらして、兄をどやしつけることとなった。

「はい、お兄ちゃん乗って乗って」

「だ、だってこんなのご近所に迷めい惑わくだろ！」

　未練がましく抵てい抗こうする兄に、妹は冷たく鼻を鳴らしたものである。

「大だい丈じよう夫ぶよ。普通のヘリよりはずっと騒そう音おんも小さいし、きっちりステルス機能を働かせるもん。さっさと行っちゃえば、誰だれも気づかないってば。いいから乗って乗って」

　えい、とばかりに白衣の少女が、段ボール箱を背負った背中から馳郎を押す。

　その弾はずみで、わ、た、た、とティルトローターのタラップを転げるようにして、少年の姿が機体の内側へと消える。すぐに、どんがらがっしゃんと騒さわがしい音がした後、リコとナタもそれに続いて搭とう乗じようした。

「じゃあ、遅ち刻こくしないように急ぐからね！」

　下降ダウンウ気流オツシユと爆ばく音おんを大地へと叩たたきつけ、ティルトローターは黄坂市の青空へと急きゆう浮ふ上じようしたのであった。




　　　　２




　──いくつか、前提を確かく認にんしよう。




　戌いぬ見み馳はせ郎ろう。十七歳。

　市立黄坂高校の二年生で、部活はなし。

　体型は中肉中背で、外見的に目立つ特とく徴ちようはちょっと跳はねた癖くせっ毛と、頰ほおの火傷やけど跡あとぐらい。とにかくケチで節約家な性せい癖へきはクラス中に知られており、奨しよう学がく生せいとして新聞配達など手伝うかたわら、トラブル一回千円のボディガード事業・〈戌見CloseProtectionサービス〉を経営中。

　それが、ひそやかに変わったのは一ヶ月前だ。

　桜舞まい散る、春の夜。

　とても静かな深夜の中ちゆう華か街がいにて、ひとり、不思議な助手を拾ったことで。




　そして。

　その助手を助けるために──それまでずっと拒こばんでいた、白はく翁おうと呼ばれる〈名〉と〈力〉を受け継ついだことで。




　　　　＊




　およそ一時間ほど後、

（なんだ……こりゃあ……！）

　それを見た瞬間、馳郎は胸の内で叫さけんでいた。

　実際、そこは少年の常識から見ると、はなはだしく異様な場所ではあった。

　屋や敷しきである。

　武家造りというのだろうか、いくつもの棟とうが連なった、恐おそろしく広い造りだった。

　黄坂市からはずいぶん離はなれた古都の山さん岳がくで、鬱うつ蒼そうと茂しげった暗い森を切り開いて建てたらしい。古式ゆかしい建築と、ティルトローターを着陸させたヘリポートの組み合わせも凄すさまじい違い和わ感かんがあるが、それ以前に屋敷のたたずまいの方が、少年にとっては衝しよう撃げき的だった。

　あまりにも、それは──生々しかったのだ。

　単に上質の木材が使われているというのではなく、一流の職人が手がけたというのでもなく、建物自体がどくどくと鼓こ動どうを打っているように、馳郎には感じられた。存在感というよりも生命感が、圧力になってこちらへ迫せまってきているようだった。

　たとえば千年もの間、同じ建物がひとつの一族の生と死を見続けてきたならば、こんな風になるのかもしれない。

　おびただしい生と死が、建物にも同じ概がい念ねんを与あたえたみたいに見えた。

　馳郎はその屋敷の、中心らしい場所へと誘いざなわれた。

　ひどく長い廊ろう下かを渡わたっていくと、やがて二間続きの座ざ敷しきが、少年を迎むかえ入れた。どうやらここが奥の間らしく、畳たたみの右と左にいかめしい男たちが列になって正座している。

　数は、六人。

　四十代から六十代といった年ねん齢れい分布で、その全員がいかにも修しゆ羅ら場ばを越こえてきたという感じの、武ぶ闘とう派はの匂においをぷんぷんと発散させていた。

（これって……確か……）

　この様子と近いものを、馳郎は見たことがあった。

（そ、そうだ、ヤクザ映画の就任式！）

　昔、テレビで放送されていた映画の一場面を思い出す。

　あの映画では親分に就任したばかりのヤクザが、突とつ然ぜん襲おそいかかってきた刺し客かくに撃うたれて死んでいたのだが、それと同様か上回るほどの不ふ吉きつさを、居並ぶ人ひと影かげは醸かもし出していた。

「七十六代目白翁、戌見馳郎さまの到とう着ちやくを歓かん迎げいいたします」

　一番奥に座った老人がそんなことを口にして、うやうやしく拳こぶしを畳へつけて、頭を下げた。

「え、あ、はい」

「まずはそちらへお座りくださいませ」

　すっと手のひらで指し示したのは、座敷の一番上座──床とこの間のすぐそばに置かれた座ざ椅い子すであった。

　近くには漆うるし塗ぬりの脇きよう息そくまで準備されており、香こうを焚たき染しめているのか、じんと頭の裏が痺しびれるような匂においも漂ただよっている。調度のひとつひとつも美しく、あまりに自分と不ふ釣つり合いすぎて、それこそ目眩めまいがしてくるほどだ。

「あ、その、本当にそこで……」

　もごもごと口を開きかけたところで、

『──いいから、お兄ちゃんは堂々としてて。そう言ったでしょ』

　リコの声が、馳郎だけの鼓こ膜まくに響ひびいた。

　ジャケットの首元につけられた骨こつ伝でん導どう式の通信機によるものだ。

　リコ本人は馳郎からは少し離れた入り口あたりに座っており、何事もないかのように澄すました顔をしている。馳郎もそうだが、こんな場所にあっても白衣の服装を崩くずさないのが、彼女らしいといえばいえた。

　ナタも同じく入り口あたりに座り、こちらは興味深げに屋敷のあちこちを見やっている。この場でプレッシャーで押し潰つぶされそうなのは、馳郎ひとりだけらしい。

　ひとつため息をつき、

『……分かった』

　リコと、そんなものがなくても十分聞こえると言い張ったナタに向けて、声をひそめて馳郎が返す。

『とりあえず、胸だけ張って、えへんえへんしてればいいの』

『お、おお』

　困り果てたまま、馳郎は居い心ごこ地ち悪そうに老人たちの背中側をまわって、おそるおそる上座に陣じん取どる。

　六人の老人の視線が、刺さすように痛い。

　その痛みに耐たえながら、

（これが……白はく鳳ほう六ろつ家け？）

　ティルトローター機内でリコが言っていたことを、馳郎は思い出していた。




　──『お兄ちゃん。これから、白鳳六家と顔合わせするからよろしくね』

　つい数十分前、そんな風にリコは切り出したのだった。

　──『白鳳六家？』

　──『要するに、白翁に連なる六つの家系よ。もともと、代々の白翁はこの六家から選ぶのがしきたりなの。だけど、先代の白翁はちょっと変わり者で、六家の外から後こう継けい者しやを連れて来ちゃったの』

　──『それって……やっぱり俺？』

　──『うん』

　──『ちょ、ちょっと待てよ！　それじゃ俺、よそから割り込んできた厄やつ介かい者みたいじゃないか』

　──『みたいじゃなくて、そのものだよ？』

　あっけらかんと口にして、リコは首を傾かしげたものだ。

　どうして今まで気づかなかったのとでも言いたげな、実に爽さわやかな仕草であった。

　──『だからね、今回の顔合わせで、無む理り矢や理りでもお兄ちゃんを認めさせる必要があるの。リコも協力するから頑がん張ばってね！　ファイト！』




（……気軽に言ってくれたよなあ……）

　馳郎はそっとため息をつく。

　それでも、白翁を受け継ぐと自分で言った手前もあり、ひとまず老人たちの様子を観察する。

　よくよく見れば、彼らの着た和服と座った座ざ布ぶ団とんには、それぞれ個別の色の家か紋もんが記されていた。馳郎がティルトローターで聞かされた知識によれば、六家とはそれらの色にちなんだ家名だったはずだ。

　確か、こうだ。

　第一家・真朱まそお。

　第二家・月つき白しろ。

　第三家・紫し藤とう。

　第四家・空うつほ。

　第五家・薄うす墨ずみ。

　第六家・青あお朽くち葉ば。

　雅みやびな名前と裏腹にいずれも仲は険悪で、白翁を中心としながらも、互たがいの動向を監かん視しし合ってるという。

（前から思ってたけど……白翁って何なんだ？）

　馳郎の思考が、徐じよ々じよに深まっていく。

　白翁。

　馳郎自身も、その意味を完全には把は握あくしてなかった。

　もちろん、途と轍てつもない財産を持ち、世界中に広大かつ強大なネットワークを張り巡めぐらせている──というのは知っている。それこそ数千億円という額を使い込んだところでびくともしないほどの資金、原子力潜せん水すい艦かんや試作中の戦せん闘とう機を調達するほどのコネクションは、馳郎自身が先の事件で行使したものだ。

　しかし。

　その〈力〉がどのようにして成立しているのかは、受け継いだ馳郎自身も知らないのだ。これまで継けい承しようを拒きよ否ひしていたからこそ、最低限のこと以外は知ろうとしてこなかった。

　あるいは、この集まりこそ、その〈力〉の正体の一いつ端たんなのか。

『……にしても、ちょっとひどいの』

　リコが、憤ふん然ぜんたる声こわ音ねを隠かくさずに呟つぶやいた。

『え？　何が？』

『だって、どこの家も当主クラスは出してないもの。年季こそ入ってるけど、どいつもこいつも家令か外交用のおまけばかり。お兄ちゃんをなめてるにもほどがあるわ』

『……そういうもんなのか』

　ますますヤクザみたいだな、とこっそり馳郎は思う。

　メンツと権力がほぼ一いつ緒しよくたになってるあたり、真しん剣けんにそっくりだ。本当に刺客がやってくるんじゃないかと、そわそわしてしまう。

　ただ、馳郎としてはちょっとだけ安心した。

　なめられてるなら、それはそれで分相応と、そんなことを思ってしまったのだ。リコに知られたらどやされるかもしれないが、いきなり別世界に連れてこられた身としては、なるべく見くびっていてほしいのも本音であった。

　そんなことを、考えてたときだ。

　老人のひとりが、すっと視線をあげたのだ。

「ついては白翁様、ひとつお聞かせ願いたいことがあるのですが」

「っあ、ああ」

　可能な限りえらそうに、胸を張ってみる。

　すると、老人は膝ひざをにじるようにして枯かれた身体からだを持ち上げ、上うわ目め遣づかいにこう尋たずねたのである。

「そちらの、鬼き仙せんの兵器はどうなさるつもりなのです」

「鬼仙の、兵器？」

　何よりも、その言い方が少年の耳に障さわった。

「どうなさるって、どういう意味……です？」

　一いつ瞬しゆん迷った後、丁てい寧ねい語を付け加える。

　対して、老人は至し極ごく平静な表情のまま、言葉を続けたのだ。

「白翁様が、鬼仙とコトを構えるつもりでないのなら、その鬼仙兵器を向こうへ返へん却きやくなさった方がよろしいのではないですか」

「な、なんだそりゃ！」

　一瞬で敬語など吹ふき飛んだ。

　驚きよう愕がくに目を剝むいた馳郎の前で、老人は周囲の確かく認にんを取るかのように、二度うなずいて見せた。

「もともと、白翁と白鳳六家が鬼仙社会とつながりのあるのはご存じですな」

　もちろん、知っている。

　先月の事件でも、鬼仙の蓮リヤ花ンフアと少シヤ影オインは、白翁──当時の白翁はリコが装った偽にせ者ものだったが──を頼たよって黄坂市を訪おとずれていた。それは古くからの、鬼仙社会と白翁の交流によるものだ。

「つながりがあるというのは、態度をはっきりさせなければならないということでもあります。曖あい昧まいな態度は事態をこじらせるばかりで、誰だれにとっても不幸な結果を招きましょう」

　老人は一言ずつ区切って、確認するように話しかけてくる。

「今なら、その兵器を返却して私たちにお任せ願えれば、すべてつつがなく済ませられましょう」

「…………」

　同じ部屋の隅すみで。

　ナタは、そのやりとりを静かに見守っていた。

　こういう発言があることを、予期していたようでもあった。実際そうなのかもしれない。このようにモノのごとく扱あつかわれることは、かつての少女にとって日常の光景だったに違ちがいない。

　だから。

　馳郎の答えなんて、最初から決まっていた。

「ふざけ──っ！」

　その瞬しゆん間かんだった。

　がらり、とふすまが開いたのだ。

（え？）

　馳郎が眉まゆをひそめたのは、新たに現れた相手がここに並んでるような老人や壮そう年ねんではなく──むしろ、自分よりもひとつかふたつ下と思われる、中学三年生ほどの少年であったからだ。

　服装は、学生服だ。

　昨今ではあまり見なくなった学ランを纏まとい、ぴしりと顎あご下で詰つめ襟えりを閉じている。頭には学がく帽ぼうもかぶったままだ。室内で帽ぼう子しをかぶっているのはともかく、学生があらたまった場で制服を選ぶのは、比ひ較かく的てき穏おん当とうな発想である。

　しかし。

　かすかに幼さを残した横顔には、穏当などという言葉とは、まるで似合わないモノが混じっていた。

　鋭するどい左目のそばに、月にも似た弧こを描えがく、蒼あおい色の入れ墨ずみが施ほどこされていたのだ。すっと明るく、しかしどこかに憂ゆう鬱うつな深みを湛たたえたその蒼の名は、空うつほ色というのだったか。

「ふうん。それが新しい白翁？」

　軽く鼻を鳴らして、学生服の少年は左目を細める。

　そうすると、生き物みたいに入れ墨が歪ゆがみ、笑っているように見えた。

「あんまり、ぱっとしないかな」

「空うつほの！」

　さきほどの老人が振ふり向き、非難めいた言葉を発する。

　しかし、少年は極きわめて軽々しく手をひらひらと振って、悪びれた風もなくこう言った。

「だってそれ、〈おに〉の血族ですらないんでしょ」

（お、に……？）

　意味が分からず、馳郎が困こん惑わくする。

　しかし、言葉が予想外の効果をもたらした。

　奇き妙みような感情が、広い座ざ敷しきにわき上がったのだ。

　少年の言葉に賛同するかのような、かといって素す直なおに認めることもできぬかのような。単に馳郎に遠えん慮りよしているというのではなく、もっと根源的な──彼ら自身にもどうしようもないかのような感情だった。

『空うつほ北ほく斗とよ。空うつほの家の次代当主』

　耳打ちするように、通信機からリコの声がした。

『今でこそ第四家なんだけど、もともとは第一家だったんで、いまだに発言権が高いの。リコも小さい頃ころ何回か会ったきりなんだけど、いろいろ面めん倒どうな人物として名前が通ってるみたい』

『じゃあ、〈おに〉ってのは──』

　そう、リコに訊きこうとしたときだった。

　少年がゆるりとこちらを振り向き、挑ちよう発はつ的な声音で訊いたのだ。

「君、ボディガードなんだって？」
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「それが、何だよ」

　馳郎も、警けい戒かいを解かずに言う。

　見えない角度で軽く拳こぶしを握にぎり、動きやすいよう腰こしを浮うかす。

「ああいや、大したことじゃないんだけどね」

　微び苦く笑しようしてひょいと少年──北斗が手をあげたのだ。

「試ためしにこれ、どうかな」

　刹せつ那な。

　悪お寒かんが、背筋をつきあがった。

「────っ！」

　びしっ、と空気の裂さける音が走った。

　咄とつ嗟さにあげた両手に、一瞬ねじきれるかと思うほどの負ふ荷かがかかり、次の瞬しゆん間かん耐たえきれなかったジャケットの表面が、手首から肘ひじにかけてぱっくりと裂けたのだ。

　カーボンナノチューブで編まれたはずの〈カエアン〉が！

「な──っ！　〈カエアン〉!?」

「へえ？　それ対たい刃じんジャケットか何か？　凄すごいな、腕うでの一本ぐらいはもっていくつもりだったのに」

　軽く、北斗が眉を寄せる。

（──何、だ!?）

　びりびりと痺しびれる腕を押さえ、馳郎もまた動どう揺ようしていた。

　今の、異能。

　一番近いのは、ナタと同じ鬼仙のそれだ。

　つい一ヶ月前、少年を翻ほん弄ろうした、大陸より来たる死せる仙人。仙人とはいいながら、あたかも現代の吸きゆう血けつ鬼きのごとく、人間の生命力──氣チイを喰くらって超ちよう常じようの〈力〉を振るうモノ。

　だが、何かが違うと思った。

　今の超常現象は、かつて馳郎の出くわしたそれとは、何かが決定的に違っていた。

「てめえ……っ」

　馳郎が怒いかりを露あらわにするよりも早く、

「何する気なの！」

　リコが叫さけび、赤いリボンを揺ゆらして立ち上がった。

「白翁様に危害を加えるって、何のつもり!?」

「別に？　たかだか白翁の管財人にどうこう言われる筋合いはないでしょ。それに、僕はこいつが白翁だなんてまだ認めてないよ」

　にんまりと、北斗が笑った。

「だけど、なるほど面おも白しろいね。うん、悪くない。これなら雇やとうことにするよ」

「は？　何言ってやがる。俺だって依い頼らい人は選ぶぞ！」

　言い返した馳郎に、北斗は薄うすく唇くちびるをほころばせた。

「安心しなよ。絶対守りたくなる相手だから」

　す、とその人さし指が、まっすぐこちらを向いた。

　少年へ。

　馳郎自身へと。

「お前……」

「守って欲しいのは、君自身だよ。見事守り切れたなら、君が白翁だって認めてやるとも。ここの爺じいさんたちにしたって、僕がうんと言えば、嫌いや々いや認めざるを得なくはなるだろう。もちろん、そこの鬼仙の兵器を返却する必要だってなくなる。どうだい？　なかなかの好条件だと思うのだけど」

　無む邪じや気きに、少年は笑う。

　生まれた頃から、あらゆる放ほう埒らつを許されてきた皇こう帝ていのごとく。

　実際、白鳳六家の老人たちは黙だまり込んでいた。唯ゆい一いつ、挙動不ふ審しんに視線を右往左往させているのは、同じ空うつほの人間だろうか。

「──馳郎くん？」

　北斗が瞬まばたきした。

　いつのまにか、馳郎が立ち上がり、すたすたと入り口の方へ歩き出していたのだ。

「なんだよ。一体、君ってばどこに行く気だい？　僕の依頼をどうする気なの」

「こんな茶番につきあってられるか」

　短く、馳郎が言った。

「お前に認めてもらう必要なんかない。ナタを鬼き仙せん社会とやらに返すつもりもない。俺を狙ねらうとかいうんだったら、好きにしろ」

「必要が、ない？　君はボディガードじゃないの？」

「俺が俺を守っても、誰も千円払はらってくれないだろ」

　視線も合わせず、馳郎は言い捨てる。

　だから、気づかなかった。

「……そう」

　不意に、背後の少年が表情を無くしたのだ。

　それまでむしろ陽気だった空北斗は、まるで漂ひよう白はくしたかのように、すべての感情を喪そう失しつさせた。

「……だけど、君になくても、僕にある」

　小さく、呟つぶやいた。

「っ？」

　様子を見守っていた少女ナタは、その響ひびきに何を感じたか。

「馳郎！」

「────っ！」

　ナタの叫びに、馳郎が振り向いた。

　普ふ段だん滅めつ多たに声を荒あららげない少女の声に、思考よりも先に身体からだが反応した。そして次の瞬間、目もく撃げきした光景に硬こう直ちよくした。

　北斗の、変へん貌ぼうのゆえに。

　少年のかぶった学帽のつばの下から、何かがゆっくりと伸のびていたのだ。

「……つ、の？」

　馳郎が、息を飲む。

　まさしく、角つのだ。

　二本の、半はん透とう明めいの角が、北斗の額からそそりたっていたのである。空色の名前通り、憂鬱なほど蒼いその角は、まるで何かの結けつ晶しようのように美しくも恐おそろしかった。

　そして。

　残ざん酷こくに笑う少年の姿は、まさしく現代の鬼おにであった。

「空うつほの！　乱心されたか！　ここで角を醒さましてなんとする！」

　再び老人がわめいたが、もはや止まらぬ。

　北斗は裂けるように笑えみを広げ、同じように両手を広げた。

「……ああ、君は自分を守るなんて依頼は受け付けないんだったね」

　なんとも残酷に、笑みは歪む。

「なら、君の妹──ということになってる、その管財人ならどうかな？」

「な──っ！」

　馳郎の声こわ音ねが揺れた、その一いつ瞬しゆん。

　双そう角かくを生やした少年は、舌におぞましい言こと霊だまを乗せた。

「ほうら、狂え」

　その、言葉通りになった。

　奥の間に、突とつ如じよ風が荒あれ狂ったのだ。

　さきほどの風ふう刃じんに数倍する威い力りよくを秘ひめて、その数と規模は爆ばく発はつ的に増大させて。

　ふすまが断たたれた。

　障子が断たれた。

　畳たたみが断たれた。

　天てん井じようが断たれた。

　床とこの間も違ちがい棚だなも断たれ、その上に置かれた花か瓶びんも一輪の花も断たれた。

　ありとあらゆるものが斜ななめに断たれ、断たれ、断たれ、断たれ、断たれ、断たれ、断たれ、断たれ、断たれ、断たれ、断たれ、断たれ、断たれ、断たれ、断たれ、断たれ、断たれ、断たれ──残らず重力に従って、斜めにずれていった。

「リコ！」

　馳郎が、跳とんだ。

　同時、別の機械音声がジャケットから聞こえた。

『自律オート起動・ブート。軌き道どう予測プログラム０３──〈バタフライ〉』

　少年の動きを、ジャケットに仕込まれた人工筋肉が補正する。操あやつられた気流をなお予測し、鋭するどい刃やいばと刃の狭はざ間まをくぐるようにして、アクロバティックに奥の間を走った。

「お兄ちゃん！」

　呼んだ少女の身体を搔かき抱いだいて、少年が跳ちよう躍やくするのと、その足元の畳が断ち切られるのとが同時であった。

　斜めにずれた障子を破り、庭へと躍おどり出る。

　靴くつ下したで地面を踏ふんで、斜めに断ち割れた屋や敷しきを振ふり返りながら、抱いた少女へと問いかける。

「リコ、大だい丈じよう夫ぶか!?」

「う……うん」

　腕の中で、白衣の少女がこくこくとうなずく。

　なぜか、その耳が先まで真っ赤に染まっていた。無理なアクロバットに付き合わせたせいか、こちらを正視せず、視線が妙みように泳いでいた。

「じ、自分の足で立てるから」

「おお。──〈カエアン〉。お前も、さっきのは大丈夫なのか!?」

『装そう甲こうの一部が破損しただけです。報告するほどのこともないと判断しました。──それよりも、臨戦態勢を』

　落ち着いた機械音声は、主あるじへ注意を促うながした。

　実際、その判断は正しかった。

「へえ、さすがに白翁代理。なかなか面白いものを持ってるね」

　角を生やした少年が、ゆっくりと庭へと歩み出てきたのだ。

　黒い学生服には、埃ほこりひとつついてない。

　にっこりと笑った唇は、角の生える前よりもずっと青ざめて、ありとあらゆる血の気を失ったかのようでもあった。

「それに……そこの鬼仙兵器もね？　なかなか面白い芸をする。結構驚おどろいたよ」

　北斗が手のひらを開くと、十円硬こう貨かがじゃらじゃらと地面に落ちた。

　風の刃が止まったのは、この硬貨が北斗のこめかみを撃うち抜ぬくように投げ込まれたからだった。しかも、複数枚が微び妙みように違うコースと時間差まで演出して。少年の風は自動的にそれを迎げい撃げきしたものの、攻こう撃げきも停止せざるを得なくなった。

　北斗の瞳ひとみが、同じく庭の縁えん側がわで立ちはだかった白いワンピースの少女を捉とらえる。

　──鬼仙。

　あるいは、吸血鬼。

　仙せん人にんであり、鬼死者でもある存在。

「羅ら漢かん銭せんという。大陸の武術ではよくある技わざだ」

「ふうん。鬼仙ってのはみんなこんなこともできるわけ」

「いいや。あくまで私個人が鍛たん錬れんしたものだよ。──それよりキミ。北斗とか言ったな」

　と、ナタが少年へ呼びかける。

「キミは、本当に〈おに〉なのか」

「知ってるんだ？」

　北斗がことりと首を傾かしげると、ナタはいつも通りの口調で言葉を紡つむぐ。

「ああ、昔の話だがな。正直、もうこの国にはいないと思ってた。白鳳六家にはほかにも存在するのか」

「……いるとも」

　少年が、うなずく。

　対して、その会話を聞いていた馳郎は低く呻うめいた。

「なんだよ、それ。鬼とか、どうとか」

「前にも言っただろう。大陸の鬼と、日本の〈おに〉は少しばかり違う存在なんだ」

　ナタが、馳郎の疑問に答えて、口を開く。

　その間も、瞳は角を生やした北斗に据すえたまま、ぴくりとも動かさない。

「というよりも、同じだったモノが、それぞれの土地と文化に合わせて、違うカタチへと変じたというべきかな。どこの国にも──たとえ人間の在り方から外れたモノであっても、やはりそれぞれの土地ごとに、それぞれの形式とやり方があるということだろう。つまるところは、国ごとに地じ獄ごくや天国の定義さえ違うということさ」

　少女の言葉には、不思議な重みがあった。

　彼女自身が経験してきた、長い長い歴史を辿たどるかのようでもあった。

「…………」

　思わず沈ちん黙もくした馳郎に、ナタは続けて言った。

「大陸の鬼はつまるところ死者の霊れいやその類たぐいだが──日本の〈おに〉は、生きたままの人間が成なるものなのさ」

　能面に、生なま成なりといわれる種類がある。

　恨うらみや嫉しつ妬とによって、〈おに〉に変じていく女を描えがいた面だ。この過程が進んでいくと、さらに面は中成、本成と名前を変え、徐じよ々じよに角も長く、牙きばも剝むき出しになっていく。

　つまりそれは、この国において、〈おに〉とは生きている人間が変貌するものだと、そう認にん識しきされてきたという証左でもあった。

　鬼と、〈おに〉。

　そして、死者鬼と生者おに。

　濡ぬれ縁えんと庭とで対たい峙じするナタ鬼と北斗おにの姿は、ひどく示し唆さ的であった。

「……〈おに〉の角は、鬼仙とは異なる方式で呪じゆ力りよくを操あやつって、特別な〈力〉を使うの」

　引き継ついで、これはリコが言った。

　恐れを振り払はらうためか、ぎゅっと白衣の胸むな元もとをつかんでいた。

「お兄ちゃんに分かりやすく言うと……超ちよう能のう力りよく者みたいなもの」

「はは、超能力者はいいね。確かにそんなものだ。ちょっと風ふ情ぜいのなさすぎる言い方だけれど、〈おに〉や〈つちぐも〉なんて言うより、よほど現代らしい」

　北斗は唇くちびるをほころばせ、すっと右手を横に伸ばした。

「なんでも、〈協会〉圏けんの魔ま法ほう使つかいたちはこういうそうだよ。──変へん生じよう属性ってね」

　変生。

　生まれ変わる、ということ。

　男が女に。女が男に。──あるいは、人が鬼に。

「そして、六家でも空うつほの変生属性は……これだ」

　風が、吹ふいた。

　再び、北斗の手のひらに旋せん風ぷうが発生する。地面から土つち煙けむりと木の葉が巻き上がり、ぐるぐると回転した。

『マスター、周囲の気圧変化を確認。防ぼう御ぎよ態勢を』

「って、風なんか何度も避よけようが──」

　馳郎が呻うめいたときだった。

「馳郎！　私の後ろに！」

　ナタが、叫さけんだ。

　振り返れば、少女の瞳どう孔こうは黄金きんに、縁ふち取どった目は紅くれないへと染まっていた。




「古き七しち支し族ぞくの血を借りて、汝なんじの兵器は四し宝ほう剣けんの六番目の双子に乞こい願う」




　妖よう瞳どうの名は、火か眼がん金きん睛せい。

　そして唇をついたのは、体内に秘められた鬼き宝ほうを呼び覚ますための口こう訣けつ。

　かまわず、北斗は手を突つき出す。

　ごお、と風が吹いた。

　人間の骨肉ごとき、いとも簡単に両断する風の刃が。




「其そは両りよう儀ぎなり四し象しようなり、八はつ卦けを連つらね巡めぐり結びて阻はばみたまえ、陰おん陽みよう剣けん！」




　刹せつ那な、横合いから光が流れた。

　ナタのすぐそばに、一いつ対ついの剣けんが現れたのだ。

　あたかも美び姫きの剣けん舞ぶのごとく、一対の剣がなす軌き跡せきは芸術的なまでに美しかった。ひとりでに宙を舞まった剣が、吹きつけた風の刃を残らず迎撃したあげく、ナタの両横でぴたりと静止したのである。

「はは、それが鬼宝か」

　たいしてショックを受けた様子もなく、北斗が笑った。

「鬼仙の力の源だってね。ああ、初めて見たよ。なかなか興味深いね」

「陰陽剣。私の守護宝剣だ」

　前後左右、どうとでも動けるよう、ナタがすっと重心をずらす。

　そうしながら、

『まずいぞ、馳郎』

　ぽそりと、言った。

　北斗に聞かれぬよう、通信機を使った会話であった。

『エイジャに操られていたときとは違ちがって、〈七しち鍵けん勅ちよく書しよ〉がない以上、私の力は著いちじるしく制限される。かろうじて使える鬼宝は、私に好意的な三つぐらいだ。それだって氣チイが不足してる以上出力は不安定。あれを完全に止めるのは難しい』

　もともと、ナタの〈力〉は鬼仙の兵器たるべく与あたえられたものだ。

　ゆえに、少女が暴走しないよう、その制コン御トロ装ールシ置ステムは彼女自身と別個につくられている。

　その名を、〈七鍵勅書〉。

　七つの支族に複製されて分け与えられた、ナタを操あやつるための鬼宝。

　一ヶ月前、あれほど振り回された品がないことで、窮きゆう地ちに追い込まれるとはなんという皮肉だろう。

『だったら──』

　馳郎が、言いかけたときだった。

『リコに、やらせて』

　少年の通信機へ、すぐ隣となりの少女の声が割り込んだのだ。実際の少女は表情を気取られないように顔をうつむけている。

　そのままの姿勢を崩くずさず、義妹いもうとは少年へと作戦を伝えた。

『お兄ちゃん、いける？』

「……ああ」

　馳郎は、わざと聞こえるよう、大きく声に出した。

　思い通り、北斗は反応した。

「？」

　ナタを見ていた瞳をこちらへ向け、北斗は淡あわく唇をほころばせた。

「君が、やるのかい？」

「そいつは、俺の助手だからな」

　慎しん重ちように身構え、馳郎はじわりと距きよ離りを詰つめる。

　北斗の両手には、小さな旋風が舞まっていた。それが解放されたとき、さきほどと同じ刃やいばの烈れつ風ぷうが牙を剝くのだろう。最初の一いち撃げきを考えれば、〈カエアン〉の防御力ですらあてになるかどうかは分からない。

　それでも。

「それに……お前、手を出しちゃいけない相手に手を出したろうが」

「ん？」

「リコを、傷つけようとしただろうが！」

　吼ほえた。

　同時に、少年は地を蹴けった。

　ぐい、と拳こぶしを振ふりかぶり、中空で叫ぶ。

「カエアン！」

『イエス、マスター。要リク請エス起ト・動ブート。攻性プログラム０４──〈ボルト〉』

　機械音声とともに、三本の仕掛マニピけ腕ユレータが少年のジャケットから突き出した。その拳が紫し電でんの渦うずを纏まとい、空気抵てい抗こうの火花を撒まき散らす。ウェアラブルコンピュータ〈カエアン〉が制御する電でん撃げきだった。

「ふうん？」

　北斗はつまらなげに眉まゆを寄せた。

　そんなものは、自分にとって脅きよう威いにならない。腕が増えようが、スタンガンになろうが、そもそも触ふれられない攻こう撃げきなど無意味だ。それを分からせるためのパフォーマンスでもあったのに、何ひとつ伝わらなかったのか。

（……まあ、いい）

　軽く歯ぎしりして、思う。

　それが分からないほど愚おろかだったなら、容よう赦しやはいらないだろう。

　風を握にぎると、額から生えた双そう角かくが輝かがやきを帯びた。

「ちぎれろっ！」

　声とともに、風が飛んだ。

　さきほどまで屋内で制限されていた気流は、庭に出てその制限も外されて、存分に荒あれ狂くるった。まさしく嵐あらしとなって巻き起こった気流は、馳郎に回かい避ひも防御も許さず、その身体からだをねじきってしまうはずだった。

　しかし。

　馳郎の姿は、すんでで搔かき消えた。

「!?」

　何かが少年の手から射出され、次の瞬しゆん間かん、少年の身体は突とつ然ぜん横方向に吹っ飛んだのだ。

　その隙すきに、ナタが滑すべるように背後へと跳とんだ。

　助走ひとつない、ただ膝ひざを曲げ、体重をスライドさせただけの歩法。

　軽けい功こうとも軽身功とも呼ばれる技術。馳郎とスイッチしたように、リコの身体を抱だいて、鬼仙の少女はそのまま──今度は縦方向へ、高く跳ちよう躍やくした。

「くっ！」

　北斗が、歯は嚙がみした。

　気流を操作して、ふたりの少女を逃にがさぬよう嵐を移動させる。大木を引き抜ぬきかねない豪ごう風ふうは、そのまま蛇へびのごとくに頭をもたげた。

　しかし、それも遅おそかった。

「回して！」

　リコの、声。

　その叫びに、爆ばく音おんが応こたえたのだ。

　目には見えない、しかし途と轍てつもない重量と圧力が虚こ空くうからのしかかり、その真下からワイヤーに吊られた馳郎が、再度現れたのである。

　北斗にとっても、想定外の方向だった。

　はたして馳郎を吊り上げた機体は、強きよう烈れつな気流にさらされて、半はん透とう明めいながらその実体をあらわしつつあった。

　ここに来たときの、ティルトローターだった。

「君は──」

「てめえは、ここで、一撃くらわす！」

　ぐいんとワイヤーが弧こを描えがき、馳郎が斜ななめに落下した。重力と慣性を借りて、なおも速く、重く。その拳にさきほどの仕掛マニピけ腕ユレータがまとわりつく。変形する。

　新たなカタチに合わせて装そう甲こうが移動。いくつもの人工筋肉がより効率的に再配置され、ひとつの巨きよ大だいな機械腕と化す。

　その名を、機械音声が告げた。




『要リク請エス起ト・動ブート。──一式・特攻パン用複ツア合電ー・磁腕アーム』




「おおおらああああああああああああああああああっ[image: !!!]」

〈ボルト〉では分散されていた電撃を、ひとつに集中。

　強大な電磁力によって強化された一撃は、すなわち電レー磁ルガ砲ンの威い力りよくをもって、立ちふさがるすべてを粉ふん砕さいする。

　北斗の顔色が変わった。

　再び気流が転じ、学生服の少年の前に盾たてを形成する。

　その盾へ、電磁の砲ほう弾だんと化した馳郎の機パンツ械アー・腕アームが、凄せい絶ぜつに突つき刺ささった。

　爆ばく発はつした。

　閉じこめられた嵐が、突然解放されたようでもあった。

　馳郎も北斗も、互たがいに数メートルずつも吹ふき飛んだ場所で──北斗は風に助け起こされ、馳郎は自みずからの足を引き抜くようにして立ち上がった。

「君は……」

　北斗が目を見開き、

「……は、は。かましてやったぞ、糞くそったれ」

　砂まみれになった馳郎は、にんまりと笑った。

　そうして目を合わせていたのは、数秒ぐらいだったろうか。

「──お兄ちゃん、乗って！」

　滞たい空くうしていたティルトローターの入り口から、リコが声を張り上げたのだ。

　すでに、少女はナタとともに、この機体へ乗り込んでいた。その入り口から精せい一いつ杯ぱいに手を伸のばし、白衣をばさばさと煽あおられながら叫さけんでいたのである。

「…………っ」

『マスター、撤てつ退たいをすすめます』

　一いつ瞬しゆん迷った馳郎に、〈カエアン〉が助言した。

　それで、少年も動いた。

　反転するみたいにして馳郎の足が地面を蹴り、ティルトローターから吐はき出された梯はし子ごに飛びついたのだ。待ちかまえていたのか、ティルトローターはたちまち上空へと浮ふ上じようしていった。

　あっという間に、少年とティルトローターの姿は遠ざかっていった。







　そして、

「──はは」

　空の狭はざ間まで姿を搔き消したティルトローターを見送り、北斗は困ったように笑った。

　まるで、ゲームでしてやられたかのような、爽さわやかな笑えみだった。

「なるほど。あれが新しい白翁か。思ってたよりずいぶん面おも白しろい相手だな」

　軽く、腹部を押さえる。

　馳郎の機パンツ械アー・腕アームが打ち込まれた場所だった。さしもの北斗の気流も、かの一撃の威力は殺しきれなかったらしい。

「でも、あれなら……やりがいもあるかな」

　そんなことを呟つぶやいたところで、振り返った。

「空うつほの！　今回のことは、厳重に警告を──」

　背後の切り裂さかれた屋や敷しきから、老人ががなりたてていたのだ。

　北斗は、小さくため息をついた。

「ああ、うるさいなあ」

　犬でも追い払はらうように、手を振る。

　風が、巻いた。

　少年を慰い撫ぶするかのように吹いたそよ風は、そのまま再び屋敷を切り裂いて、老人たちを瓦が礫れきで埋うめ尽つくしたのだ。声を遮さえぎるどころか、生死さえも危あやぶまれるほどの荒あら技わざだった。

　そんな自分の所業を省かえりみるでもなく、

「さあ、こちらも準備をしないとね」

　角つのを消して、学がく帽ぼうをすっと引き下げ、少年は──空北斗は、薄うすく笑ったのであった。







　第二章　少女たちの言い分
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　数時間後。

　ティルトローターが着陸したのは、超ちよう高こう層そうマンションの屋上だった。

　四十三階建て、百数十メートルの高みにくわえ、風ふう光こう明めい媚びな高台に建設されたそのマンションは、黄こう坂さか市でもシンボル的な立ち位置を獲かく得とくしている。

　リコが案内したのは、そのマンションの最上階だった。

「……う、わあ」

　馳はせ郎ろうが絶句し、

「これはこれは。たいしたものだ」

　と、ナタも瞬まばたきした。

　さきほどの屋や敷しきも大層なものだったが、こちらは別ベクトルの完成度を実現していた。

　フロアすべてをぶち抜ぬいた、馬ば鹿か馬ば鹿かしいほどの広さ。

　いくつも設けられた天窓からは、夕暮れの紅あかい日差しが斜ななめにさしている。

　当然、そうした日差しによって景観が完成されるよう、天窓の位置も計算しつくされているのだろう。部屋のあちこちには観葉植物も植わっており、馳郎の背よりも高く異国の葉を広げたりしていて、まるで南洋の密ジヤ林ングルのごとくであった。

　絡からみ合った葉と花の間には、多くのコンピュータとモニターも埋うもれている。

　最新のコンピュータと南洋を思わせる樹木とが、この場所ではひとつに融とけあって、共生しているかのようでもあった。

「……すっげえな、これ」

「ん？　馳郎はしょっちゅう呼ばれてなかったか」

　茫ぼう然ぜんと呟つぶやいた馳郎に、ナタが首を傾かしげる。

「いや。いつもリコと会ってたのはここのロビーか、客用の応接間だったからさ。部屋に通してもらったのはこれが初めて」

「……だ、だって、部屋ちらかってるし」

　言い訳みたいに、リコが呟く。

　本当なら、最初の川辺かどこかに下ろすつもりだったのだ。それがこうして部屋へ招く事態になったのは、ひとえにあの北ほく斗とのためである。ボディガードの必要上、どうしても部屋を見なければならないと、馳郎が断言したためだ。

「ちらかってるとか、どうでも良くなっちゃいそうな部屋だけどなあ」

　馳郎が、再度部屋の様子を見み渡わたす。

　樹木とモニターがとりわけ集まった中心部に、最上級のクッションとシーツがこんもりと盛り上がっていた。

　どうもベッドではなく、そのクッションとシーツに丸まって寝ねているらしい。近くには、食べかけのスナック菓が子しや漫まん画がが山になっており、数本の抱だき枕まくらも転がっていた。

（……あれ？）

　少し疑問がよぎって、馳郎がリコに振ふり返る。

「リコ、お前漫画とか読むの？　なんか女の子の絵が描かいてる抱き枕っぽいのもあるけど、あんなのどこで売ってんの？」

「きゃああああああああああああああ！」

　突とつ然ぜん、リコが絶ぜつ叫きようした。

　きいんと残ざん響きようする耳を押さえて、馳郎は目を丸くした。

「な、なな、何だ？」

「い、いいから！　見ないで！　絶対見ないで！　見たら絶交だから！」

　慌あわてて手を叩たたくと、それが指令になっているのか、部屋の隅すみから掃そう除じ用らしきロボットが走り寄ってくる。寸すん詰づまりのドラム缶かんみたいな形状のそれらは、あっという間にクッションも抱き枕も大量の本も回収して、自分たちが出てきた場所へ押し込めていく。

　なにやら、ＳＦ映画の一場面でも見ているような気分ではあった。

「え、えっとあれ……」

「あれはもういいから！」

　断固として言い切って、リコが唇くちびるをへの字にする。

　けして否いなとは言わせない顔つきだった。むしろ、そんなことを口にしようものなら、二度とこの部屋から出さないぐらいの気き迫はくが込められていた。

「……お、おお。分かった」

　勢いに押され、思わず馳郎もうなずく。

　ある意味で、先月の事件以上に命の危険を感じた一いつ瞬しゆんではあった。

　ふうふうと獣けものの威い嚇かくめいた吐と気きを放つ妹から、ほんの少しだけ距きよ離りをおいて、もうひとつ尋たずねる。

「ええと、じゃあ空うつほ北斗について、もう少し詳くわしく訊きいてもいいか？」

「あ……うん」

　少女が、うなずいた。

「先に、椅い子すとお茶出すね」

　リコが言うと、キュルン、キュルンと短い電子音声が発した。

　その音とともに、さっきのとよく似たロボットが、今度はソファとローテーブルを持ってきたのだ。スポンジというか、ウォータージェルの詰つまった柔やわらかな椅子で、座るとひんやりと心ここ地ちいい。

　対して、テーブルに置かれたお茶は、意外なことに点たてられたばかりの抹まつ茶ちやで、これもほどよい苦みで美味おいしかった。

「うまいな、これ。やっぱり今のロボットが？」

「お茶は数字と成分さえ管理すれば、人間でなくても美味しくつくれるから。お兄ちゃんは、少し苦いぐらいが好みでしょ」

「うん、ぴったり」

「……機械が、これを？」

　その隣となりで、なぜかナタが衝しよう撃げきを受けていた。

　馳郎が、軽く眉まゆをひそめる。

「なんでお前、〈カエアン〉には驚おどろかないのに、これには驚くんだ？」

「〈カエアン〉は茶など淹れないだろう！　茶まで機械が淹いれられるなら、人間が必要なくなったりしないのか!?　わ、私は蓋がい碗わんぐらいしか淹れられないぞ」

「お前、寿す司しマシーンとか見たら、卒そつ倒とうしそうだな……」

『……というか、ミス・ナタ。お任せいただければ、お茶を淹れるぐらいできますが』

「な、なんだって！」

　苦く笑しようした馳郎の懐ふところから、〈カエアン〉が抗こう議ぎの機械音声をあげて、ナタがまたまた仰ぎよう天てんする。

「…………」

　言い合う少年と少女と人工知能を、妹は上うわ目め遣づかいに見やって、少し複雑な表情になった。

　すぐに、かぶりを振った。

「お兄ちゃん、〈カエアン〉もチェックするから、渡わたしてくれる？」

「ん？　おお」

　了りよう承しようすると、馳郎はジャケットを脱ぬいで、寄ってきたポッド型ロボットに渡す。

　キュルン、と一声あげてロボットは旋せん回かいした。とりわけ大きな樹木に近づくと、そこが修理用チエツの機械クポツドらしく、ぱかりと内側から開く。

　飛び出してきたマニピュレータにジャケットを預けると、すぐにメンテナンスプログラムが開始した。〈カエアン〉の人工知能と同期し、内部の金属疲ひ労ろうやソフトウェア部分まで含ふくめて、徹てつ底てい的に現状が洗い出される。北斗の魔ま風ふうによって切り裂さかれた部分も、すぐにスペアパーツへと交こう換かんされた。

『チェックシーケンス開始。──主要コントロールシステム、オールグリーン。〈ボルト〉および〈パンツァー・アーム〉の電磁力誘ゆう導どうシステムについて微び調ちよう整せい開始。同時にマニピュレータＢを交換、アップデートされたステルスシステムに対応します』

　流りゆう暢ちように、〈カエアン〉の機械音声が流れる。

　必要な数値や映像はすぐにリコの隣のモニターに映し出され、少女は片手でいくつかの指示を打ち込んでいく。ほとんどは自動化されているので、リコ自身が行う操作は少ないのだが、それでも皆かい無むとはなっていなかった。

　そうしながら、

「ごめんなさい、お兄ちゃん」

「え？」

　不意に言われて、馳郎が目を丸くした。

「何だよ、いきなり」

「だって、リコのせいだもの」

　コンソールに触ふれてうなだれたまま、少女はきゅっと唇を嚙かんだ。

「リコが無理言って、白はく鳳ほう六ろつ家けの集会なんかに連れて行ったから……あんなことに……」

「……ああ、それか」

　その言葉に、馳郎はやっと得心がいったように微び苦く笑しようした。

「仕方ねえだろ。俺が、自分の意志で白はく翁おうを継ついだんだから」

　本音ではあった。

　白翁という、絶大なる〈力〉。世界をひっくり返すほどの権力とネットワーク。

　そんなものを相続した以上、ただ恩おん恵けいを享きよう受じゆするだけではすまないだろうとは、最初から思っていた。

　だから、妹を責めるつもりなど、欠片かけらもなかったのだ。

　柔らかな椅子の背もたれに身体からだを預けて、反動で起きあがる。

「でも……」

　と言ったリコに、馳郎は軽く肩かたをすくめた。

「いいから、お前は千円払はらえよ」

「む。身内からもお金取るの？」

　少しふざけて唇をとがらせた妹の頭を、ぽんぽんと少年は叩く。

「取るよ。仕事だからな。代わりに、絶対守ってやるから」

　優やさしく、言った。

　ぶっきらぼうではあっても、相手の芯しんに響ひびく声であった。

「……うん」

　叩かれた頭をそっと押さえて、リコはうなずいた。

「信じてる」

「だったら、いいさ」

　馳郎も、唇をほころばせた。

　頰ほおの火傷やけどの跡あとを軽く搔かいて、ごまかすように尋ねる。

「で、あの北斗ってヤツは、何が狙ねらいなんだ。単に、俺が白翁を継いだのが気にくわないのか？　あわよくば自分が跡あと目めを継ぎたいって思ってるわけ？」

「……分からない」

　リコは、正直にかぶりを振った。

「北斗とは、もっと小さい頃ころに何度か会っただけだもの。白鳳六家の当主は、みんな白翁の後こう継けい者しや候補だったし、もちろん白翁に興味はあったと思うけれど、こんな風に暴走するなんて思ってもみなかった。だいたい、お兄ちゃんを倒たおしたところで、白翁になれるわけじゃないよ」

「……ふむ」

　片目をつむり、馳郎も思案する。

　ボディガードを行う上で重要なのは、まず狙われる原因である。

　多人数の事務所や専属の護衛であれば、護衛対象と一いつ緒しよに行動するだけでも十分な抑よく制せい効果を発揮できるわけだが、馳郎みたいにほとんど個人で行動している場合、当然そこまでの効力は望めない。

　また学生でもある以上、丸一日貼はり付いているのも難しいので、むしろ原因を断たった方が話が早かったりするわけだ。

「じゃあ、あの〈おに〉っていうのは？　白鳳六家ってのはみんなあんな超ちよう能のう力りよくを持ってるわけか？」

「ううん。でも、六家の血筋には、たまに先祖返りみたいにああいう〈力〉を持ってる人が生まれるの。とりわけ強い〈力〉を持っている人は、さっきの北斗みたいに特別な角つのが生えるから、角持ちって言われてる」

「ああ。そっちは、私も聞いたことがあるな」

　これは、ナタが口を挟はさんだのだ。

「ナタが？」

「ああ、ずいぶん古い話になるがね。鬼き仙せんと〈おに〉とは結構長く争った間あいだ柄がらのはずだ。海を隔へだてているおかげで、鬼仙の戦争みたいな大規模な事態には発展しなかったそうだが、それでもかなり熾し烈れつな戦いを繰くり広げたと聞いているぞ」

「鬼仙と、戦いを……」

　それはつまり、鬼仙と同等の〈力〉を持つということか。

「ああ、ある意味では鬼仙より優すぐれてるだろうな。基本的に、鬼仙は稀まれなる資質こそ要求されるが、そこから不死に至るためには鍛たん錬れんや薬丹、他人からの矯正が欠かせん。そういう意味であれば、〈おに〉は最初から世界と乖かい離りしている。世界からズレている。この国では、まつろわぬものと呼ばれたりもするのだったか」

　まつろう。

　服従すると、おおよそはそういう意味だ。

　まつろわぬものとは、すなわち服従しないもの。単に主権や政体に逆らうのではなく、本質的に反逆を本質とするもの。

〈おに〉。

　一ヶ月前の事件を思い出し、馳郎の背中にぞくりと悪お寒かんが走った。ナタだけではなく、あの戦いで出会った蓮リヤ花ンフアも少シヤ影オインも驚きよう天てん動どう地ちの秘術を使う超ちよう人じんだった。

　そんなものと互ご角かくか──下手へたすれば上回りかねない〈おに〉に、どう対処すればいいのか。

「……あいつ、まだリコを狙うと思うか？」

「多分な。それなりに執しゆう念ねん深そうではあった」

　ナタの言葉に、馳郎がますます難しい顔で口元をおさえた。

「ナタ、お前、しばらくここにいてくれるか？」

「かまわんが、あいつがリコではなく、キミを狙う可能性もあるぞ。言っては何だが、キミひとりで相手するのはしんどいだろう」

　少女は、軽く目を細めた。

　こと戦せん闘とうにおいて、少女の評価は極きわめて正しい。それは、かつて鬼仙の兵器として幾いく度どとなく戦い、その中で養われた眼力なのだろう。

「ま、なんとかするよ」

『──メンテナンス終しゆう了りようしました』

　ちょうど機械音声が流れ、チェックポッドより排はい出しゆつされた〈カエアン〉を、ロボットから受け取る。

「おかえり、〈カエアン〉」

『別に外出していたわけではありませんが』

「いんだよ、気分なんだから。──んじゃリコ、明日また来るから」

　ジャケットを羽織り、出口へときびすを返す。

「ま、待って」

　その背中に、引き留める声がかかったのだ。

「だったら……その……お兄ちゃんも……ここに泊とまったら？」

「は!?」

　思いがけない発言に、馳郎の声が裏返った。

　馳郎だけでなく、ナタにとっても意外だったらしく、くるりと振ふり返った先でリコは恥はずかしそうに指を絡からめていた。

「ど……どうかな？　前から一緒に住もうって話してるし、兄きよう妹だいだからおかしくないと思うんだけど……」

「いやそりゃ……ほら、前から断ってるだろ。俺、自分のために白翁の遺産を使うの嫌いやだし……」

　馳郎らしい物言いではあった。

　だからこそ膨ぼう大だいな遺産を受け取りながら、いまだに数百円の買い物で逡しゆん巡じゆんしているのである。かたくなかもしれないが、それがこの少年のバランスを保たせているのだろう。

「……駄だ目め……かな……」

　ちょこん、と少女がうつむいた。

　リコにしても馳郎の気持ちは分かっているのか、それ以上の無む理り強じいはできず、白衣の太ももあたりを握にぎって黙だまり込んでしまう。

　微び妙みような空気が部屋に流れたところで、

「まあ待ちたまえ、ふたりとも」

　やんわりと、ナタが口を挟んだのだ。

「な、なんだよ」

「キミも、仕事上必要と判断すれば、白翁の財産を使うことに異論はないのだろう？　先月の事件の時にもたっぷり使い込んでたわけだし、そもそも〈カエアン〉だってそういう代しろ物ものだからな」

「まあ、それは……」

　言いよどんだ馳郎を前に、ナタはそっと白い帽ぼう子しを胸の前においた。

　片目を悪戯いたずらっぽくつむって、少女はこう付け加えたのである。

「だったら、今回の妹さんの護衛は仕事だ。護衛期間だけはここに泊まっても、キミの信条を傷つけることにはならないと思うがどうかな？」

「あ、それいい！　それ凄すごくいい！　そうしよう！」

　ひどく嬉うれしげに、リコが手を叩たたいたのだ。

　ぱっと、笑え顔がおが輝かがやいていた。まるで一輪の花が咲さいたかのようであった。

「え、でも、その……」

　何かしら抵てい抗こうしようとした馳郎の足元で、キュルンキュルンと、さきほどのポッド型ロボットたちが旋せん回かいを始めた。野球チームの優勝を祝うチームメイトのようでもあり、犯人を逃にがさぬよう押し包む警察官のようでもあった。

　がくりと、少年がうなだれる。

「……分かりました」

「ありがとう、お兄ちゃん！」

　ああ、結局のところ。

　それは馳郎にとって、反抗しまつろうがたいしかない笑顔であったのだ。




　　　　２




　それから数時間は、やたらと慌あわただしかった。

　さっき慌ててロボットに片づけさせた部屋を、今度は馳郎とナタを追い出してから、リコは念入りに掃そう除じさせていた。その成果があってか、埃ほこりひとつ落ちていない──不思議なジャングルみたいになった部屋で、馳郎は夕食やら風ふ呂ろやらを済ませていた。

（なんで、俺のパジャマが用意してあるんだ……？）

　などと首をひねりつつも、ベッドに座る。

　最上階ぶちぬきだった部屋だが、今はさきほどのロボットたちの築き上げたパーティションが視線を塞ふさいでいた。それでもいつもの馳郎の部屋の、数倍の広さはあるわけで、少年としては逆に落ち着かないぐらいだった。

　対して。

　少年の見つめていた向こう側から、ぴょこんと兎うさぎみたいなリボンが揺ゆれた。

「お兄ちゃん？」

　と、少女が顔を出したのだ。

「わっ！」

　リコであった。

　ひととおり拭ふいた髪かみを赤いリボンでまとめており、いつも白い肌はだは上気して、ほんのりと赤く染まっている。当然白衣ではなくて、未成熟な肢し体たいを覆おおっているのは、いかにも高そうなバスローブであった。

「……あ、あ、や、その、ていうか、お前も風呂入ってたの？　俺もさっきまで入ってたんだけど」

「何言ってるの？　こっちにもお風呂はあるし、下の階には専用の大浴場もあるけれど？」

「あ……そ、そうなんだ」

　こほんと咳せき払ばらいしつつ、馳郎は視線をさりげなくそむける。

　もう八年以上も続けている兄妹関係ではあるのだが、こうしたシチュエーションで話すのは初めてだった。ひとつ屋根の下で寝ねることもほとんどなかったのだから、当然ではあろう。

　やたらに緊きん張ちようして、ごくりと唾つばを吞のみ込んでしまった。

　すると、こちらの頭から爪つま先さきまでをするりと見つめて、リコがことりと首を傾かしげたのだ。

「パジャマ……〈カエアン〉の言うサイズなんだけど、大だい丈じよう夫ぶだった？」

「あ、〈カエアン〉か！　あいつ、人のプライバシーをぽろぽろ話しやがって！」

『──身体からだのサイズを知らないと、私自身の調整もできないのですが』

　後ろから、機械音声が少年の背中を叩いた。

　ジャケットは、馳郎のベッドのそばに引っかけられている。妹とジャケットの間で、おろおろとする馳郎であった。

　そして、

「ん、どうした？」

　今度は、ナタが現れたのだ。

　ちょうど頭をタオルで拭いている最中で、リコと同じバスローブを着ていた。

　もともと年ねん齢れい不ふ詳しような感じの少女であったが、そうするといつもよりぐっと大人びて見えた。幼いはずの外見と、馳郎よりも少し年上な印象とがあいまって、不思議そうにこちらを覗のぞき込んでくる。

（いい、匂におい──？）

　バスローブ姿で遠えん慮りよなくこちらに近づいてくるので、上気した肌の体温や、ほのかな石せつ鹼けんの香かおりまで感じられた。
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「あ、や、その、あれ、ば、あわわ！」

　内心そのままに、馳郎の舌までもつれだす。

　心臓どころか、顔が直接鼓こ動どうしてるみたいに熱くなっていた。きゅうっとあがってきた血圧にたえかねて、思わず片手で目のあたりを覆う。

「ん？　キミ、舌でも嚙かんだのか？　体温も高いし、いつもより氣チイが混乱してるぞ？」

「な、なんでもない！　俺も風呂に入ったところだから！」

　ぶんぶんとかぶりを振って、ついでに両手までぶんぶん振る。

　ぺたんとベッドに尻しり餅もちをついたまま、じりじりと逃げるように退いていく。見み栄えも外聞もあったものではなく、さながら尺取り虫のようなみっともない姿そのままに、とにかく必死の形相でベッドの後方に籠ろう城じようする。

「そ、それより、ナタは風呂大だい丈じよう夫ぶだった？」

「うむ。心から堪たん能のうしたぞ。というか、部屋に風呂がついてるものなのだな」

　感心したように、顎あごもとに指をおいてナタがうなずいた。

　馳郎の事務所がある〈たまゆら荘そう〉には、大家の部屋など一部にしか風呂がついてなく、ナタと馳郎は近場の銭湯に通っている次し第だいだ。だからナタにしてみれば、住居に風呂がついてるだけで十分驚きよう異い的で、三つあるとかどうとかはもはや理解の外なのだろう。

「そ、そうか。それは良かった。うん、素す晴ばらしく良かった、うん」

「……キミ、本当に大丈夫か？」

「な、ナタ──」

　距きよ離りが開いた分だけ、ナタが詰つめてきた。

（っ──！）

　白いバスローブから、綺き麗れいな首筋と胸むな元もとが覗いた。

　ベッドに片足を乗せて、そこからちらりと覗いた太ももがまた悩なやましい。片かた膝ひざで乗ったせいで姿勢が前まえ屈かがみになっている上、両手までついたものだから、ますます際きわどいポーズへとなってしまう。

　だけど、

「たいした怪け我がはないと思っていたが、北斗との戦いで頭でも打ったか？　打ち身は結構後々まで響ひびくものだぞ。また人に黙って、勝手に我が慢まんしたりしてないだろうな？」

「…………」




　──困った。




　艶なまめかしい姿態も忘れて、馳郎は少女の顔に見入った。

　本当に、本当に、ナタが心配そうだったからだ。

　ことさら表情を歪ゆがめたり、目め尻じりに涙なみだがたまったりしてるわけじゃないのに──まるで百年も孤こ独どくだったかのような──不安ではちきれそうな顔をしていた。

　その素す顔がおに心を奪うばわれて、馳郎は動くことができなくなっていたのだ。

「……馳郎」

　少女が、手を伸のばした。

「知ってるか？　私は、君が傷つくのは嫌なんだぞ」

　そっ、と白い指がこちらの頰ほおに触ふれる。

　甘い香りがした。

　風呂上がりで上気していて、柔やわらかくて、とても優やさしい指であった。

　その触れ方だけで、相手がこちらをどれほど大切に思ってくれているか、分かってしまいそうだった。

　だから、

「──ばぁか。大丈夫に決まってるだろ」

　苦く笑しようして、その手を握にぎろうとした。

　何度か躊ちゆう躇ちよしてしまった。引っ込めた指先をありったけの勇気で戻もどして、触れるか触れないかぐらいに、手のひらで覆った。

　ふたりとも、それ以上は喋しやべらなかった。指と指とを触れ合わせたまま、その温度で語り合ってるかのようだった。どくんどくんと、心臓がまた高鳴りだすのを──胸の中の何かが溢あふれてしまいそうになるのを──相手の体温で我慢してるみたいだった。

　時間が止まったかとさえ、思えた。

　が、




「お兄ちゃん、ナタさん」




　こほん、と咳払いがあったのだ。

　びくんっ、とふたりともがベッドから跳はね上がった。凄すさまじい勢いで距離を取り、かたや馳郎は毛布を引き寄せ、ナタは自分のバスローブの襟えり元もとを持ち上げて顔の下半分を隠かくした。

「あ、いや、リコ──」

「ち、違ちがう！　今のはちょっと油断しただけで──」

　それぞれの防ぼう御ぎよ態勢で口にするのに、妹は小さく唇くちびるをとがらせた。

「別にいいんだけれど、一応ここ、妹の家だってのを思い出してもらえると嬉うれしいかな？　かな？」

「お、覚えてるよ！　大丈夫とにかく大丈夫絶対大丈夫」

　ひたすら大丈夫を連発し、馳郎がばばばっと毛布をかぶる。

「じゃあ、ふたりともおやすみ！」

　逃にげるように、馳郎は叫さけんでいた。

　自分の家では考えられない、ほとんど天国みたいな柔らかさの毛布が、自分の顔にかぶさる。そんな柔らかさと温かさをもってしても、まったく眠ねむ気けはやってきそうになかったが、ひとまず逃げ場所を確保することはできた。

「…………」

　ばくばくと今にも破は裂れつしそうな心臓をこらえて、必死に目をつむる。

　少し、して。

「……おやすみなさい、お兄ちゃん」

　囁ささやくように、少女の声が聞こえた。

　ひどく昔にも、何度か聞かされたような、柔らかな声こわ音ね。

　朝まで鳴りやまないんじゃないかと思われた少年の鼓動が、それでゆっくりおさまっていった。

　まるで、魔ま法ほうのようだった。

　今度こそ、少年の意識は──すうっと閉とざされていったのだった。




　　　　＊




「……お兄ちゃん、もう寝たかな？」

　パーティションの向こう側で、少女はことりと首を傾げた。

　こちらは折り重なったクッションに埋うもれるようにして、上質のシーツを身体にかぶっている。つまるところ、漫まん画がとアニメ柄がらの抱だき枕まくらを除けば、最初に部屋に入ったときのままの状態だ。

　ベッドよりもこの方が寝やすいからというのはリコの弁で、ナタもそれでいいと言ったため、ふたりともがすぐ近くで横になっていた。

「う、うむ。氣チイの様子からすると、そうだろう。あれが瞑めい想そうやらで誤ご魔ま化かせるほど器用とは思えんし。……もっとも、眠ねむり自体は浅そうだが」

　リコの疑問に答えて、ナタがそっと顔に手をあてる。

　まだ、ほんの少し、いつもより熱かった。

　体温や新しん陳ちん代たい謝しやをはじめとする肉体操作は、鬼き仙せんとしては当たり前の技術なのだが、急にその基本を忘れてしまったようだった。蛙かえるが溺おぼれてしまったような気分でもあった。

　指先に、さきほどの馳郎の頰の感かん触しよくが残ってるからだろうか。

　向こうも風呂あがりだから温かくて、柔らかかった。こちらの手を握り返してくれたのも、なぜだか妙みように嬉しかった。何度も不器用に躊躇して、それでも優しく触れてくれたことが、ひどくあの少年らしく思えて、愛いとおしかった。

　深呼吸する。

「ナタさんは、どうしてお兄ちゃんと一いつ緒しよにいるの？」

　いきなり、呼吸が崩くずれた。

「ど、どうしても何も、わ、私は彼の助手だし、助けられた経けい緯いもあったから」

「ふうん」

　リコが、ことりと転がってこちらを向く。

　少女のくりくりした瞳ひとみは、柔らかな夜光を受けて、猫ねこみたいにきらめいていた。

「ね。じゃあ、この部屋は、ナタさんから見てどう？」

「部屋、か？」

　少女は恥はずかしそうにクッションを口元まで引き上げたまま、天てん井じようを仰あおいだ。

　広い天窓からは、星が見えた。

「ああ、ここは落ち着くな。昔暮らしていた草原みたいに星が近い。馳郎のところとは違う意味でだけど、私は気に入ったよ」

「良かった」

　素す直なおに、リコが笑う。

　天窓は驚おどろくほど広く、夜空は透すき通って、本当に星が摑つかめてしまいそうだった。

　何度か手を伸ばして、やっぱり触さわれないなと確かめるようにしてから、ナタはもう一度口を開いた。

「キミは、この部屋にひとりで住んでるのか？」

「たまに、薄うす墨ずみさんに来てもらってるけれど、基本的にはひとりかな」

　リコの答えに、片かた眉まゆをあげる。

「薄墨？　白鳳六家に同じ名前があったが」

「うん。そこの家の人。あそこの家だけは、リコに協力的だから」

「なるほど。確かに協力者もいないと、管理も難しいだろうからな」

　納なつ得とくして、ナタはまぶたを閉じる。

　それから、

「馳郎もそうだけど、キミも十分に不思議な人だな」

「不思議？」

「ああ。あれをティルトローターとやらで連れていくときはあんなに力ずくだったのに、どうして一緒に泊とまるとなると、そんなにも慎しん重ちようになるんだ？」

「……リコも、分からない」

　抱き枕をぎゅっとしたまま、少女は答えた。

　カバーこそさきほどより穏おん当とうだが、やはりアニメ調の女の子のものだった。どうも真夏をイメージしたものらしく、コケティッシュな魅み力りよくの少女が水着姿でこちらを見つめている、といった構図である。

　その絵を横目に眺ながめて、

「可愛かわいい絵だな」

「でしょ！　でしょ！」

　これはシーツから身を乗り出すようにして、少女は顔を輝かがやかせたのだ。

「前期までやってたアニメのヒロインで！　ツインテールで魔法少女なのがすっごく萌もえなのに、原作だとサブキャラの扱あつかいだったんだけれど、第二期アニメで担当回つくられてメイン級になったの！　すっごくいい改変だと思うのに、そこのところ分からないアンチがしょっちゅうネットでぐだぐだ言ってて、でもそんなのこの可愛さの前にはもうほんっとに無意味無価値！　今回の抱き枕カバーはブルーレイのおまけだったんだけど、もう予約開始と同時にクリックしまくっちゃった！　後、タオルとマウスパッドとＴシャツとトートバッグと膝ひざ掛かけ！　フィギュアもひとそろい業者に注文済み！」

「そ……そうなのか」

　いろいろ専門用語があったため、ナタはぱしぱしと瞬まばたきする。

「あ……と、ごめん。分からなかったよね？」

「や、まあ全部は分からなかったが」

　真しん剣けんな表情で、ナタは思案する。

　数秒ほどで、ひとつうなずいて口を開いた。

「それでも、可愛いのはいいことだと思う」

「うん、可愛いって正義！　可愛いものって、それだけで夢があるもの。たとえ現実に触れられなくても、本当に話すことはできなくても、すぐそばに可愛いモノがいてくれるのって、それだけで救われると思う」

「それは分かる。星や月と同じだものな」

　抱き枕にひっついた少女と、少女の見つめる天窓とを、ナタは見比べた。

　視線の延長上に、綺き麗れいな月がかかっていた。

　ちょうど満月だった。

　まったき銀ぎん盆ぼんには、リコとどこか似たウサギが餅もちをついている。餅つきのたびぱたんぱたんとしっぽを振ふり回しているようなウサギの姿は、なんとなく目の前の少女と印象が似通っていた。

「ナタさんは……日本に来る前、どんなところにいたの？」

　少し眠そうに、リコが訊きいた。

「鬼仙にされる前かな？　それともされた後？」

「される前……かな？」

「だったら、草原だよ」

　ナタの声音が、ほんの少しだけ深みを増した。

「どこまでも広くて、どこまでも空の高い場所。夕日を追いかければ本当に追いつけるんじゃないかと思うぐらいの場所。あの草原を馬で駆かけ抜ぬけて、思い切り息を吸い込むたび、生きている実感を覚えたよ」

　ナタの言葉は、その草原を渡わたる風のようだった。

　話を聞くリコは、風にそよぐ草の音を聞いた。蒼そう穹きゆうを飛び去っていく鳥の群れを見て、馬の蹄ひづめが掘ほった土の匂においを嗅かいだ。

「……そっか。なんか分かるなあ」

　だから、この人にはこんなに太陽が似合うのだろうと、リコは思った。

　吸きゆう血けつ鬼きなのに。

「……リコは、小さな施し設せつだったよ」

　ぼんやりと、呟つぶやいた。

「施設？」

「この国では、親のいない子を預かる施設があるの。リコはそういう施設で育って、うまく馴な染じめなくて、いつも数字ばっかり眺めてたよ。どんなモノにだって数字は付いていたし、退たい屈くつすることなんて一度もなかった」

　少女は、そっと目を細める。

「だから、リコの友達はずっと数字だった。──前の白翁様が迎むかえに来てくれるまで」

　今も、周囲のモニターには時々数字が明めい滅めつしていた。

　リコが白翁の資産やネットワークを管理するための数字であった。それらが変動するたびに、逐ちく一いちモニターへ暗号みたいに表示されるのだ。そうした数字や数式の塊かたまりが、彼女にとってはどんな絵画よりも鮮あざやかで、どんな音楽よりも豊かなのだった。

「キミにとって、前の白翁は大事な人だったのだな」

「うん、お兄ちゃんも紹しよう介かいしてくれたもん。いなくなったのは凄すごく悲しくて……だけど、お兄ちゃんがいてくれたから、リコは今までちゃんとリコでいられた」

　パジャマの胸に手を置いて、リコが言う。

「だから今は、すごく気になることがあるの」

「気になること？」

　ナタが眉をひそめると、少女は少し考えるように唇くちびるに人さし指をおいて、それからこう口にしたのである。




「……ナタさんは、お兄ちゃんをどう思ってるの？」




「え」

　不意に、ナタが動きをとめた。

　それは見事なまでに、思考も神経も停止した。

　さきほど、どうして一緒にいるのかと言われたときは、助手だからと答えた。今度も同じ答えでいいはずだった。

　だけど、そうナタは答えられなかった。

　どうして一緒にいるのかと、どう思っているのかの、違ちがい。

「あ、え、その、それは」

　ついさっきの馳郎みたいに、思考が言葉にならない。

　雲をつかむかのようだ。

　自分自身が突とつ然ぜん遠い存在に変わったみたい。自分の足元が急に定まらなくなって、そこに落ちていく錯さつ覚かく。心臓ばかりがばくばくと鳴って、急にただの人間に戻もどってしまったようにさえ思えた。

　それでも、

「……私、は」

　何かしらを、ナタが言いかけたときだった。

　必死で決心を固めようとするような少女の瞳が、すぐ隣となりの相手を見て揺ゆれたのだ。

「寝ねた……のか？」

　クッションとシーツに埋うもれて、リコはすうすうと寝ね息いきをたてていたのである。

　いかにも気持ちよさそうな赤いリボンの少女を見下ろして、

「寝顔は似てるな」

　と、ナタは微び苦く笑しようした。

　それから、優やさしくため息をついた。

「キミたち兄きよう妹だいは本当に……私を想像もしなかった気持ちにさせるのだな」




　　　　３




　翌朝、鼻び孔こうにしのびいる香こう気きで馳郎は目を覚ました。

　胃を刺し激げきする、ひどく良い匂いだった。

　もごもごと布団から抜け出て、着き替がえた上から〈カエアン〉を纏まとい、パーティションの向こうへ眠ねむ気けの抜けきってない顔を出す。

　眠気は、綺麗に弾はじけ飛んだ。

「──朝からどうかと思うんだけど、ちょっとだけニンニクいれた方がお兄ちゃんは好みみたい。リコはあまり好きじゃないから、後から焦こがしバターを混ぜて調節してるの」

「おお、なるほど。あれで馳郎は細こま々ごました味にうるさいからな」

「でしょでしょ？　不満があったら自分でつくりなおしちゃうもんね。本人は、わざわざ他人にやってもらうのも悪いし……ぐらいのつもりなんだろうけれど、あれって不味まずいって言われるより、ショックだったりするもの」

「ああ、それは理解できる。彼はもう少し他人に任せることを覚えるべきだ」

「ねえー！」

　ころころと笑いながら、リコの手でフライパンがくるりと回った。

　黄金色の卵がひっくりかえって、綺麗なプレーンオムレツを形成する。斜ななめに差す朝日もあいまって、まるでサーカスみたいな一回転だった。

「……リコ？　ナタ？」

　きょとんと、馳郎は目を丸くした。

　昨夜には観葉植物ぐらいしかなかった場所に、突然キッチンができてるのもそうだが、馳郎が驚きよう愕がくしたのはそのキッチンで、ふたりの少女が並んで料理をしていることだったのだ。

　リコがにこにことフライパンや包丁を操あやつり、ナタはそれを手伝いながら、いちいち少女の言葉にうなずいている。

　傍はたから見れば、実の姉妹もかくやという仲の良さである。

「あ、おはようお兄ちゃん！」

「おお。おはよう馳郎」

　振り返ったタイミングまで同じ。

　おかげで、

「……どうしたの、お前ら？」

　と、馳郎が問いただしてしまうほどだった。

　対して、

「なんでもないよ！」

「なんでもないとも」

　ふたりとも、そっくりの顔でうなずいたものであった。

　そのまま、朝食は和なごやかに過ぎていく。ふたりの手がかかった朝食のラインナップは、あっさりしながらも十分な量と種類を誇ほこっていた。

　さきほどのプレーンオムレツを中心に、新しん鮮せんなサラダとドレッシング、焼きたてのパンに手作りと思おぼしいいちごのジャム。手元にはたっぷり入ったミルクと色とりどりのフルーツ、これだけはナタがいれたらしい蓋がい碗わんの中国茶が揃そろっている。

　いつも食事は馳郎の分担だったりするので、あまりの満足度に目がくらむほどであった。

　昨日のポッド型ロボットが食器などを回収していったところで、口を拭ふいたナタが少女の隣に立って宣言した。

「さて、今日のボディガードは私がしよう」

「ふへふえ？　ふぁふぁナタが？」

　最後のパンにかじりついたまま、馳郎が顔をあげる。

「だって、そうだろう。リコが女子校通いである以上、キミがずっと一いつ緒しよにいては誤ご魔ま化かしもきくまい。それとも、女装でもするつもりだったのか」

「あ……」

「まあキミの場合、素地は悪くないし、それほど悪い提案ではなさそうだがね」

　ぽかんと口を開いた馳郎に、ナタは小さく唇をほころばせる。

「リコはいつも通学してるわけでもないけれど、こういう状じよう況きようだとかえって人のいるところにいた方が安全かなと思って」

　ついで、リコも言葉を添そえる。

「……わ、分かった」

　思いがけなかった流れに、馳郎は瞬まばたきしながら同意した。

「まあ、こちらは任せておきたまえ」

　白い帽ぼう子しを手にとって、ナタは片目をつむる。

　それから、これは少し抑おさえた声で、少年へ忠告したのだ。

「ただ、キミはキミで十分に気をつかってくれよ」

「分かってるよ」

　馳郎も、低い声で応こたえた。

　微苦笑して、軽く拳こぶしを持ち上げる。

「頼たのむぞ、助手」

「もちろんだとも、雇やとい主」

　こつん、と少女と少年が、互たがいの拳を打ち合わせた。

「…………」

　そんなふたりを、どこかうらやましそうに、リコは見つめていたのだった。




　　　　＊




　──そして。




　──あるいは、予想通りに。

　──あるいは、想像よりもずっと早く。




　敵は、その日の内に現れた。
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　市立黄坂高校・二年Ｂ組。

　昼休みの教室で、馳郎はあくびを嚙かみ殺していた。

　窓から斜めにさす春の日差しも、少年の眠気を追い払はらうには足りず、むしろあくびの回数を増やす一方だ。昨日の今日で緊きん張ちよう感かんの足りない態度かもしれないが、馳郎にしてみれば睡すい眠みん不足はいかんともしがたく、抵てい抗こうするための気力もうららかな陽気に溶とけていくばかりだ。

（……ちっと寝が浅かったよなあ）

　一応眠ねむってはいたのだが、どうにも隣が気になったのは大きい。

　そんな自分に、きっとナタは気づいてたろうと推測できるのが、なおさら気き恥はずかしい。少女の優すぐれた五感からすれば、少年の状態など我がことのようにたやすく把は握あくできたはずだった。

「…………っ」

　顔が、熱くなる。

　明らかに自意識過か剰じようだと思うのだけど、考えてしまうのはどうしようもない。

　だって、瞼まぶたには少女の面おも影かげが映っている。

　いつも白い帽子とワンピースを纏まとった、太陽の似合う吸きゆう血けつ鬼き。大陸の鬼き仙せんたちがつくりあげた最終兵器。

　そんな言葉とは無関係に、少年は瞼の面影に惹ひきつけられた。

　ナタという少女の、表情。

　独特な口調からは、感情表現が不得意とも思えるのに、意外なほどあの少女は表情豊かだった。笑うときも怒おこるときも泣くときも悲しむときも、誰だれより一いち途ずで一いつ生しよう懸けん命めいだった。

　そのひとつひとつに、時々、胸のあたりがむずがゆくなる。

　ひどく、複雑な感じだった。

　ずっと無視していなければいけないような、早くその底を覗のぞかなければならないような──とても大切なことを置き忘れてるような、そんな気持ち。

「ああ、もう」

　ぴしゃり、と頰ほおを叩たたく。

　考えるべきは、そうじゃない。

　今は、自分と自分の大切な者に迫せまっている危機を、検討すべきだろう。

（……空北斗、か）

　二本の角つのを生やした、学生服の少年。

　自分とさして年の変わらぬだろう相手が、振ふるった異能の数々。無論ナタや、以前に争った鬼仙もそうなのだが、あの少年にはなぜだかより差し迫った──より身近な恐怖を、馳郎は覚えていた。

　……〈おに〉。

　日本に古来より伝わる伝説や、あの少年の姿がそう思わせるのだろうか。

　そのときだった。

「んん!?　どうしたのかな、戌いぬ見み後こう輩はい！」

　ほとんどタイムラグなしに、少年の背中側から、ずいと人ひと影かげが首を伸のばしたのだ。

　髪かみはばっさりと切ったショートカット。いまどき体操服とブルマで、くっきりと身体からだの線が浮うかび上がっている。起き伏ふくのバランスがよい健康的なスタイルの少女は、興味深そうにくりくりとした瞳ひとみを輝かがやかせている。

「手て鞠まり先せん輩ぱい」

「やあ戌見後輩！　何かしらさっきの横顔は詩的で憂ゆう鬱うつな感じだったぞ！　惜おしい、カメラさえあれば、バシバシ撮とりまくったものを！」

　指を四角に組み合わせ、少女がいかにも残念そうにかぶりを振る。

　生徒会庶しよ務む・手て鞠まり朝あさ葉ばである。

　芝しば居いがかったというか、存在そのものが冗じよう談だんみたいな相手なのだが、その仕草に嫌いやな予感を覚えて馳郎は口を開いた。

「え……と、それ、ひょっとして今の先輩の趣しゆ味みですか？」

「ふっふふふふふ！　よっくぞ訊きいてくれた！　やっぱり青春といえばカメラだろうレンズだろうフォーカスだろう！　デジカメもよしアナログもよし、ビューファインダーも一眼レフも二眼レフも平等に愛そう！　暑苦しい暗室で銀塩と現像液に戯たわむれるのも、クーラーの効いた部屋で無ぶ愛あい想そうなプリンターとインクにうつつを抜ぬかすのも素す晴ばらしい！　ああ、生徒会の私たちにとっては、青春の一いつ瞬しゆん一いつ瞬しゆんをただひたすら写真に閉じこめることこそ、与あたえられた使命と呼んでもいいのではないか！」

　なんとも悩なやましげに両手を豊かな胸において、少女は恍こう惚こつと告白する。

　おそるおそる、馳郎が手を上げた。

「あの、特とく撮さつの後はまってたコスプレは、もう飽あきたんですか？」

「飽きたとは聞こえが悪いな！　人にコスプレさせるからこそカメラが必要と気づいたんじゃないか！　だいたい特撮だって八割方はマラソンしたとも！　一部映画や児童誌のおまけＤＶＤまではコンプリートしてないのだが、『キバ』まではすべて観みた！　そしてああ、なぜ『真・仮面ライダー』は序章より先がないのだと涙なみだぐんでいた私の前に、コスプレという天てん啓けいが、そしてカメラという神が舞まい降りたのさ！」

「……そ、そうですか」

「といっても、実は昨日燃え上がって通つう販はんでポチったところなのでね！　まだカメラに触ふれたこともないぞ！」

「ちょ！　手鞠先輩!?　じゃあさっきの演説は！」

「もちろん、すべて徹てつ夜やで見たサイトの受け売りだ！　いやあ届くのが楽しみだなあ！」

　豊かな胸を張って、堂々と受け売りを宣言する少女である。

　潔いさぎよいとは、言えるかもしれない。

　これで成績は良く、大学は推すい薦せん入学が確実視されてるらしいから、きっと卒業までこんなやりとりは続くことだろう。

「は、早く届くといいですね……」

　かろうじてそれだけを口にすると、手鞠はうんうんとうなずいた。

「で、今日はもうひとつ用事があってな」

「もうひとつ？」

「うん。ちょうど今日転校生がやってきて、戌見後輩に会いたいというので連れてきたんだ。まあ、案内も生徒会の仕事ではあるしな。なんで戌見後輩なのかはよく分からんかったのだが……」

　困こん惑わくした顔で、少女が言う。

　しかし、その内容とは別の悪お寒かんが、馳郎の背中を貫つらぬいた。

「…………っ[image: !!!]」

　まさしく、貫いたのだ。

　黄坂高校のものとは異なる──やたらに黒の強調された制服だった。古風なつくりの詰つめ襟えりまでぴしりと閉め、驚おどろくほど洗練された人影が、教室の入り口に現れていた。

　瞳は、確かに笑っていた。

　まるで、獲え物ものを見つけた獣けもののように。

　硬こう直ちよくしたままの馳郎に、つかつかと歩み寄り、




「──転校生の、空北斗といいます。どうぞよろしく戌見先輩」




　そう言って、先ほどまで馳郎の脳のう裏りを占しめていた少年は、さっと一礼したのであった。

「お、前……っ」

　絶句した馳郎と少年に、きょろきょろと手鞠が視線を往復させる。

「ん、どしたの？　なんか顔色悪くない？」

「…………」

　言われても、馳郎は動けない。

　動けるはずもない。

　相手は指も動かさず、屋や敷しきひとつを切り刻んだバケモノだ。下手へたに対処すれば、クラスがまるごと切り裂さかれかねない。いいや、クラスどころか、本気になればこの学校全体をあの屋敷のようにできるのではないか。

　自分自身が狙ねらわれることは考えていても、よもや学校へ直接乗り込んでくるとは、馳郎の想像の外だったのだ。

　緊きん張ちようと冷や汗あせとでがんじがらめになった耳元へ、すっと少年の唇くちびるが近づいた。

「……場所を変えましょうか」

　と、北斗が耳打ちしたのである。

「ええ、何何!?　ちょっといきなり顔を接近とか、妖あやしすぎないかな後輩ふたり！」

「なんでもないですよ」

　実に無む邪じや気きな顔で、少年は笑って見せた。

「ただ、戌見先輩はここに来る前から知り合いだったもので。学校を案内してくれるというからご厚こう意いに甘えようかと」

「ほう、そうなのか！　いやあ戌見後輩のコネクションは謎なぞばかりだなあ！」

　感心したように、手鞠が目を開く。

　もっとも、馳郎の方はそれどころではなかった。

「……どうする、気だ」

　かろうじて、絞しぼり出すように口にする。

　対して、

「──とりあえず、ふたりきりになれそうな場所へ案内してくださいよ。先輩」

　空北斗は、悪戯いたずらっぽく答えたのであった。
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　屋上には、五月らしい光が満ちていた。

　もうじき始まる体育祭に備えて、運動場からは騒さわがしい掛かけ声が聞こえてくる。わざわざ昼休みまで学校行事の練習に費ついやすのは、一部の熱心な運動系部活に限られるが、それだけにひとりずつの声は爽さわやかで、空の向こうまで突つき抜ぬけるようだった。

　北ほく斗ともまた、気持ちよさそうに空を仰あおいでいた。

　凜りんとした立ち姿は、自らの姓せいと同じその色に、吸い込まれてしまいそうであった。

　やがて、空から視線を移す。

「どうしたんですか、先輩？　ずっと黙だまりっぱなしですけど」

　振ふり向いたその先に、馳はせ郎ろうが立っていたのだ。

　ぎゅっと唇くちびるをへの字にして、少年はぶっきらぼうに答える。

「なんで、お前がここに来た。つか、転校生ってどういうこった」

「ああ、そんなことか。──困ったな。これぐらいは予期してると思ってたのに」

　北斗は、軽く学生服の肩かたをすくめる。

「君、仮にも白はく翁おうの遺産を受け継ついだんでしょう？　空うつほはそれほどの権力を持ってるわけじゃないけれど、この程度の横車は造作もないよ」

　横車。

　学校の運営へ直接働きかけたということ。

　確かに、そういう使い方もあるのだろう。馳郎には予想外だった事こと柄がらも、向こうには常じよう套とう手しゆ段だんだっただけのこと。彼らが権力を使うということは、何ら特別なことではなく、手足を動かすような行こう為いに過ぎない。

「君に近づくのに、これが手っ取り早いと思った。学校っていうのは閉へい鎖さ空間だからね。お互たがい、いろいろ立場を切り離はなして、率そつ直ちよくな話ができる」

「率直な話？」

「ああ、簡単だよ」

　北斗が、そっと指を開く。

　そこに、しゅる、と何かが渦うず巻まいた。

　少年の手のひらで、薄うすく塵ちりを含ふくんだ気流が、超ちよう小こ型がたの台風のようにぐるぐると円を描えがいていたのだ。塵を含ませて視覚化したのは、北斗がわざとやっていることだろう。

　その小さな竜たつ巻まきを玩具おもちやのように弄いじりながら、北斗は馳郎を見み据すえる。

「ひとつ、相談があるんだ」

「へえ、なんだよ」

　馳郎も、挑ちよう戦せん的に見返した。

　相打つ視線はしかし火花を散らさず、そよ風のように笑って北斗は言う。

「君は、もともと白翁を継ぐことをずっと断ことわってきたんだって？」

「……ああ」

　それはもう、八年も前の事件だ。

　先代白翁と馳郎とがある賭かけを行い、結果として白翁の全財産が馳郎に相続されることになった出来事。

　馳郎はずっと、その相続を断ってきた。

　受け取る理由などなかったからだ。

　昨日のリコとの一幕と同様、馳郎は過か剰じような施ほどこしなど好まない。賭けにしたところで、そんな膨ぼう大だいな金銭がかかっていることなど、露つゆほども知らなかったからこその遊びのようなものだ。だからこそ八年もの間、わずかな例外を除いて、白翁の財産には触ふれぬままで通した。

　──ナタと、会うまで。

　彼女に会ったことで、その悲劇に触れたことで、馳郎にはどうしても〈力〉が必要になった。だからこそ自らの誇ほこりを曲げても、少年は白翁を継ぐことにした。

　それが、一ヶ月前のあらまし。

　戌いぬ見み馳郎という少年が、王の証レガリアを手にした理由。

「ねえ」

　と、北斗は囁ささやく。

「正直なところ、持て余してるんだろう？」

　かすかに蒼あおい瞳ひとみは、馳郎の内側までも映すよう。

　少年の心中に立つほんの小さな波も見み逃のがすまいと、瞳はひどく底冷えていた。

「……だったら、なんだ」

　訊きき返した馳郎に、北斗は問う。




「僕にその王の証レガリアを譲ゆずってくれないか？」




「断る」

「えらい即そつ決けつだなあ」

　困ったように、北斗が苦く笑しようした。

　馳郎は、ただ静かに言う。

「受け入れる必要がねえ。確かに、あのおっさんの遺産は持て余してるよ。俺みたいな庶しよ民みんにゃあんな金どうしたらいいか分かりゃしないし、分からなくてもお前みたいな面めん倒どうはやってくる。別段、お前が最後ってわけでもないだろうさ」

　ひとつひとつ、少年は言葉を紡つむぐ。

　この少年には珍めずらしい、静かな言葉であった。

　ぐつぐつと煮にえる怒いかりを、腹の底に溜ため込むかのようでもあった。

「それでも、受け継ぐと決めた。一度でもその〈力〉を借りた。だったら、俺にはあの遺産に対する義務がある。あのおっさんに対する責任がある。ろくに知りもしない他人に、ほいほいくれてやるつもりはねえ」

「きっぱりしてるなあ」

　北斗が、片目をつむる。

「そういえば君は、先代の白翁とは接せつ触しよくがあったんだっけ」

「……お前はないのか？」

「ないよ？　先代はいろいろ秘密主義だったみたいでね。直接会った人はほとんどいないんだよ。そうでなくても、僕はまだ六ろつ家け会議に出席を許されないぐらいの子供だったし」

　それはそれで当然だろう。

　馳郎の後こう輩はいとして転校してきた以上、北斗の年ねん齢れいは十五、六──八年前当時は七、八歳だったはずだ。大人の会合に混じるような年ではあるまい。

「まあ、それなりの決意はあると。困ったな。正直、あの場では管財人も鬼き仙せん兵器もいるし、退ひくに退けなくて意地になってるだけかと思ってた」

「だったら、なんだよ」

「……だって、話し合いで終わらないなら、古今東西後の相場は決まってる」

　だらりと、少年が手を下ろす。

　そこにあった竜巻は搔かき消え、小さく北斗はため息をついた。

　ひどく残念そうな姿に、一いつ瞬しゆん馳郎もひきずられそうになって、直後北斗は続く言葉を口にした。




「力ずくしか、ないだろう？」




　空気が、震ふるえた。

　先の竜巻のように、塵を含んだ半はん透とう明めいの気流ではない。

　正しよう真しん正しよう銘めい不可視の風圧が馳郎の背後から襲おそいかかったのだ。昨日見せた風ふう刃じんとは異なり──骨まで断たつ切れ味の代わりに、ロケット砲ほうのごときベク威トル量力を付ふ与よされた、巨きよ大だいな風の戦せん槌つい！

　ごっ、と衝しよう撃げきが校舎を揺ゆるがした。

　屋上の柵さくがひしがれ、タイルがクレーター状に吹ふき飛ばされる。

　旋せん回かいする破は片へんや粉ふん塵じんが破は裂れつした風船のように広がっていき、気流に守られた北斗だけを避よけていった。

「ほら終わり」

　少年は、つまらなそうにかぶりを振った。

「だいたい君、今は制服だったろう。あのおかしな喋しやべる服もなしに、どうやって対たい抗こうするつもりだったんだか」

　そんな風に言って、馳郎の倒たおれた付近へ視線を落とす。

　手加減はしたが、骨の二、三本は折れているだろう。お互いの、立場の違ちがいを思い知らせるにはちょうどいいぐらいの傷だと、北斗は判断していた。

　粉塵が晴れていく。

　少年の柳りゆう眉びが、かすかに寄った。

「──どこ、見てんだよっ！」

　次の瞬しゆん間かん、すぐ斜ななめ後ろから、回し蹴げりが放たれたのだ。

「っ！」

　すんでで、北斗が背をそらす。

　顔面をとらえていた回し蹴りは虚こ空くうを切り、姿勢を崩くずした北斗はそのまま風に支えられて、不自然な体勢のまま屋上の床ゆかを滑すべった。

　しかし、今度は馳郎が逃にがさなかったのだ。

　学生服の背中から、しゅるりと二本の仕掛マニピけ腕ユレータが伸のびる。その腕がぐるりと円を描えがき、着地と同時に遠心力でバランスを整えた馳郎は、一筋の矢のごとく北斗を追った。

「待ちやがれ、この！」

『自律オート起動・ブート。捕ほ獲かくプログラム０２──〈ネット〉』

　馳郎が手を伸ばし、その袖そでが変化した。

　あたかもアメリカンコミックのヒーローのように、服の袖は粘ねん性せいの網あみを射出し、北斗の足を搦からめ捕とったのだ。

「ちぎれ！」

　風の刃やいばが、その網を断つ。

　解き放たれた北斗は、斜めに傾かしいだまま空中へ浮ふ遊ゆうし、やっとのことで馳郎の姿を見下ろした。

　もっとも、それでも驚きよう愕がくはさめやらず、少年は問うた。

「君、その服は……」

『要リク請エス起ト・動ブート。偽ぎ装そうプログラム０２──〈カメレオン〉解除』

　機械音声が、それに答える。

　次の瞬間、馳郎の学生服は裏返った。

　じゅっと電流が走った先から、形状どころか表面の色や材質までも移り変わり、いつものスポーツジャケットへと戻もどっていたのだ。

『失礼ながら、マスターのＴＰＯに合わせて外見ぐらいはいかようにも変えられますので』
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　実に紳しん士し然とした人工知能ではあった。

「……なるほど。これはやられた」

　北斗も苦笑した。

「君も、思ったより腹が据すわってる。さすがに、あの管財人がお兄さんとして慕したうだけのことはあるか」

「勝手に、人の妹を持ち出すな」

　嚙かみつくように、馳郎が口を開く。

　そんなところで、妹の名前を引き合いに出されるのは胸むな糞くそ悪わるかったからだ。

　ゆるりと、北斗は肩かたをすくめた。

「彼女の能力ばかりは、六家のうるさがたも認めてるのだけどね。──ああいう〈おに〉は、歴史的にも例がない」

「……は？　〈おに〉？　そりゃお前のことだろ」

「……おや」

　北斗の声が、一瞬止まった。

「なるほど。本当に君はこの世界について無知なんだ。それが現代の白翁だっていうのも皮肉な話だね」

　少しの間、北斗は少年を見下ろし、目を細めた。

　それから、

「そろそろ面倒になってきた」

　しゅるる、と音をたてて、気流が集つどう。

　これまでと違い、幾いく層にも亘わたって展開する鋭するどい気流を、馳郎は直感した。どれひとつとして目には見えないのに、いくつもの首をもたげた大蛇おろちのごとき殺気イメージが、少年の脳のう裏りには浮うかび上がっていた。

「──空うつほの七式・七つ鎌がま」

　静かに、北斗は告げた。

「とりあえず、喋る口さえ残れば結構です。後は腕なり足なりちぎりとってから考えましょう」

　ひんやりと、冷気さえ感じさせる声こわ音ね。

　まるで刃は物ものでも突つきつけられているように、馳郎の心臓には鋭い痛みが走った。けして単なる錯さつ覚かくではない証しよう拠こに、びりびりとした痺しびれが指先までも伝わっていった。

　それだけではない。

　北斗の額に、半透明のカタチが盛り上がっていったのだ。

　二本の角つのが。

（……角……？）

　屋や敷しきのときもそうだった。

　彼が〈おに〉というのなら、その角こそ北斗の『ちから』の源なのか。

　ならば、これが北斗の本気ということか。

「…………っ！」

　気け圧おされる。

　双そう角かくが生じた瞬間、北斗の身体からだから発する黒い圧力は数倍に増していた。

　こちらの骨こつ髄ずいまでしみこんでくる、魔ま性しようの霊れい気き。腐くさった泥どろ水みずでも飲み込んだかのごとく、悪お寒かんと吐はき気がぐるぐると内臓を循じゆん環かんする。屋上を踏ふむ足元も定まらず、ずぶずぶと吞のみ込まれていくかのよう。

　まるで、異世界だ。

　向かい合うだけで、世界は豹ひよう変へんする。

　鬼仙と戦ったときの──氣チイを奪うばわれた脱だつ力りよく感の──逆だ。圧あつ倒とう的な〈おに〉の鬼気が、卑ひ小しような人間をたやすく押し潰つぶす。

（負け……るか……）

　拳こぶしを、握にぎった。

　血がにじむほどに、歯を食いしばる。

（負けて……たまるか……）

　馳郎の中で、対抗できるだけの熱を、根こそぎに集めていく。視線をあげ、けして離はなさぬように爪つめを手のひらに立てる。

　睨にらみ合う中、ジャケットが不意に反応した。

『マスター、通信が入りました』

　突とつ然ぜん、〈カエアン〉が話しかけてきたのである。

　すぐそれは、馳郎の知るもうひとりの声となって、骨伝導形式で鼓こ膜まくを叩たたいた。

『──お兄ちゃん！』

「リコ？」

　北斗への集中は切らさず、最低限の思考力をそちらへ向ける。〈カエアン〉は常にセンサーを張り巡めぐらせているが、こちらも注意しなければジャケットに振ふり回され、身体中の筋肉が断だん裂れつしかねない。

「……悪い。今、北斗とやりあってる」

　短く、言った。

　すると、思いがけない返答が戻ってきたのだ。

『え？　そっちに北斗が？　じゃあ、これって──』

「これ？」

　その答えに、一いつ瞬しゆん通信する声が逡しゆん巡じゆんした。

　すぐに、少女は言葉を返した。

『ううん大だい丈じよう夫ぶ』

「リコ？」

『そっち、北斗がいるんでしょ。リコにはナタさんがついてくれてるし、なんとでもなるもん。じゃあ、後でまた連れん絡らくするから──』

「リコ！　おい、リコ！」

　それきり、通信が途と絶だえた。

　片耳を押さえて、馳郎が唇くちびるを嚙む。

　ぐっと視線をあげて、中空の北斗を睨ねめつけた。

「……てめえ、仲間でも連れてたのか」

「仲間？　何を──」

「ふざけんな。だったら、ほかの誰だれがこんなタイミングでリコを狙ねらうってんだ」

「僕は、そんな相手なんか……」

　言いよどみ、続く一瞬で、少年は表情を変えた。

「……まさか」

　北斗の目は、宙を泳ぎながらも、確かにどこかを見つめていた。

　ここでない、どこかを。

「てめえ？」

　いぶかしんだ馳郎さえもはや意識の外であるかのように、黒い学生服の少年はこう続けたのだ。

「まさか……もう来た……」

　呟つぶやきが、風に混じった。

　それとともに、北斗の額から角が搔かき消えていった。

　さきほどまでの途と轍てつもない鬼き気きも、ほぼ同時に雲うん散さん霧む消しようし、北斗はぐるりと振り返って訊きいたのだ。

「リコさんはどこにいるんだ？」

「は？　リコさん？」

「いいから！　どこにいるんだ！」

「わ、分かるけど言えるかそんなもん。てめえひとりでリコに会わせられるわけないだろうが！」

　勢いに押されて、馳郎も思わず口を開く。

　対して。

　北斗は、薄うすく笑って見せた。

「じゃあ、一いつ緒しよならかまわないんだね？」

「……ふえ？　一緒？」

　その言葉の意味をはかりかねて、馳郎がただ間ま抜ぬけな声をあげる。

　ぎゅるりと気流が旋せん回かいし、浮かんでいた北斗はたちまち少年のすぐそばまで接近したのである。

「お前──っ」

「飛ぶよ」

　一言、北斗は告げた。

「飛ぶ……？」

　ぽかんと、オウム返しに口にする。

　もっとも、理解を待つような北斗ではなかった。




「飛ぶからつかまってろ！　場所は教えてもらうぞ！　舞え！」




　次の瞬しゆん間かん、ふたりを中心に烈れつ風ぷうが巻き起こる。

「わ、あ、ああああああ──っ！」

　絶ぜつ叫きようも、たちまち吞のみ込まれた。

　烈風は馳郎も巻き込み、ふたりの身体を軽々と舞まいあげる。

　そのまま、ふたりの少年の姿は、五月の天空そらへと吸い込まれていったのだった。




　　　　＊




　空が。




　空が、近かった。

　真っ青な色に溶とけ込むように、ふたりの少年は飛び上がっていた。

　上空から俯ふ瞰かんする黄こう坂さか市は、ミニチュアか何かのようにしか見えず、ただひたすらに遠い。飛行機など何かの機体に乗ってではなく、身ひとつで空を飛ぶ感覚は、異様な心細さを伴ともなっていた。

　それも、当然だろう。

　突き落とされれば、確実な死だ。さしもの〈カエアン〉もこれほどの衝しよう撃げきには耐たえられまい。自分を噴ふき上げている気流をいつ消すかは、風の〈おに〉たる北斗の気分ひとつに委ゆだねられている。

（…………っ）

　それが分かっていながら、馳郎はなぜか恐きよう怖ふよりも共感を強く覚えた。

　──共感。

　この人間離ばなれした少年に抱いだくなど、考えもしなかった感情。

「……なんだ、よてめえ」

　振り払はらうように、言う。

　喘ぜん鳴めい混じりとなった言葉に、すぐ近くの北斗が振り向いた。

「どこだ」

　と、少年は訊いた。

　常よりも学がく帽ぼうを深くかぶり、表情はよく見えなかった。

「リコさんは、どこにいる」

　答える必要などなかった。

　もとより、そのリコを守るために戦っていた相手だ。たとえ脅おどされたとしても、素す直なおにうなずくような馳郎ではない。

　なのに、今ばかりは、その声こわ音ねを無視することができなかったのだ。

　妙みように抑おさえたその声音には、馳郎にとって聞き逃のがせない何かがわだかまっているように思えたのだ。

　だから、

「……なんで、急にリコにこだわる？」

　と、訊いた。

「さっきまでお前、白翁がどうたら言って、リコを殺そうとするぐらいだったろうが。納なつ得とくのいく答えを聞かせなきゃ、死んでもあいつには会わせねえ」

「…………」

　北斗は、黙だまり込んだ。

　学帽の下からかすかに覗のぞいた瞳ひとみが、ひどく揺ゆらいでいた。

「でなきゃ答えねえ」

　馳郎も腕うでを組んで、てこでも動かないというアピールをして見せる。ぎゅっと唇をへの字に引き結び、ふんと鼻から息を吐はく。異議があるならここから落としてみろとばかりに、強い意志を込めて睨みつける。

「…………」

　北斗はうつむき、拳こぶしを握る。

　長くはなかった。そんな時間はないのだというようでもあった。

　それから、

「……あれが、来る」

　と、呟いた。

「あれ？」

　顔をしかめてから、やっと馳郎は気がついた。

　北斗の握りしめた拳が、小刻みに震ふるえていることに。もう片方の手が学生服の袖そでを摑つかみ、必死にその震えを押さえていることに。

「……空うつほの、バケモノが、来るんだ」

　少年の声音の底には、隠かくしようもない怯おびえが貼はりついていたのであった。




　　　　２




　──時間は、ほんの少し遡さかのぼる。




「正直、私も驚おどろいたのだが」

　ごくごく手て狭ぜまな空間に、落ち着いた声が響ひびいた。

　質しつ実じつ剛ごう健けんな金属壁へきと、相反して上品なローテーブルやソファといった調度類に固められた──ただし時速百三十キロで、大空を絶賛巡じゆん航こう中の空間である。

　つまり。

「……このティルトローター、まさか通学用だったのか？」

「ち、違ちがうよ。あくまで非常時の措そ置ちだってば。あのヘリポートはうちの寄付だけど、もともと学院側の希望でもあったもん！」

　同じティルトローターの空間キヤビンで、慌あわてたように別の声があがる。

　リコである。

　朝と違い、耳を覆おおうヘッドホンこそそのままながらも、少女は上品なブラウスとスカートの学生服を纏まとっていた。なるほどお嬢じよう様さま学校にふさわしく、その格好はどこかシスターやナースといった聖職を思わせる。

　本日のリコの授業は午前中だけで終わり、このティルトローターを使って帰路についていたわけだが、まあヘリポートの存在する学院からして十分常識外れなわけで、ナタの質問ももっともではあった。

　少しして、リコはうつむいたまま唇くちびるをとがらせた。

「それに……これなら、万が一にも学校のみんなを巻き込まないでしょ」

「ああ、なるほど」

　と、ナタも微び苦く笑しようする。

「キミたちは本当にそういうところがよく似てるな。しかし、それなら学校を休めば良かったんじゃないのか」

「マザー・アズレアに、訊きたいことがあったの」

「マザー？」

「リコが通ってる学校の理事長。先代白翁と親しい人だったから」

　リコが、こくりとうなずいた。

　ローテーブルに置かれたコーヒーを手にとって、一口飲み込む。どちらかといえば紅茶の似合いそうな室内なのだが、これはリコの趣しゆ味みらしい。

　間をおいて、

「この前の屋や敷しきでのこと、やっぱりちょっとおかしいと思うの」

　と、リコは口にした。

「ふむ。どのへんがだ？」

「だって、いくら当主クラスはいなかったといっても、あれじゃほかの六家に喧けん嘩かを売ったようなものだもん。そこまでして、空北斗がお兄ちゃんに挑ちよう戦せん状を叩たたきつけるような意味があったのかな？」

　少女の疑問は、あの屋敷に北斗が乗り込んできた一幕のことだった。

　馳郎も、言っていたことだ。単に少年が白翁を継ついだのが気に入らないのだとしても、あるいは自分が白翁になりたいのだとしても、彼の行動は説明がつかない。

　ナタも片目をつむり、口を開いた。

「……そのマザーは、何か言ってたか？」

「分からないって」

　少女は、かぶりを振ふった。

「ただ、北斗の行動が尋じん常じようじゃないのには同意してくれたし、向こうでも調べてくれるって。ひょっとすると、空うつほに差し迫せまった事情があるのかもしれないし、しばらくは調査を続けることになると思う」

「なるほど。ボディガードはそれまで必要ということか」

「えっと、問題あるかな？」

「いいや。計画性のある、いい雇やとい主だと思うよ」

「ありがとう」

　そう、少女が答えたときだった。

　不意に、鋭するどい警報が空間に流れた。




『──警告、警告。当機に未み確かく認にん物体が接近中』




　ティルトローターの操縦をつとめているコンピュータから、そんな機械音声が流れたのである。

「北斗か!?」

　ナタが確認した。

　屋敷で見たあの〈おに〉の〈力〉なら、空を飛び、このティルトローターを追つい跡せきするぐらいのことはやるだろう。

　すぐさま、リコが近くのコンソールを操作する。

　壁へき面めんにレーダー兼けん用ようのモニターが現れ、少女の視線が鋭くその変化を見定めた。

「カメラでは認識できてないけれど、まっすぐこちらを追つい尾びしてる。ほとんど人間大の大きさでレーダーがかろうじて捕捉できる程度。こっちからの警告も全部無視。そもそも電波が通じてないみたい」

「なら──」

「ナタさんは、待ってて」

　と、リコが白いワンピースの少女を制止した。

「……こっちだって、用意ぐらいしてるもの」

　壁かべにかけてあった白衣を羽織り、少女の瞳が俄が然ぜん闘とう志しを宿らせる。

「迎げい撃げき用ドローン射出！」

　音声の指令に、コンピュータが従った。

　ティルトローターの底部に、何か開いたような振しん動どうが響き、少し遅おくれてレーダーにいくつもの光点が浮うかび上がる。

　自動制せい御ぎよによる、迎撃用小型無ドロ人機ーンである。

　直径一メートルほどのドラム缶かんにローターをつけたような形状。その大きさや速度には現げん役えき戦せん闘とう機と伍ごするほどの性能はないが、一度に射出された数と装備された小型ミサイルがそれを十分補うに足る。

　たちまち光点が標的を取り囲み、一定の距きよ離りを保ったまま牽けん制せいする。さきほど通じなかった通信の代わりに、ドローンは音声で警告を発するようになっていた。

　その様子を見守りながら、リコが白衣の襟えり元もとに囁ささやいた。

「──お兄ちゃん」

　どうやら、馳郎と連れん絡らくを取ったらしい。

　現状、いつ誰だれが襲おそわれるか分からない以上、すぐに襲しゆう撃げきの連絡を取り合うのは、冷静な判断といえる。

　しかし。

　二、三、言葉を交かわすと、リコは動どう揺ようとともに会話を打ち切ったのだ。

「リコ？」

　ナタの言葉に、白衣の少女はふるふるとかぶりを振った。

「……お兄ちゃんは、今北斗とやりあってるって」

「何？　じゃあ、これは──」

　ナタの瞳が、モニターを見み据すえる。

　すると、光点の内、ひとつが突とつ然ぜん消えたのだ。

　宣戦布告ととらえたドローンが小型ミサイルを次々と射出し、しかしこれも次々標的へ辿たどり着く前に爆散した。ピピピピ……とけたたましく鳴り響く警告音。標的はさして高度な空中機動を取るでもなく、ただ等速度でこちらを追ってくるだけだ。

　なのに、こちらの光点だけが消えていく。

『ドローン１番から６番、11番から15番まで破は壊かい。続けて７番、８番大破』

　機械音声は、一いつ切さいの感情を交えずに事実だけを告げる。

　すべてのドローンが破壊されるまで、いくばくもないのは明らかだった。

「──リコ」

　モニターを凝ぎよう視ししながら、ナタが名を呼んだ。

「着陸しやすいように、この機体を地上へ近づけておいてくれ」

「ナタさん？」

　リコの呼び声に、振り返る。

「大だい丈じよう夫ぶだ」

　と、微び笑しようした。

「私は馳郎の助手だぞ。〈戌見ＣＰサービス〉の千円ボディガードだ。きちんと護まもってみせるから、大船に乗ったつもりでいたまえ」

「……うん」

　リコも、小さくうなずいた。

　それとともに、モニターが変じた。




『ターゲット、さらに接近中。カメラに捉とらえました』




　大きく開けた窓に、人ひと影かげが映っていたのだ。

「…………っ！」

　ナタとリコが、息を止める。

　北斗ではなかった。

　青空のただ中、ウィンドブレーカーのポケットに、両手を無造作にいれた若者であった。

　年は、十八かそこら。ブリーチをかけた髪かみは長く、あまり手入れしてないものか、ぼさぼさと伸のび放題になっている。首元には季節感を無視した長いマフラー。目元はにやけているのに、眼光は異様に鋭く、こちらをはっきりと見据えていた。

「……アァ」

　と、若者はひとつあくびをしてみせた。

　指向性マイクがその音声を拾っているなど、向こうには分かるまい。

　しかし、確かに若者はこちらを見つめた。わざとらしく白い歯を剝むいて、生き残っていたドローンたちをその指で追う。すると、きりもみにでもあったかのようにドローン同士がぶつかりあい、ローターを絡からませて爆ばく発はつした。

　赤い光の中で、若者は笑った。

　獣けもののように。

　狩かり人ゆうどのように。

　おにのように。

　そして、

「眠ねむいなァ、お前ら」

　ぽつりと、呟つぶやいたのであった。




　　　　＊
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「リコ！　速度をあげて振り切れ！」

　次の瞬しゆん間かん、ナタはティルトローターのハッチを開いていた。

　ごお、と強きよう烈れつな気流が少女の顔を叩く。




「──古き七支族の血を借りて、汝なんじの兵器は筋きん斗と雲うんの三番目の娘むすめに乞こい願う！」




　帽ぼう子しだけが落ちないよう手で支え、少女はその唇くちびるから鋭い口こう訣けつを滑すべり出させた。

　そのまま、高度一千メートルの空中へと躍おどり出たのだ。




「風の疾しつ輪りん、火の業ごう輪りん、双輪ふたわならびて蒼そう穹きゆうを走れ、風ふう火か輪りん！」




　刹せつ那な、少女の足元に、ごおごおと回転する炎ほのおの車輪が生まれた。

　風火輪。

　高速飛行戦闘用につくられた鬼き宝ほうであった。風炎の尾おを引いて飛ひ翔しようする少女は、巡じゆん航こう中のティルトローターを守るように位置を取り、迫る若者へと視線をあげた。

　若者は、獰どう猛もうに笑えみを深めた。

「へえ、そいつが鬼宝か。初めて見たぜ」

「キミも……〈おに〉か」

　対するナタは、若者から吹ふき付ける氣チイの異常さに、息を止めた。

　北斗のときと同じ、ぞくぞくと皮ひ膚ふからしみこんでくるような氣チイだった。もとより氣チイは生物の根源たる〈力〉だ。その在り方は当人の本質にも等しい。〈おに〉と呼ばれるモノたちは、皆みなが皆このような氣チイを纏まとっているものか。

　──ただし。

（私の……見立てが確かなら……）

　北斗よりも、遥はるかにその氣チイは凄せい絶ぜつ。

　馳郎だけでなく、鬼き仙せんであるナタまでもが戦せん慄りつするほどに。

「……なぜ、私たちを追う？」

　ナタの問いに、ウィンドブレーカーの若者は片目を細めた。

「ああ。たいした理由じゃないんだ。そのヘリコプター……じゃないのか。まああれに乗ってる白翁の代理人が欲しいだけでさ」

「リコが？」

「そういやそんな名前だったか」

　若者は、へらりと笑ってみせる。

　速度をあげたティルトローターはあっという間に遠ざかり、すでに一キロほども距離を離はなしている。なのに、若者は一切慌あわてる様子もない。よほど離されても追跡できる自信があるのだろう。

　かすかに上下する風火輪と異なり、足元に確たる地面のあるがごとく静止した若者を、ナタは油断なく睨にらみつける。

「なぜ、リコを？」

「おいおい。これ以上眠たくさせるなよ。ひょっとして俺の誕生日から話さなきゃいけないのか？」

　ふざけた台詞せりふだったが、若者の口調の底には薄うすら寒い何かが貼はり付いていた。

　くっくと喉のどが鳴った。

「ただ、欲しいだけだよ。それ以上の理由なんているか？」

　ぼさぼさの髪を搔かいて、若者がせせら笑う。

「俺はさ。欲しいものは欲しいって主義なんだ。朝飯前の当たり前ってね」

「…………」

　ナタは、黙だまったまま若者を見定める。

　ふざけてはいたが、若者の言葉と仕草にまといつく異質な氣チイは、こちらの肌はだ身みを刺さすようだった。

　頰ほおに、じわりと冷や汗あせが伝うのが分かる。

　自分の力で、どこまでこの若者に抗せるものか。

　使える鬼宝は限られ、それさえ発揮できる能力は五割がいいところ。氣チイの残存量からすれば、こうして風火輪を維い持じし続けるのだって苦しく、今の少女は兵器として不完全そのものだ。

（なら、こいつから……）

「さっさとどいてくれよ。いい加減眠たくなってきた」

「残念だが、断らせてもらおう」

　言って、ひそやかに少女は自分の〈力〉を解放した。

　氣チイの、収しゆう奪だつ。

　人間のみならず、周囲の生きとし生けるものから氣チイを奪い取る──鬼仙を吸血鬼と言わしめた〈力〉の発現。屋敷のときと違ってほかの人間もいない以上、今回は一切の抑止も制限もかけず、常人ならば一分足らずで枯こ渇かつするほどの収奪を開始する。

　しかし。

　少女は、目を剝いた。

「どうした？」

　と、若者が白い歯を剝く。

「何か、思い通りにいかなかったか？　大陸の鬼仙さん」

　若者の手に、ぎゅるりと気流が集つどった。

　北斗が見せたのと同じ、風の〈おに〉たる変へん生じよう属性──！

「おぉら！」

「────っ！」

　刹那。

　突つき出された手を右や左によけるのではなく、ナタはまっすぐに突とつ進しんしたのだ。

　ウィンドブレーカーの袖そでを回り込むように、少女の身体からだは若者の頭上を舞まった。ひねりをいれて一回転した身体が、その慣性とともに両手を振ふり落とし、口訣を叫さけんだのである。




「古き七支族の血を借りて、汝の兵器は四し宝ほう剣けんの六番目の双子に乞い願う！」




　瞳ひとみは黄金きんに。

　縁ふち取どった目は紅くれないに。

　火か眼がん金きん睛せいの本ほん性しようを明らかとして、少女の手に双そう剣けんが生まれた。それはすなわち、風火輪と同じく現状の少女にも扱あつかえる──三つの鬼宝のひとつ！

　柄つか側の末まつ端たん、双剣から垂れた朱しゆと藍あい色いろの穂ほが、美しい弧こを描えがいた。




「其は両りよう儀ぎなり四象なり！　八はつ卦けを連ね巡めぐり結びて阻はばみたまえ、陰おん陽みよう剣けん！」




　旋せん回かいとともに、叫んだ。

　双剣を振るい、回転する身体ごと全体重を叩たたきつける。

　慣性モーメントに体重移動の妙みようを活いかし、風火輪のブーストさえ上乗せした。〈白びやつ華か絶ぜつ槍そう〉と謳うたわれた少女の武術は、虚空にあってさえ一いつ切さいの衰おとろえなく発揮されたのだ。尋じん常じような相手なら、その一ひと太刀たちに首を落とされても数秒は気がつかぬほどの鋭するどさであった。

　なのに。

　ナタは、ありえぬ手て応ごたえに目を見張った。

　ギヂィィィィン、と金属を擦こすり合わせるような音とともに、若者の肩かた口ぐち──命までは取るまいと狙ねらいを定めた──その数センチ手前で、双剣は停止していた。

「自動……防ぼう御ぎよ？」

「アァ……まあ、そんなもんだよ」

　あくびをして、若者が首だけ振り返る。

「うん、お前すげえよ。大したもんだ。戦い慣れしてる。俺が会ってきた中でも、まあ三本の指には入るし、鬼仙ってヤツを見直してもいいぐらいだ」

　べらべらと喋しやべり、胸むな元もとにさがったマフラーをいじくる。

　双剣は、動かない。

　空中で、見えない手に固定されてしまったかのようだった。鬼仙であるナタの腕わん力りよくをもってしても、それ以上若者の肩口へは一ミリたりとも動かなかった。

「……だけど、やっぱ眠いな」

「っ──!?」

　ナタの直感が、陰陽剣を引かせた。

　戻もどす方向には、動いた。

　ほぼ同時、爆ばく発はつが起こったのだ。

　何の前まえ触ぶれもなく、ナタの身体を横合いから殴なぐりつけるような爆発であった。ふたつの宝剣が創つくり出す力場が軋きしみを上げ、それでも少女の身体を守り通した。

　無理に逆らわず、力を逃にがしてナタは数十メートルも空中を吹き飛んだ。

　風火輪を起動して、顔をあげたところで、マフラーがたなびいていた。

　若者は、そこにいたのだ。

「よお。遅おそいなお前」

「────！」

　驚きよう愕がくの感情よりも早く、ほとんど自動的にナタの身体は動いた。

　武術の冴さえが、少女の身体を旋回させる。風火輪のブーストとともに若者の脇わき、斜ななめ前方の虚空へと滑り込んだ剣は風フエ掃ンサ梅オメ花イホア。風が梅の花を散らす様にたとえられた至近距きよ離りでの連れん撃げきであった。

　一いつ瞬しゆんで、繰くり出された斬ざん撃げきは七度。

「おお、すげえすげえ。雑ざつ伎ぎ団だんでも見てるみたいだな」

　しかし、そのすべてが高い音をたてて、若者に触ふれる前に弾はじかれる。

（陰陽剣では──！）

　そんな思いが、頭をかすめた。

　陰陽剣はあくまで守護のための鬼宝だ。そこらの業わざ物ものでは及およぶべくもないが、やはり攻こう撃げき用につくられた鬼宝には一枚も二枚も落ちる。しかし、今のナタにしてみれば、ほかの選せん択たく肢しがなかった。

　現状の少女が扱える鬼宝は、わずか三つ。

　風火輪。

　陰陽剣。

　そして、

（もうひとつの、鬼宝なら──？）

　その思考が、隙すきとなった。

「ああお疲つかれ。もういいよお前」

　笑った若者が、手を伸のばしたのだ。

　それに触れられるようなナタではない。しかし、これまでのことを考えれば触れられないようにするだけでは足りなかった。

　手のひらを中心に、気流が巻き起こる。

　その気流にナタの身体が吸い込まれ、手のひらの中心へと巻き戻された。新たな術を起動すべく、異様な氣チイを放つ手のひらへと。

（ま、ず──）

　思ったのと、別の事象が生じたのは、ほぼ同時だった。

　吸い込まれるナタの隣となりから、若者の手のひらへ不可視の風ふう刃じんが走ったのだ。

　ナタの髪かみの数本が断たち切れ、若者の手のひらも血を流した。その拍ひよう子しに少女を吸い付けていた気流もやみ、風火輪を起動させて身をもぎはなす。

　宙返りざまに十分な距離を取り、少女は振り返った。

　同じ中空に、新たな人ひと影かげが浮ういていたのだ。

　今度こそ、空北斗。

　その手には、もうひとりナタの知る相手が摑つかまっていた。

「馳郎！」

「……ナタ」

　ボディガードたる少年も、その呼び声に答えた。

　さしもの馳郎も、凄すさまじい風圧にあてられてか、幾いく分ぶん弱々しい声こわ音ねであった。

　それだけの速度で、飛ひ翔しようしてきたのだろう。リコと交信していたのが数分前なのを考えれば、時速数百キロ以上の勢いだったことになる。それほどの速度をどれだけ維持できるのかは知らぬが、驚愕に足るタイムではあった。

　だが、たった今この舞ぶ台たいに限っては、注目すべきは別の人物だった。

「……隼はや人と、兄さん」

　馳郎の手を握にぎったまま、学がく帽ぼうの少年が呟つぶやいたのだ。

　苦く、重々しい呼び方だった。

　対して、

「よう、北斗。相変わらず眠ねむたい顔してんな」

　隼人と呼ばれた若者は、べろりと自分の手のひらの血を舐なめ取ったのだった。




　　　　３




（なんだ……こいつ……っ）

　その若者の姿に、馳郎は異様な怖おぞ気けを覚えた。

　ここまでの疲ひ労ろうをも上回る、予感と悪お寒かんとがないまぜになった感覚。北斗と出会ったときと似ていて──しかし、やはり異なる──まるで人の身体をした別の生物と対たい峙じしたかのような違い和わ感かん。

　手のひらの血を舐め取って、若者──隼人はゆらりと笑った。

「お前、いつのまにか〈鎌かま〉も使えるようになったのか。ずいぶんマシになったもんだ。頭でも撫なでてやろうか」

「…………」

　北斗は、答えなかった。

　まるで、すべての神経系を奪うばわれたかのように、北斗は虚空で棒立ちになっていた。

「おい」

　と、馳郎が呼びかける。

「しっかりしろてめえ。人様を連れてきて、何ぼけっとしてやがる」

「…………」

　馳郎の罵ば倒とうにさえ、学帽の少年は応じない。

　痺しびれを切らして、馳郎は自ら若者へ向かい、声をあげた。

「お前は、何だよ」

　わざとぶっきらぼうに、挑ちよう発はつ的な色を交えて問う。ナタと戦っていた以上、こちらが遠えん慮りよする必要などないという考えもあった。

　いいや、正直なところ、馳郎は苛いら立だっていた。

　自分がいないところでナタを傷つけられたことに、説明しがたいほどの怒いかりを感じ──ある意味では、そのことに動どう揺ようしていたのだ。

　そんな馳郎に、

「俺も、空うつほだよ」

　と、若者は喉のどを鳴らした。

「空うつほ隼はや人と。それが俺の名だ。新しい白翁さん」

「……やっぱ、俺のことは知ってんのか」

「そりゃまあな。こっちじゃあんた、ずいぶんな話題になってるし」

　唇くちびるをゆがめ、隼人は笑う。

「おかげで、ちっとばかり面おも白しろくなってきた。これでも感謝してるんだぜ」

「感謝？　お前も白はく鳳ほう六家で、この北斗の兄なんだろ。俺を歓かん迎げいするような理り屈くつはないと思うけれど」

「はあ？　それこそねえさ。俺だって白鳳六家じゃ邪じや魔ま者もの扱あつかいだしな」

「……どういうこった」

「どうもこうも」

　隼人が、ウィンドブレーカーの肩かたをそびやかす。

「もともと、俺は妾めかけの子なんだよ。そこの北斗より二年ほど早く生まれたんだけど、認にん知ちされたのはごく最近だ」

　妾、とあっさり言ってのけた。

　しかし、白鳳六家がいずれも格式高い旧家の雰ふん囲い気きを漂ただよわせていたことからすれば、おそらく言葉面以上の事情やわだかまりがそこにはあったことだろう。

　若者は、ただ軽くにやけただけで済ませた。

「だから、あんたとは近い立場。個人的には応おう援えんするし、むしろ協力できないかなと思ってるぐらいだ」

「協力？」

「おおとも」

　うなずいて、若者は手を伸ばしたのだ。

「どうだ？　俺と組まないか？　白鳳六家のどいつもこいつもねじ伏ふせて、きっちりかっちり誰だれが王様かって分からせるのは痛快だぜ」

「な……っ」

　思いがけない展開だった。

　手を差し出された馳郎も面めん食くらって停止し、そこにナタが割り込んだのだ。

「馳郎、固まってどうする。そいつはリコを狙ねらった相手だぞ」

「……お、おお」

　それで、少年も我に返った。

　一瞬ゆるみかけた意識を引き締しめ、強くかぶりを振ふって、若者の手を拒きよ絶ぜつする。

　すると、

「困ったな」

　と、隼人は引っ込めた手で頭を搔かいた。

「そういうつもりじゃなかったんだが」

「だったら、どういうつもりでリコを狙った」

「そいつが、困ると思ったからさ」

　隼人が指さしたのは、馳郎のすぐ隣──北斗であった。

　棒立ちになったままの少年は、ただただ顔を青ざめさせていた。それこそ、おにに出くわした人間のように一言も発せず、虚こ空くうに立ち尽つくすばかりだった。

　だから、

「北斗こいつが……困る？」

　その意味を判じかねて、馳郎は若者に向き直った。

　すると、隼人は大いに笑ったのだ。

「ああ、そうとも。前から、そいつは白翁の管財人に執しゆう着ちやくしてたからな。ちょっかいを出せばあたふたしてくれると思ってた。まあ、慌あわててやってきたところを見ると、俺がそうするのも見み越こしてくれてたみたいだがね」

「…………ぁ」

　ほんの、わずか。

　北斗が、掠かすれた声をあげた。

　喉を嗄からした雲雀ひばりのような、悲痛な響ひびきのこもった声であった。だからこそ、隼人の言っていることが、掛け値なしの真実であると、馳郎にも理解できた。

　理解できて、しまった。

「じゃあ、お前……まさか、昨日俺たちを襲おそったのは……」

「ああ、お前が想像してる通りだろ」

　自分のマフラーをいじくりながら、隼人が答えた。




「おおかた先回りして、白翁の管財人を保護しようとでも思ったんだろうよ、こいつは」




「…………」

「ああ、もちろん、俺はこれ以上管財人を狙うつもりはないさ。北斗こいつを引っぱり出せた以上、もう必要ねえし。な？　俺らが争う理由とかねえだろ」

「……ああ、よく分かった」

　うつむいたまま、馳郎はうなずいた。

「おお、良かった。応援させてもらうぜ、新しい白翁さん。──ほれ」

　若者が快笑して手を振ると、馳郎の身体からだが中空をスライドした。

　北斗の操あやつっていた気流から、隼人の操る気流へと乗せ変えられたらしい。隼人のすぐ隣へと移動させられて、そこで馳郎の身体は停止した。

「んじゃ、いいよな北斗」

　改めて問う隼人の声は……むしろ優やさしかった。

　毒を混ぜ込まれた、蜜みつに似ていた。

　北斗はわずかに震ふるえたきりだった。

「ぼ、くは……」

「ほれ、お兄ちゃんにいいところを見せてみろよ。さっきの〈鎌〉は悪くなかったぞ。もう少し抵てい抗こうしてみてくれよ。そのためにここまで来たんだろ？」

「う……」

　再び、震えた。

　無む理り矢や理り引きずり出されるかのように、少年の額へ半はん透とう明めいの双そう角かくが宿る。

　同時、




「あああああああああ！」




　少年の身体中から、でたらめに放たれる風の刃やいば。

　隼人は、ますます笑えみを深くした。

「おお、おお。悪くない。この数と威い力りよくからすると、八式か九式ぐらいは使えるようになったか？　相当頑がん張ばったよな？　毎日毎日一いつ生しよう懸けん命めい、自分の〈力〉と向き合ってきたんだよな？　でも、お前、〈おに〉の本質がまったく分かってねえよ」

　隼人は、虚空を微み塵じんも動かない。

　無数の刃は、すべてその眼前で消しよう滅めつしていくばかりであった。

　そよ風を受けるかのように、若者はにやにやと唇を歪ゆがめている。一いち撃げき一いち撃げきがあの屋や敷しきを切り倒たおしたとき以上の威力を秘ひめているはずなのに、まったく傷つく様子はなかった。

　いいや。

　ばかりか、数秒で、北斗の方が前へのめったのである。

「……おあ、か……っ！」

　学生服の胸を押さえ、真っ青な顔をほとんど透とう明めいなまでに色を失わせ、空中で無ぶ様ざまに嘔おう吐とした。

「どうだ？」

　と、隼人が尋たずねる。

「頭が痛いか？　吐はき気がするか？　少しばかり酸素濃のう度どをいじってみたんだ。要は高山病だがね。一生懸命気流を扱あつかいすぎて、自分のまわりの変化はおろそかになってたろ。というか、こういう使い方自体、想像もしてなかったか？　これだから本家ってのはろくでもねえな」

　喜き悦えつを吐き出すみたいにして、べらべらと喋しやべった。

　ひどく愉たのしそうであった。最高のおもちゃに再会できた子供のように、もはや自分でも止められないようでもあった。

　北斗は、動かない。

　その姿は、虚空に縫ぬい止められた人形を思わせた。

「どれ。お兄ちゃんが、もう少し教えてやろうか」

　ぐいと身を乗り出そうとして、

「……おい？」

　と、隼人は振り向いた。

「……どういうこった？　俺はお前の味方だと言ったろうが」

　隼人の腕うでが、後ろから摑つかみ上げられていたのだ。

　戌見馳郎に。

「北斗！」

　少年が、叫さけんだ。

「お前、千円ぐらい持ってるよな！」

「……は……ぁ」

　やっとのことで、北斗の身体が反応した。

　酸素濃度をいじられた空間から離り脱だつし、こちらを見やった。ガラス玉みたいな虚うつろな瞳ひとみは、それでも確かに少年の姿を映した。

「君は、何を──」

「お前がリコに手を出さないなら、俺がお前を守ってやる」

　馳郎は、断言したのだ。

　その言葉に、隼人が愕がく然ぜんと目を剝むいた。

「どういうつもりだよ、白翁さん」

「知るか」

「はあ？」

「そいつはそいつでけった糞くそ悪い。絶対に後でツケは払はらわせる。──だけど、今のてめえはもっとむかつく」

　隼人の手首を握にぎりしめたまま、馳郎は言い放ったのだ。

「……ああ、そうかい」

　対する隼人は、小さく息をついた。

　冷え冷えとした声で、囁ささやく。

「じゃあ、あんたは、誰のおかげで空から落っこちずにすんでた？」

　馳郎の手を振り払うや、その指が地表を向いた。

　途と端たん、中空にあった少年の身体は、その恩おん恵けいをすべて失ったのだ。一いつ瞬しゆんの浮ふ遊ゆう感覚の後、重力加速度に捕とらえられて、少年はきりもみ状に落下していく。

「馳郎！」

　ナタの身体が、風火輪を起動してそれを追った。

　しかし、さらに速く、別の事象が生じた。




『──〈カエアン〉！　追サプリ加メントユニット・イカロス、射出！』




　実際には、聞こえぬ声だった。

　しかし、聞いたモノはいた。

『イエス。ミス・リコ』

　ジャケットが、機械音声をあげたのだ。

『要リク請エス起ト・動ブート。追加ユニット・イカロス受じゆ諾だく』

　形状は、ハンググライダーに似ていた。

　青空の一点から射出されたユニットは、その黒い翼つばさを広げ、落下する少年に追つい随ずいする。

　後は、自動的にジャケットが対応した。仕掛マニピけ腕ユレータが空中でそのユニットを捕ほ捉そくし、接続する。揚よう力りよくと出力はすでにプログラムが演算済み。都合二機用意されたエンジンノズルから炎ほのおを噴ふん射しやし、地表へと落下していたベクトルを大きく切り返したのである。

『飛ひ翔しようプログラム０２──〈イカロス〉起動』

　その機械音声が、翼の正体を告げた。

　少年の身体もまた、自らの翼で空を飛んだのだ。

「つ、お、わっ！」

　うまくバランスをとれないようで、空中で両手をじたばたさせていたが、それもすぐに治まって、馳郎が空を仰あおいだ。

「リコ！」

　もちろん、声の主は彼女だった。

　かすかながら、空の一点に歪みが見える。

　ステルス機能を働かせて、ティルトローターはこちらへ舞まい戻もどっていたのだ。おそらくは〈カエアン〉を通じて、この事態を察知したものであろう。

　馳郎の隣となりにナタが並び、隼人と北斗との間へ割り込むようにして、慎しん重ちように距きよ離りを取った。

「キミは、本当に──」

　呆あきれたように言いかけたナタは、その口を閉とざす。

「あいつ、氣チイは吸えないのか」

　そう訊きいた馳郎の目つきに、淡あわく微び笑しようしたのだ。

　それから、こちらも真しん剣けんな口調で返す。

「氣チイは吸った。だが、まったく堪こたえた様子がないんだ。〈おに〉の──いいや、あいつの氣チイが底なしということだろう」

「……当然……だよ」

　そして、これは少し離はなれた背後から、疲つかれた声がかかった。

　北斗であった。

「……鬼き仙せんは……世界から氣チイを吸い上げるんだろう？　でも、〈おに〉はそんなことをする必要がない。人から変わった代だい償しように……それだけのものを、最初から血に抱かかえている……」

　声は、どうしようもなく磨ま耗もうしていた。

　精神こころの骨こつ髄ずいを、そのまま鑢やすりにかけられたかのようでもあった。

「隼人兄さんは……その中でも特別だから」

　声が途と切ぎれ、馳郎が視線を移す。

　そこから、吹ふきつけてくる気配があったのだ。

　殺気ではない。

　もっと純じゆん粋すいな、もっと根源的な──怒いかり。

　ただひたすらに強きよう烈れつな個人の感情が、蒼そう穹きゆうの色さえも歪ゆがめつつあるのを、馳郎はその目で目もく撃げきした。

「……どいつも……こいつも。せっかく妥だ協きようしてやったのにな」

　隼人の顔が、不ふ愉ゆ快かいそうにしかめられる。

　ぎりと嚙かみしめた唇くちびるからは一筋の血が滴したたった。赤く紅あかく、その顎あごから首元までを垂れていった。

「少し……本気でやろうか」

　若者が顎を持ち上げ、ぐるりとまわした。

　歌か舞ぶ伎きの見み得えにも似たその動きとともに、半透明のそれが額とこめかみから盛り上がったのだ。

　三本の、角が。

「三つ角づの……！」

　ナタが、絶句する。

　角を醒さました隼人は、ずいとその手をあげた。

「お前ら……まずは、灼かれてみるか？」

　一瞬、陽光が瞬またたくのを、馳郎は感じた。

　奇き妙みような変化をいぶかしんだとき、

『回かい避ひを！』

　機械音声が叫んだのだ。

　ジェットエンジンが吼ほえ、最短で今の場所を離脱する。ナタと北斗もそれにつられて、可能な限りの最速で散開した。

　それでも、完全には間に合わなかった。

　目には見えない。

　音もない。

　だが。

　膨ぼう大だいな熱量の柱が、空と大地を一直線に駆かけ抜ぬけた。

「────っ！」

　馳郎の背中を、火ひ箸ばしに貫つらぬかれるような痛みが走る。ジャケットと飛翔ユニットをつけていなければ、重度の火傷やけどを免まぬがれられなかっただろう。

　水分を奪うばわれ、空気という空気が干ひ涸からびていた。

　回避したナタも北斗も、今の熱量を感じて茫ぼう然ぜんとしていた。

「今のは──」

『太陽レンズと判断します』

　ナタの疑問に、機械音声が答える。

「へえ？　よく分かるな」

　と、三つ角の隼人が片かた眉まゆをあげた。

「上空の空気を圧縮して形状を整えて、直径数百メートルほどのレンズに仕立ててるんだ。これだけ晴れてて空に近ければ、威い力りよくも申し分ない。ちょっとした座興にはなるだろ？」

　ひらひらと手を振ふり、若者は禍まが々まがしく嗤った。

　言葉面こそ同じでも、先までのどこか陽気な面おも影かげは欠片かけらも残ってなかった。そこにいるのは、まさしく〈おに〉であった。

　瞠どう目もくして、ナタが言う。

「切り結んだときの……あの自動防ぼう御ぎよも、似た原理か？」

「ああ。あっちは窒ちつ素そを中心に圧縮して、お前らの動きに合わせて動かしてるだけだよ。言ってしまえば単純だわな」

（……圧縮？　レンズ？　窒素？）

　馳郎は、息を止めた。

　確かに、北斗と隼人は、本質的には同じ異能──変へん生じよう属性なのだろう。

　風を操あやつっているというその現象自体は変わってない。しかし、その扱あつかい方がどうしようもなく違ちがっているのだ。単純な〈力〉の総量はもちろん、よりミクロな領域で、より高度な領域で、隔かく絶ぜつしてしまっている。

　北斗の異常な恐きよう怖ふも、納なつ得とくしてしまえるほどに。

「──で、お前ら、ぼうっとしてていいのか？」

　にんまりと、隼人が唇の端はしをつりあげた。

「あれが、墜おちるぞ」

　その声が、上空に注意を向けさせた。

　表面を明めい滅めつさせながら、大きな影かげが──ティルトローターが、少年たちの頭上から斜ななめに横切っていったのだ。

「リコ！」

　思わず、馳郎は叫さけんでいた。

　ティルトローターの機動力では、今の熱光を避よけきれなかったのだ。

　片方の翼が黒こく煙えんをあげ、もう片方のローターだけでは十分な浮ふ力りよくを得られずに、不自然な緩かん慢まんさで墜つい落らくしていく。

「リコ……さん……っ」

　磨耗していた北斗が、こればかりは反応した。

　弟のその表情に、隼人が血に濡ぬれた唇をほころばせる。

「さあ、どうする？」

　と、口にした。

「せっかく鬼仙と〈おに〉が揃そろったんだ。鬼ごっこでもしてみるか？」

「…………」

　一いつ瞬しゆん沈ちん黙もくし、馳郎が決意する。

「北斗」

　狼ろう狽ばいする少年へと囁ささやいた。

「つきあってもらうぞ」

「つきあう？」

「ああ」

　うなずく。

　ナタには、あえて何も言わなかった。

　それでも、この少女なら自分をサポートしてくれるという確信があった。

「行くぞ！」

　旋せん回かいする。

　無防備に背中を見せ、ロケットエンジンを全開で噴射させる。

　隼人が牙きばを剝むき、気流の刃やいばが少年を追う。

　瞬しゆん間かん、割り込んでナタが動いたのだ。




「古き七支族の血を借りて、汝なんじの兵器は芭ば蕉しよう扇せんの三番目の娘むすめに乞こい願う」




　今のナタが使える、最後の鬼宝。

　すなわち、




「──三さん昧まい、狂きよう風ふう、煽あおぎて叫べ、五ご火か神しん焰えん扇せん！」




　五火神焰扇。

　鬼宝の扇おうぎから、紅ぐ蓮れんの業ごう火かが発せられた。

　火山の噴ふん火かさえ思わせて、怒ど濤とうのごとき炎えん蛇じやが隼人へと殺さつ到とうする。

　無論、それで決着がつくなど思ってなかった。しかし、同じ呪じゆ力りよくで操作される隼人の気流を相そう殺さいするには十分だった。

　三昧の業火を隼人が振り払はらったとき、馳郎たちは十分なアドバンテージを得て、ティルトローターを追っていたのである。

「っ、待ちやがれぇ！」

　隼人が、吼ほえた。

　その猛たけ々だけしい咆吼と呪力を、背中に痛いほど感じながら、馳郎は〈カエアン〉の通信を開いた。

「リコ！」

『……お兄ちゃん！』

　雑音とともに、妹の声が聞こえた。

　咳せき込みながらも、気き丈じような声であった。

『こっちは大だい丈じよう夫ぶだから！　エンジンは復帰できないけど、不時着ぐらいなら……』

「それでいい！　墜ちる場所を誘ゆう導どうできるか!?」

　ある座標を、〈カエアン〉に指定させる。

　その意図を、少女は正しく理解した。

『……分かった。やってみる！』

　すぐに、ティルトローターは反応した。

　不完全ながらローターと翼つばさを動かし、墜落をある方角へと限定させる。




　墜落するティルトローター、そしてそれを追う少年と少女たちは──まるで、互たがいに絡からまり合う隕いん石せきのように、黄坂市の地表へと引き寄せられていった。




　　　　＊




　デッドヒートは、わずかに数十秒。

　しかし、当事者の体感は数十分にも勝った。

「…………っ！」

　息が、出来ない。

　飛ひ翔しようシステム〈イカロス〉の加速度Ｇが、馳郎の内臓を押さえつけていた。肺はい腑ふが三分の一に潰つぶされ、骨肉が軋きしむ。神経は残らず悲鳴をあげ、妨さまたげられた血流が爪つま先さきに偏へん向こうし、視界の色調グレイが失われるアウト。

「……く……そ……」

　うめき声さえ、風圧に持って行かれた。

　それでも、ただひたすらに加速する。自分以上の速度で隼人敵が追ってくるのを、〈カエアン〉が知らせていたからだ。

　空気の壁かべは、ほとんど剛ごう体たいと化している。

　要よう塞さいに、自らという槍やりを突つき立てるようにして、馳郎が突き進む。

「お……お……おぉぉぉぉ……！」

　地表が、近づく。

　近づいてくる。

　赤く色づいた建物群。

　日本では珍めずらしいカタチの寺院や、いくつもの屋台が輪りん郭かくを溶とかして、流星のように通り過ぎていく。

　遠く、目標にしていた空き地が、視界の端に映った。

「リコ！」

『……う、うん！』

　制動するティルトローターに、背後からの隼人の風が掠かすめる。幸い、今度は機体に大きな影えい響きようがなく、そのままティルトローターは空き地へと滑すべり込んでいく。

　の、ように見えた。

（…………!?）

　馳郎が、目を剝いた。

　ティルトローターの、墜落速度がまったく落ちなかったのだ。このままでは首から地表に激げき突とつする。空き地と近くの廃はい墟きよで止まれなければ、被ひ害がいは街の各所へと拡大する。ティルトローターの質量と、激突の勢いを考えれば、クレーターどころですまないのは明らかだった。

「リコ!?」

『お兄ちゃん……っ！』

　悲痛な声が、少年の鼓こ膜まくに届いた。

『駄だ目め！　今のでエンジンが……機体が持ち上がらない！』

「くそっ！」

　呻うめいて、少年が色を失った視界で、眼球だけを向けた。

「北斗ぉ！」

「……っ、分かった！」

　馳郎に追つい随ずいしていた学生服の少年が、応こたえて手をあげた。

　はたして、その行こう為いにどれほどの呪力が集つどったか。

　竜たつ巻まきが、吹ふき上がった。

　少年が死力を尽つくして操った風は、ティルトローターの膨ぼう大だいな質量さえ一時支え、その墜落速度を緩ゆるめたのだ。

　直後、機体は大地と激突した。

　黒い機体が、いくつもの廃墟を蹂じゆう躙りんする。コンクリートが砕くだかれ、機体の装そう甲こうが剝はく離りした。轟ごう音おんが地表を埋うめ尽くし、瓦が礫れきと凄せい絶ぜつな量の粉ふん塵じんが巻き上がる。

　それでも、機体の中ちゆう核かくは無事だった。

　奇き蹟せき的な被害の少なさで、ティルトローターは停止したのである。

「リコ！」

『……う、うん。リコは、大丈夫』

　途と切ぎれ途切れに、通信も聞こえた。

　馳郎が胸を撫なで下ろしたところで、すぐ隣となりのナタがぐるりと振ふり向いた。

　もはや鬼き宝ほうを生み出すだけの氣チイもなくしたか、素す手でのままであったが、視線の鋭するどさだけは失われていなかった。

「……ここが、行き止まりか？」

　と、死神のように、隼人が舞まい降りたのだ。

　リコを無事に着陸させても、けしてこの〈おに〉を撃げき退たいしたわけではなかった。

　マフラーをいじって、若者は涎よだれにまみれた顎あごを開く。

「観念するか？　言っておくが、今いま更さら降参とか持ちかけても、こっちは受け付けねえぞ」

「いいや……狙ねらい通りだよ」

「ああん？　お前ら……」

　眉まゆを寄せて、次の呼吸で、隼人の語ご尾びがよどんだ。

　これほどの事故を引き起こしながら、一向に人が集まってこない事実に、やっと気が付いたのだ。

「──これ、一体何の騒さわぎなわけ？」

　瓦が礫れきの向こうから、新たな声がした。

　これほどの状じよう況きようであっても、全員の意識を惹ひきつけずにおかない声であった。ひどく当たり前に人の上に立つ者の放つ、圧あつ倒とう的な存在感がそこにはあった。

　年は馳郎と同じぐらいだろう。

　ほっそりとした身体からだに、真しん紅くのチャイナドレスを纏まとっている。手首にはしゃらしゃらと音の鳴る輪リング。右の耳にだけ黒玉のイヤリングをつけており、ほんのり紅をさした可か憐れんな唇くちびるに、もっと赤い舌がちろりと覗のぞいた。

　隼人が、息を止める。

　気づいたのだ。

　その少女の、正体に。

「鬼仙……！」

　小さく呻き、周囲を見回した。

「じゃあ、ここは……っ」

「ええ、そうだけど」

　と、チャイナドレスの少女は髪かみを搔かき上げ、うなずいた。




「あたしたちの中華街縄張りで、何をしてるのかしら。白翁さんと──〈おに〉の方々？」




　鬼仙の姫ひめ君ぎみ。

　先月の事件で、馳郎たちと争った少女──朱ジユウ蓮・リヤ花ンフアは、麗うららかな声で尋たずねたのであった。
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　事態は、混こん迷めいを深めていた。

　リコを襲おそった、空うつほ北ほく斗と。

　その北斗を怖おそれさせ、凶きよう行こうへ走らせた隼はや人とという兄の登場。空中での戦せん闘とうを交えて、ティルトローターとともに墜つい落らくした黄こう坂さか市しの中ちゆう華か街がい。

　そして今、その中華街に現れたのが蓮リヤ花ンフアであった。

「なんであんたら、こっちにまで面めん倒どうをよこしてるのよ」

　少女は嫌いやそうに、馳はせ郎ろうへと問いかけた。

「悪い。ほかに思いつかなかったんでさ」

「ふうん」

　少女が、鼻を鳴らす。

　北斗と──中空に浮ういた隼人を見返す。

「額ひたいの角つのを見れば、〈おに〉だってのは分かるわよ。二つ角つのはともかく、まさか三つ角づのなんて希少種が現代にいるとは思わなかったけれど。で、このふたりも白はく鳳ほう六ろつ家けでいいのかしら」

「……ああ。まあ、内輪もめみたいなものでさ」

「格好悪いのね」

「返す言葉もないな」

　馳郎が、頰ほおを搔かいた。

　それから、蓮リヤ花ンフアは隼人へと眼まな差ざしを戻もどす。

「一応言っておくけど、あんた鬼き仙せんとコトを構えるつもり？」

「…………」

　対して、隼人はいかにも不ふ愉ゆ快かいそうな渋じゆう面めんをつくって沈ちん黙もくした。

　さきほどまでの彼ならすぐにも風を操あやつり、襲いかかりそうな場面だった。だからこそ、北斗も息を止め、馳郎へと向き直ったのだ。

「君は、これを狙ねらって……」

「まあ、そんなとこ」

　北斗の言葉に、馳郎が苦く笑しようする。

「ここ──中華街は鬼仙の縄なわ張ばりなのさ」

　先月の事件から派生した、いくつかの後始末のひとつだった。

　ナタを見張る必要などから、蓮リヤ花ンフアは黄坂市に残ることとなり、そのための場所として中華街が選ばれたのであった。

　そのとき、リコから伝えられた言葉を、馳郎は覚えていたのだ。




　──『いい？　お兄ちゃん。蓮リヤ花ンフアさんには中華街にいてもらうことになったけれど、迂う闊かつには近寄らないでね』

　──『そりゃいいけど、どうしてだ？』

　──『縄張りだからよ。もともと、先代白はく翁おうは鬼仙と白鳳六家の間を取り持っていたけれど、それは互たがいの領分を侵おかさないように、きっちり線を引くのが前提だったの。もちろん、お兄ちゃん自身は白翁としてどっちにも行き来できるけれど、相手を刺し激げきするのはよくないんだからね』




　縄張り。

　当時のリコは、鬼仙と白鳳六家の領分と言っていたが、その意味が今なら分かる。

　つまり、鬼仙と〈おに〉のことだ。かつて争い合ったふたつの異能を、先代白翁は分割することで取り仕切ってきたのだ。

「もともと、華か僑きようの中ちゆう枢すう部と鬼仙は交流があったし、中華街に鬼仙の縄張りをつくるのは黄坂市に限らず、普ふ通つうの流れだったみたいね」

　蓮リヤ花ンフアが、馳郎の言葉を補足する。

　それから、

「で、どうするつもり？」

　改めて、隼人へ問うた。

　若者は、少し間をおいて、片目をつむった。

「……さすがに、ひとりで鬼仙の支族と戦争ってのはきついな」

　言って、少年へ視線を移す。

「思ったより、ずるがしこいのな。新しい白翁さん」

「ボディガードなんだから、依い頼らい人を守るためなら手段を選べないだろ」

　馳郎が答えると、隼人は憎にく々にくしげに唇くちびるを歪ゆがめる。

「ここは、退ひかせてもらおうか」

　風が、若者の身体からだを覆おおった。

　その旋せん風ぷうに紛まぎれて、吹ふき飛ぶように身体が天空へと舞まい戻り、あっという間に見えなくなった。

　しばらく残留していた呪じゆ力りよくの気配も散さん逸いつしてから、蓮リヤ花ンフアはゆっくりこちらを向いた。

「──あたしを、利用したのね」

　肌はだに刺ささりそうな、棘とげのある口調だった。

「もちつもたれつ、ってことで我が慢まんしてくれねえか？」

「なによ。その言い分。ふざけてるの？」

　ぐい、と少女が詰つめ寄る。

　厳しい視線を外さぬままに、こちらの胸を人さし指で突ついたのだ。それもまるで鉄の棒で突いたかのような、強きよう烈れつな一撃だった。

　けして大げさな比ひ喩ゆではなく、

「っがは!?」

　骨が折れるかというほどの痛みが、神経をつんざいたのだ。

〈カエアン〉を纏まとっていてこれということは、なければ実際に折れていただろう。折れた骨が内臓を刺してもおかしくないぐらいほどだった。

「そりゃあ、前の事件ではあんたらにも少しは世話になったわよ！　でも、だからってこんな面倒をいきなり押しつけていいってわけじゃないでしょ！　なによこのクジラみたいながらくた！　あんたまでおかしな翼つばさの張りぼてを背中につけて！　あたしがたまたま中華街にいなかったらどうするつもりだったわけ!?　人ひと払ばらいだってまともにできなかったでしょ!?　馬ば鹿かなの!?　死ぬの!?」

「ぼは！　げふ！　ぅほ！」

　突かれるたび、ごす、どす、がす、という物ぶつ騒そうな音が響ひびく。

　馳郎の顔色もそのたび赤く青く染まり、いっそ隼人とやりあってるとき以上の、まずそうな色に変じた。

「──まあ、そのぐらいにしてやってもらえないか」

　そんなふたりの間に、やんわりとナタが口を挟はさんだ。

　しかし。

　蓮リヤ花ンフアは、さらにきつい視線で睨にらみ返したのである。

「あんたこそ、つい先月あたしにつけねらわれてたのに、まったく気にならなかったわけ？　別にあたし、あんたの回収を諦あきらめたわけでもないわよ」
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「キミたちが追っていたのは、私じゃなくてエイジャだろう。私の所有権はどこの支族のものでもなく宙ぶらりんになったまま。違ちがうかな？」

「むぬぬぬぬ……！」

　きゅうっと、蓮リヤ花ンフアのまなじりがつりあがる。

　険悪な雰ふん囲い気きが少女たち──主に片方から発散され、しかしふたりとも、別の事象に振ふり向いた。

「リコさん……」

　と、北斗がティルトローターを見て呻うめいたのだ。

　さきほど蓮リヤ花ンフアがクジラみたいと言った横腹の扉とびらが開き、そこからポニーテールの少女が地上へと姿を現したのである。

「……くう……ちゃん？」

　ぼんやり、少女はそんな風に名前を告げた。

　学生服の少年は、胸を押さえた。ひどく当たり前なその言葉に、心臓を刺されたかのようでもあった。

「僕……は……」

　学生服の胸むな元もとを摑つかんだまま、視線を曖あい昧まいに動かした北斗へ、ポニーテールの少女はなんともいえない顔で微び苦く笑しようした。

「……うん、後でね」

　そう言って、もうひとりのもとへ、歩み寄る。

「お疲つかれさま、お兄ちゃん」

「……お前もな」

　馳郎も、困ったように微び笑しようした。

　血は繫つながってないのに、そんな表情はどことなく似ている兄きよう妹だいだった。

『ひとまず、十二時間プラスマイナス三十七分ほどの範はん囲いで、脅きよう威いは沈ちん静せい化したと判断します』

　と、〈カエアン〉の機械音声も告げた。

「……うん。ちょっとリコも疲れたかも」

　と、少女は弱々しくうなずく。

　そのまま、ぽふ、と兄馳郎のジャケットに倒たおれ込んだのだ。

「リコ？」

　呼びかけて、馳郎はすぐ唇をほころばせた。

　少年の腕うでの中で、白衣の妹はすやすやと寝ね息いきをたてていたのであった。
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　しばらく、リコは目を覚まさなかった。




　その間に、馳郎たちは蓮リヤ花ンフアに中ちゆう華か街がいのとある建物へと連れられていった。

　中華街の外れに建てられた、小さな寺院のひとつであった。

　廟びようと呼ばれる、祖そ霊れいや神仏を祀まつるための場だ。

　ほかに人はいないようだが、毎日の手入れや清せい掃そうは欠かしてないらしい。きらびやかな赤や金に塗ぬられた壁かべには埃ほこりひとつ積もっておらず、香こう炉ろからひっそりと広がった香の匂においが、廟全体をほんのりと色づけるようだった。

　廟の目立つ祭さい壇だんには、どうやら信しん仰こうの対象らしいいくつかの人形が置かれている。

　とりわけ祭壇の中央で柔やわらかな笑えみを湛たたえた仙せん女によの像に、リコを背負ったままの馳郎はぱちぱちと瞬まばたきした。

「これって……なんかの神様なのか？」

「ん？　西せい王おう母ぼね。神様とはちょっと違うけれど、まあいろいろ仙女の元もと締じめだってんで信仰の対象になってるやつ。実際のところ、面めん倒どくさがりだわ、うなり声はひどいわ、しょっちゅうヒステリー起こすわのろくでもないやつだけど」

「……は、はあ」

　何か、後半には私し怨えんめいた色が覗のぞいた気がするが、よく分からない。

　なので、とりあえず最初の疑問を尋たずねてみた。

「ええと、吸きゆう血けつ鬼きがこういう場所に住んでていいのか？」

「住んでるのは、別のとこよ」

　馳郎が訊きくと、蓮リヤ花ンフアはいかにもつまらなそうな顔で振り返ったのだ。

「でも、前にも言ったでしょ。あたしたちは半分死者で半分仙せん人にんなの。死者にしても仙人にしても、こういう場所で祀られてたって不思議がないんだから、住もうが居着こうが何も悪くないわよ」

　そういう問題なんだ、というのを吞のみ込みつつ、馳郎はとりあえずうなずいておいた。

　下手へたに逆らえる立場でないのは、十分身にしみている。

「…………」

　北斗は、その後ろを黙だまってついてきている。

　一応ナタに見張ってもらっているのだが、その必要もなかったらしい。ただ、馳郎が背負ったリコを、時々ちらちらと見つめている。

　その視線の意味を考えて、半はん端ぱな予断もかえって害になるだろうと、馳郎はその思考を打ち切った。

　廟に併へい設せつされた礼堂らしい場所の手前で、少女は立ち止まった。

「はい、あんたら用の場所はここ。とりあえず、明日の朝まではいていいわよ」

「朝まで、か」

「そりゃそうよ。あんたら自身が白鳳六家のトラブルなんでしょ。こっちで延々と庇かばってたら、それこそ戦争の火種になっちゃうもの」

　つんけんと、少女は唇をとがらせる。

　こちらを突き刺すような視線は、本当に死のうが生きようがどうでもいいのだと、念押ししているようだった。

　それでも、

「ありがとう」

　素す直なおに頭をさげると、少女は一いつ瞬しゆん戸と惑まどったように息を止めて、すぐにぷいと視線をそむけた。

「ふん。そ、それより、あのティルトローターとかいうのは、あのままでいいの」

「……ああ、あれは〈カエアン〉から事後処理を頼たのんでおいた。〈イカロス〉と一いつ緒しよに回収するついでに、情報操作もろもろやってくれるってさ」

「へえ、相変わらず便利ね」

　感心したように言って、少女は踵きびすを返す。

「せいぜい、〈おに〉同士で内輪もめしてるといいわ。その方が鬼き仙せん側としてはつけこめて便利だもの」

　捨て台詞ぜりふのように言って、ひらひらと手を振った。

　それでも嫌いやみは感じられなかったあたり、この少女の人徳かもしれない。

　最後に、

「……できたら、あまり死なないようにね」

　そんな言葉が、とても小さく残されたのであった。




　　　　２




　礼堂にしまってあった毛布をひきずりだして、そこにリコを横たわらせてから、馳郎はよいせと言って腰こしを叩たたいた。

　いつのまにか、妹がずいぶん重くなっていたことに気づく。

〈カエアン〉の筋力補助機能も、普ふ段だんは切っているから、なおさらだった。

　その背後で、

「……なるほどね。そういう事情で、北斗と一緒にやってきたわけか」

　ちょこんと椅い子すに座って、ナタがうなずいた。

　トレードマークの白い帽ぼう子しが、ふわふわと揺ゆれる。軽く礼堂の掃そう除じをしながら、互たがいの情報を交こう換かんしていたのである。ほとんどは蓮リヤ花ンフアの前で話したことと重複していたが、北斗の突とつ然ぜんの変化などは初めて話したものだった。

　当の北斗は、堂の外である。

　万が一隼人が戻もどってきたとき、自分ならすぐ分かるからと、見張りを買って出たものだった。

　ぶらぶらと綺き麗れいな足を動かして、少女はこう口にした。

「そうすると、最初にキミやリコを襲おそったのも半分本気で半分演技だったんだろうな」

「演技？」

「ああ、思い返してみれば、たかが管財人とか、リコに対してだけ妙みように大げさな言い方をしてた。リコにあの風の刃やいばを放ったときも、必要以上に屋や敷しきを巻き込んで崩ほう落らくさせたりな。おおかたリコを保護しようとしてるとか、周囲に思わせないためだったんだろう。結局、効果はなかったみたいだがね」

「……なるほど」

　思い当たる節はあった。

　最初の挑ちよう発はつ的だった態度も、そういう事情なら納なつ得とくできる。要するに、あの少年にとってリコ以外の相手はどうでもよかったということだろう。

「お前、ホントいろいろ考えるのな」

「キミが考えなさすぎるだけだ」

　はあ、とナタがため息をつく。

「だいたいキミ、身体からだの調子はどうなんだ？　リコもそうだが、生身で近くにいた分、キミの方が〈おに〉の氣チイにあてられてもおかしくないはずだぞ。私が鬼宝を使ったそばにもいたんだし」

「ん？　ああ、そっちは全然平気。慣れたんじゃないか？　お前だって力はセーブしてくれてたんだろし」

　そういえば先月は、ナタが鬼宝を使うたびにひどい脱だつ力りよく感に襲われたものだったが、今回はいくらか目眩めまいがしたぐらいだった。

「……ふむ、耐たい性せいか。ありえなくはないが」

　顎あご先さきに手をおいて、ナタが少し考え込む。

　それから、

「で……どうせ、キミはあれの話を聞きにいくんだろう」

　と、少女は訊いた。

「ああ、まあそのつもりだけど」

「分かってるのか？」

　うなずいた馳郎に、ナタが椅子を降り、ひどく真しん剣けんな顔つきで詰つめ寄ったのだ。

「人の事情に──まして白鳳六家とやらの内部事情に立ち入ってしまえば、どうやっても巻き込まれることになるぞ。今だって巻き込まれたも同然だが、あの北斗を差し出してしまえば、まだ退たい避ひする余地はあるかもしれない。リコにしてみても、いっそその方が安全だろう。それを全部捨ててかまわないのか？」

　その勢いに、馳郎もたじたじと一歩後ずさる。

「や、まあそのほら、あっちももう依い頼らい人だし」

「まだ千円受け取ったわけじゃないだろう。そもそも、北斗からキミに依頼するという意志を確かく認にんしたわけでもない。たまたま無事だったとはいえ、あれがこちらに危害を加えようとしたのだって揺るがない事実だ」

　そこまで言って、ナタは改めて少年の瞳ひとみを見つめる。

「キミにとって、人を守るとはどういうことなんだい？」

「…………」

　はたして、少年は黙り込んだ。

　少女の問いはひどく核かく心しん的で、それゆえに軽々しく答えられなかったからだ。

　かなり長いこと考えて、片手で顔を押さえた。ちょうど火傷やけどの跡あとが残ってるあたりだった。ぎゅうっと眉み間けんにしわが寄って、そのまま十数秒も少年は動かなかった。

　息も殺した時間は、長く長く続いて。

　その後で、

「……すまん。やっぱり、うまく言えないや」

　少年が、ことりと頭を下げる。

　石を吞み込んだかのような、胃の底から絞しぼり出すような声だった。

「ただ、それでも、無視したくないんだ」

　それだけを、ぽつりと言った。

「それでも俺は、目の前で追い詰められてる相手を放ほうり出してしまうのは、どうしてもできないんだ」

「……ああ、それでも、なんだろうな」

　と、白い帽子の少女は目を細めた。

　本当に、どうしようもなさそうに吐と息いきをついた。だけど、その吐息と裏腹に、その唇くちびるは花を思わせてほころんでいた。

「困ったことに、そういうキミだからこそ、私が救われたのも本当だ。いろんな意味で不服ではあるのだけどな」

　眉まゆをひそめて、片目をつむる。

　言葉通り、不満たっぷりという様子ではあるのに、不思議と苛いら立だっている感じは皆かい無むであった。

「少し、顔を寄せてくれないか」

「え？　おお」

　言われるとおり、顔を突つき出す。

　へっぴり腰ごしになった馳郎の顔の高さを、確かめるようにナタが触ふれた。

「って、おい、何を──」

「いいから黙って」

　ぴしりと、ナタが言いつける。

　それで硬こう直ちよくした馳郎の顎や額に、何度となく柔やわらかな手が触れて、高さを調整する。そうする少女の顔つきはひどく真剣で、うかつに話しかけられないぐらいだった。皮ひ膚ふに触れる指先の意外な冷たさや柔らかさを意識するたび、なぜか顔が異様に熱くなって、心臓が破は裂れつしてしまいそうに高鳴った。

（そういや、これって……）

　前に、同じようなことをされたのを思い出す。

　何度か、ほっぺたを舐なめられたこと。キミのほっぺたは美味おいしいななどと、なんとも馬ば鹿か馬ば鹿かしいことを、最高の笑え顔がおで言われたこと。

　そんな記き憶おくがよみがえるだけで、胸の高鳴りは倍にもなった。

「よし。目をつむって」

「……あ、あ」

　返事が、うまくできない。

　つばが喉のどに貼はりついた。足元が怪あやしくて、バランス感覚が根こそぎ失われたかのよう。床ゆかが突とつ然ぜん粘ねん性せいのスライムと化した気分だった。

　もう一度、壊こわれ物でも扱あつかうように、少女の指が優やさしくこちらを触れた。

　ぴりぴりと、かすかな電でん撃げきが皮膚を伝うようだった。

　が、

「────!?」

　次の瞬しゆん間かん、すべての思考が別の感覚に持って行かれたのだ。

「あいだだだだだだだだっだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだ！」

　思いっきり、頰ほおをつねりあげられたのである。

　あまりに遠えん慮りよ無く、それこそちぎりかねないほどの力でひねりあげられた。思わず馳郎が跳はね上がってもすぐには離はなしてもらえず、ようやく解放されたのは少年がさんざっぱらのたうちまわった後のことだった。

「な、ナタ！　何するんだよ！」

「うむ、なんとなくこうしたくなったのだ」

　そんなことを、胸を張って、白い帽子の少女は告げたものである。

「なんとなくって──！」

「私にもよく分からぬ。ただ、そうだな」

　ぷいと視線をそむけて、ナタは唇をとがらせて言う。




「多分、キミが、私を放ったらかしにしてるからじゃないか？」




「…………ぅ」

　何故なぜか、馳郎は黙だまり込んでしまった。

　ナタの言い分は何の理由にもなってないのに、理性よりもずっと深いどこかが、確かにそれは十分な理由だと認めてしまっていたのだった。

「……え、と」

　頰を押さえたまま、言葉に詰まる。

　それはナタも同じで、少女はわずかに目を見開いたまま、停止していた。自分の口にした言葉が自分でも思いがけなかったというようでもあった。

　奇き妙みように重い沈ちん黙もくが礼堂に落ちた。

　およそ、数秒。

　ふたりが、同時に口を開いたのだ。

「そ、その申し訳ないと思ってるなら……」

「ま、前は人の氣チイを吸っていったよな……」

　その言葉で、ふたりとも再び黙り込む。

　見事なまでに、自分たちが同じことを言いかけたことに気づいたのだ。

　やがて、少年の方がおずおずと指を出した。

「指先で、悪いけど……」

「……あ、ああ。お詫わびとして、も、もらっておくぞ」

　遠慮深げに、ナタが少年の指を手に取った。

　両手で包み込むようにその指を口元へ近づけて──そっと艶つややかな唇が指先へ近づいた。

「…………っ」

　少年が、その光景に吐息をこぼす。

　吸きゆう血けつ鬼き。

　鬼き仙せんの、もうひとつの呼び名。

　ちゅ、と指先に、切ない音がした。

（う、わ……）

　馳郎の心臓が、また強く鳴った。

　ちゅ、ちゅ、と音は愛いとしげに二度続いた。それから、かり、と甘い痛み。

（わ……あ、わ……）

[image: ]

　鼓こ膜まくも皮膚も、その音と痛みに溶とけてしまうようだった。

　唾だ液えきに濡ぬれる感かん触しよく。遠慮深げに触れる舌。口腔こうの粘ねん膜まくの温かさ。うずきにも似た──こちらの深しん奥おうまで侵しん入にゆうしてくる感覚。何か、柔らかなものがこちらの真ん中にまで入り込み、大切なものを引きずり出しているような痺しびれ。

（…………っっっ）

　痺れが、こちらの内側を埋うめ尽つくしていく。

　ぞわぞわと、さわさわと、こちらを優しく侵しん略りやくしていく。

　それでいて、不快では無かった。この相手なら──と、自然に思える温かな感情が、少年の一番奥にふわりと灯ともっていた。

　それが。

　不意に、

「──おしまい！」

　と、その指を少年の胸に押しつけて、少女は断たち切った。

「……あ……って、もう、いいのか」

「おしまいったらおしまいだ！　十分もらった！　これ以上もらったら、私の方がおかしくなってしまうから！」

　かあ、と顔を真っ赤にして、ナタがそんなことを言いつのる。

　そうした様子がまた、普ふ段だんと著いちじるしくギャップのあるせいで、馳郎はますます固まってしまうのであった。

　ふたりとも黙り込んでいたが、今度は間がもたなくて、ナタから口を開く。

　こつん、とこちらの胸を叩たたいた。

「ひとつだけ、言っておくぞ。──私は、キミの助手なんだからな」

「ん、ああ。分かってるけど」

　曖あい昧まいにうなずいた少年を前に、少女はきゅっと帽ぼう子しをひきおろす。

　可愛かわいい顔が見えなくなったなと、少し残念に思った少年の胸を、ナタはもう一度、こつんと叩く。




「だから、きちんと、キミの無む茶ちやに付き合わせろ」




「……うん」

　これは、ひどく素す直なおに告げていた。

　考えるよりも早く、気持ちが言葉を発していた。そのことが伝わったのか、少女も嬉うれしそうにうなずいていた。

　そして、

「よろしい。さ、行って来い」

　ぽん、と少年の背中を押してくれたのだった。




　　　　＊




　礼堂の扉とびらを開くと、すでに日は傾かたむいていた。

　何もかもをべったりとした色に染めてしまう、燃えるような紅。もともと赤色系の多い中ちゆう華か街がいでも、その色はやはり特別だった。

　北斗は、すぐに見つかった。

　廟びようの階段に座り込み、膝ひざを抱かかえていたのだ。

　漆しつ黒こくの学生服は夕暮れの光に溶け込んでいて、その学生服を纏まとう少年もまた、鮮せん烈れつなアカイロに消えてしまいそうに見えた。

「よ」

　と、馳郎は手をあげた。

　北斗の反応はない。

　もっとも、それは予想してたことなので、馳郎は気にせず隣となりに座った。北斗も嫌いやがることはなく、すとんと腰こしを下ろすことが出来た。

　すんすんと、鼻をうごめかせる。

　おそらく屋台のものだろうと思われる、美味しそうな匂においがした。

　豚ぶたまんや中華ちまきの香かおり。油の滴したたるような刈中華バ包ーガーに、甘いココナツミルクのそれも混じっていた。食しよく欲よくを誘さそうハーブの香りに、ぐうと腹が鳴るのを押さえて、馳郎は困ったように微び苦く笑しようした。

「美味うまそうだな」

「……脂あぶらっこいのは好みじゃないな」

　やっと、答えがあった。

　空腹自体については、否定しないらしい。

「リコさ、さっきお前のことを、くうちゃんって呼んでたな」

「……ええ」

　北斗は、言葉少なに認める。

　最初の傲ごう然ぜんとした態度は、すっかり鳴りをひそめていた。あれが虚きよ勢せいだったのか、はたまた今単にショックが抜ぬけきらないだけなのかは分からない。

　ただ、馳郎はもっと単純なことが気になった。

「ひょっとして、友達だったのか？」

「それほどの仲じゃないよ。昔、数回話しただけだから」

　噓うそとは思えない。

　だけど、微び妙みように何かがずれている気はした。ジグソーパズルのパーツがそろっているのに、うまくはまらないような違い和わ感かんがあった。

　すると、

「──ただ、僕は勝手に憧あこがれてた」

　と、少年は口にしたのだ。

「憧れてたって、リコに？」

「ええ」

　北斗がうなずく。

　影かげ法ぼう師しも、同じ動きでうなずいた。夕ゆう陽ひの眩まぶしさに目を細めて、馳郎は改めて少年へと問いかけた。

「どうしてだ？」

「だって、リコさんは外の人だったから」

「外？」

「白鳳六家の、外」

　北斗の苦笑が、弱々しくアカイロに紛まぎれ込む。

「君には分からないだろうけどね。白鳳六家は厳しい血統主義だ。一応リコさんは遠とお縁えんの血を引いていたらしいけれど、そんなのが白翁のすぐそばに侍はべることなど、本来なら絶対に認められない。先代白翁直々のひきたてでなければ、まずありえなかったことだろう」

　訥とつ々とつと、呟つぶやきが続く。

「だから、最初はちょっと脅おどかしてやるつもりだった。お前が来た場所は、こんな〈おに〉のいるところなんだぞって、怯おびえさせようと思っていた」

「…………」

「今から思えば、苛いら立だっていたんだと思う」

　北斗が言う。

　馳郎は黙っている。

　ふたりの間に流れる空気は、いままでにない穏おだやかさを秘ひめていた。

「どうして？」

　と、馳郎から訊きいた。

「そのときにはもう、僕と隼人兄さんの差ははっきりとついていたんだよ」

　少年の手元で、くるくると枯かれ葉が舞まった。

　風。

「僕らの〈おに〉は、だいたい六、七歳で目覚めるんだ。僕が目覚めたのは早くて四歳ぐらい。そして目覚めたときに、〈力〉の上限──角つのの数は決定してしまう。ああ、言っておくけれど、二つ角はそれなりに珍めずらしいんだよ」

　つんつん、と自分の額を北斗はつつく。

「普ふ通つうだったら、僕は歓かん迎げいされたんだと思う。六家それぞれの本家でも、常に角持ちが生まれるわけじゃない。だけど、六家中第四位に落ちたばかりの空うつほの家は普通じゃなくて、父さんが手をつけた妾めかけは隼人兄さんを生んでいた。そして僕と同じぐらいの年、兄さんは〈おに〉として最高の資質、三つ角に目覚めていた」




　──『俺は妾の子なんだよ』




　隼人も、そう言っていた。

　何の引け目もなく、何のてらいもなく、何のひっかかりもなく。

　むしろ、その事実こそが目の前の少年を傷つけるのに、最も都合のよい武器だというように。

　馳郎が、口を開く。

「だから、リコにあたるつもりだったのか？」

「多分、最初はね。だけど、ちょっと脅おどそうと操あやつった風を見て、リコさんはこんなことを言ったんだ」

「こんなこと？」

「Txy＝P[image: ]（dV/dy）……」

　数字と記号からできあがった一連の数式を、学生服の少年は口にした。

　魔ま法ほう使つかいの呪じゆ文もんでも聞いたかのように、馳郎が目を丸くする。

「なんだそりゃ」

「僕もわけがわからなかったよ」

　肩かたをすくめて、北斗は苦笑する。

「リコさんが教えてくれた数式。レイノルズ応力とか渦か動どう粘ねん性せい係数とかいうそうだけど、僕も詳くわしくは知らない。ただ、僕の風は、その数式と似てるんだってさ。風よりも水の乱流と似てるとか言ってたかな」

　数式。

　リコの、天才。

　それは、馳郎も知っている。〈カエアン〉はもとより、膨ぼう大だいな白翁のネットワークを維い持じしているのは、少女の才能あってのことだ。本人いわく、人工知能のサポートが前提とのことだが、その人工知能だって少女の創造物ではないか。

「──あなたの風は数字でも綺き麗れいだね、だってさ」

　はは、と北斗は笑った。

「きっと彼女にとっては当たり前の感想で、そんな話をしたことも忘れてるだろう。だけど、僕は違ちがった。初めて見てもらった。そんな気がした。小学生になったばかりの僕に、彼女の数字はまったく理解できなかったけれど……僕らの〈力〉は、ただ〈おに〉とかバケモノとかわけのわからないものじゃなくて、ちゃんと数字に置き換かえられて、他ほかの誰だれかでも意味のあるものなんだって、そう言ってもらえた気がした」

　最後を、ひどく愛いとしげに、北斗は呟いた。

「白鳳六家だろうがそうじゃなかろうが、僕には意味があるって、そう言ってもらえた気がした」

「…………」

　不思議な気持ちがした。

　北斗が苛立っていたのは、自分と兄の差だという。それはまさしく〈おに〉としての〈力〉の差であり、〈力〉の存在によって北斗は迫はく害がいされる立場へと追いやられた。

　だけど。

〈力〉によって否定されても、それでも〈力〉は彼のアイデンティティだったのだ。

　あるいは。

　もっと単純に──好きだったのかもしれない。

　まったく別の視点から見てもらうことで、自分が自分の〈力〉を好きだったことを、やっと認められたのかもしれない。

「だから……嬉しかった。喜んじゃいけないのに」

「なんだよ、そりゃ」

「分からない？」

　北斗が、首を傾かしげる。

「隼人兄さんはね。僕が好きなおもちゃを全部壊こわしていったんだ」

「っ……」

　一いつ瞬しゆん、息が止まった。

「最初は、他愛たわいないテレビのおもちゃとかゲームとかだった。でも〈力〉が強くなるにつれて、壊す対象はおもちゃじゃすまなくなった。よく世話してくれた女中さんや消しゴムを貸してくれただけのクラスメイト、果てはお気に入りだった公園まで、全部念入りに隼人兄さんは壊していった。誰も逆らえやしない。隼人兄さんは〈おに〉として最強。現代で四人しかいない三つ角なんだから」

「…………っ」

　馳郎が、言葉に詰つまる。

　想像したのだ。

　人や施し設せつを、あの魔ま風ふうが破は壊かいしていく光景。たとえ子供であろうと、〈おに〉としての威い力りよくには何のハンディにもなるまい。むしろ子供であるからこそ、無む邪じや気きに遠えん慮りよ無く、その〈力〉を振ふるってきたのではないか。

　そして、その〈力〉が常に自分の愛するモノに向かっていたとしたら──。

　ほんの少し笑ったり、ほんの少し嬉うれしかったり、自分がそんな思いをしたということを理由に、すべてが壊されていったとしたら──。




　──それは、地じ獄ごくではないのか。




　ぞくり、と背中が震ふるえた。

　想像だけで、神経が過か剰じよう反応を起こしたのだ。一度震えただけでは収まらず、ぞくぞくとした悪お寒かんが伝わり、背中から二の腕うでまでが粟あわ立だった。

「だから、隠かくしていたのか」

「隠すというほどじゃなかったよ」

　北斗が、力なく微笑ほほえむ。

「もう二度と会わないようにしただけ。君が白翁を受け継つがなかった八年間、ほとんど六家の時間は停てい滞たいしてたから、リコさんが六家と接せつ触しよくすることもなかった。隼人兄さんとリコさんが接触する心配もなくて……ただ、隼人兄さんが、僕のまわりのものを片かた端はしから壊していっただけ。それだって数年もすれば飽あきたしね」

「飽きた……？」

　粘ねばっこい唾つばを飲み込み、馳郎が訊く。

「……僕の反応に飽きたんだよ。大切なものを全部壊されて、いまさら何があっても僕がたいした反応をしなくなっちゃったから」

　と、北斗は答えた。

　学がく帽ぼうの下に貼はりついたような笑えみは、ひどく虚うつろであった。

「当主の座にも興味を持たなかった。いっそ持ってくれれば良かったんだけど、兄さんにとって、そんな外の権けん威いはどうでもいいものだった。むしろ、僕が当主になることにはすごく協力的で、〈力〉のことで文句をいうような相手は、自分から黙だまらせにいって……さあ、この権力で欲しいものをガンガン手に入れろよ……って、すごく、すごく優やさしく言うんだ」

　まるでマシュマロのような甘さと柔やわらかさ。

　そんな声こわ音ねで、兄は弟へと何度も告げたのだという。

「欲しいものをいっぱい手に入れて、早く大切なものをつくってくれよって」

「…………」

　まるで、呪のろいだ。

　自分が壊すためにこそ、相手に大切なものをつくらせようという、悪あく魔まめいた発想。

　いいや、悪魔そのものだろう。

　風の、悪魔。

「俺が、白翁になったから……」

「ああ」

　馳郎の言葉を、北斗は肯こう定ていした。

「君が白翁になったことで、凍こおりついた六家の時間は再び動き始めた。ずっと世界から目をそらし続けていた僕もそうするわけにはいかなくなった。だから、隼人兄さんに目を付けられてどうしようもなくなる前に、あの会議で暴れてみたんだけど……結局これだよ」

　ふるふると、少年はかぶりを振る。

「だけど、だからって君を恨うらむのも筋すじ違ちがいだろう。早いか遅おそいかだけの違いだ。状じよう況きようが変わったなら、どうせ兄さんは僕に目を付けた。あっちこっちひきずりまわされて、同じようなことになってたと思うよ」

　これは運命だったのだと、そう結論づけるような少年の台詞せりふだった。

　ゆっくりと立ち上がる。

　ほとんど没ぼつしかかった夕ゆう陽ひの中で、学生服の少年は漆しつ黒こくの彫ちよう像ぞうのごとく屹きつ立りつした。

「リコさんの場所、教えてくれたことは感謝する」

　硬かたい声で、言う。

「お礼に、できるかぎり時間をつくってみる。君はリコさんを連れて、できるだけ見つからない場所に逃にげてくれ。白翁の権力なら世界のどこにでも隠れ家はつくれるだろう」

　そう告げて立ち去ろうとした少年の手首が、後ろから摑つかまれた。

　無論、馳郎だった。

「千円よこせ」

　と、少年は囁ささやいた。

「は？」

「いいからよこせっての」

　嚙かみつくような勢いで、思わず懐ふところを押さえた少年のポケットから財さい布ふをもぎとり、千円だけを奪うばって投げ返す。

「な、なんだ君は！」

「ボディガードだよ」

　千円札を自分のポケットに突つっ込んで、少年はふんと鼻を鳴らす。




「俺が、お前のボディガードをやる。この千円だけで理由は十分だ」
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　夢を、見る。

　少女が見る夢は、おおよそ数字にあふれている。多くの数列と記号が有機的につながって、可換モノイドやソポレフ空間、はたまた亜群マグマと呼ばれる代数的構造を形成し、時にアルファベットをまじえてプログラムのソースコードに化けたりする。本気でこれらの数式を解読したなら、国際的な賞のひとつやふたつは取れるかも知れないが、リコにそんな興味はなかった。

　ただ、数字と記号とアルファベットに酔よう。

　数式と踊おどる。

　膨大なコードの間を飛び跳はねる。

　そのひとつに、少女の目がとまった。

（あ……おじさんの、足音）

　と、気づいたからだ。

　個人の靴くつや癖くせによって微び妙みように変わる足音の、環かん境きようによる揺ゆらぎも含ふくめて表現した一連の数式だった。今よりもずっと少女が数字に敏びん感かんで、何を見ても数式に変へん換かんされてしまった頃ころのもの。

　その式だけで、聞こえてしまう。

　柔らかなオストリッチの革かわが擦こすれる音。体格は中肉中背で歩ほ幅はばはやや大きめ。案外ずぼらで、ダブルソールの踵かかとはすり減りっぱなし。ゆっくりと床ゆかを踏ふみ、こちらを発見するといつもの癖で二回爪つま先さきを鳴らしてから、少しだけ速い足取りで歩み寄ってくる。

　そのすべてが、数式に表現されていた。

　もう思い出すまいと考えていたその式を見るだけで、少女の胸は締しめつけられた。

　すぐに、式がカタチを変える。

　アルファベットを伴ともなった、一連のソースコードへと。

（これは……〈カエアン〉の……）

　人工知能の根幹となっている一連のコード。

　あのジャケットが見せる情動めいた反応は、後に大おお幅はばな強化をされてから学習したものだが、プログラムの根本は幼少のリコが思いついたこのコードから成り立っていた。

　ひとりぼっちだったリコが、話し相手を求めてつくりあげたカタチ。

　ひとりだったリコに、初めて出来た友達。

　友達という、コード。




　──『ひょっとすると、そういう〈おに〉なのかもしれない』




　かつてそう言った相手はもはや遠く。

　代わりに、兄がやってきて、少女は友〈カエ達アン〉に新しいお願いをした。

　もう二度と、大切な人が失われないように。自分のたったひとりの新しい家族を、自分の一番最初の友達に託たくした。

　たった千円で誰だれでも守りたいとか、ひどく愚おろかな夢を公言する兄が、その愚かな夢を愚かなまま貫つらぬけるように。誰よりも、リコ自身がそうした馬ば鹿かげた在り方に、心を動かされてしまったから。

　本当は、白翁なんかにしたくはなかった。

　ずっと、少し変わった学生の、ボディガードの兄でいてほしかった。

　その意味で、ほんの少しだけ、あの真っ白な吸きゆう血けつ鬼きを恨んでるかもしれない。

　白翁の遺産を受け継がせてしまったから……というだけではなく、もっと別の意味も込めて。

（…………）

　また、式が変わる。

　別の数字と記号によってつくられた、レイノルズ応力のそれと近しい数式であった。

（……え？）

　その式に、ある台詞が脳のう裏りをよぎった。




　──『あなたの風は数字でも綺き麗れいだね』




　ほかの誰でもない。

　自分自身の告げた言葉。

　自分自身が、この肌はだで覚えた感想。

（そうだ、この式は……）

　記き憶おくが、明めい滅めつする。

　水みな底そこから浮ふ上じようするような感覚。それとともに、少女は記憶の底の、とあるイメージとエピソードを摑み取った。

（そうだ……これは……北斗……ちゃん……の……）

　浮うかんでいく。

　浮かび上がっていく。

　淡あわい光とともに──少女は、目を覚ました。







「やあ」

「リコ！」

「……ナタさん。お兄ちゃん」

　目覚めにぴたりと合わせた少女と、もどかしそうに身を乗り出した少年を、リコはその視界に入れた。

　礼堂の中だった。

　宗教施し設せつということもありおよそ前近代的な建築なのだが、一応古めかしい電球ぐらいはついていて、その光がリコを夢から目覚めさせたらしかった。

　赤く塗ぬられた壁かべに、居い心ごこ地ちの悪そうな学生服の少年が背をもたせかけていた。

「北斗」

　横たわったまま、リコが目を見開く。

　その表情に、少年は学帽をきゅっと引き下げ、視線をそむけた。

「言いたいことは分かる。僕のことは放ほうっておいてくれていい。単に、そこの馬鹿がボディガードをするとかわけのわからないことを言うから、残っているだけだ。君が不快だというなら、すぐにでも出て行く」

　硬い声で、そう口にした。

　何者も寄せつけない、鉄てつ壁ぺきの意志を強く示していた。実際、これまでは誰も近づかなかったのだろう。

　だけど、

「くう……ちゃん……？」

　少女のその声に、びくりと身体からだが震ふるえた。

　学がく帽ぼうを引き下げて表情は隠かくしたままだったが、それでも動どう揺ようは覆おおいきれなかった。

「……リコに、紙人形のダンス、見せてくれたよね」

　少女の言葉のひとつひとつが、少年にはいかなる武器よりも重く響ひびくようだった。

「……君を、脅おどそうと思っただけだ」

　北斗は、嚙みしめるように言う。

　片手は学帽のつばをつまんでいる。その指が小刻みに震えていた。馳郎もナタも何も言わずに、その少年を見つめていた。

　リコは、かまわずに言葉を継ついだ。

「知ってる。だけど綺麗だった。ひらひら風に舞まい踊る紙人形とか、リコがそれまでに見た中で一番不思議だった」

　それはきっと、少年と少女の最初の出会い。

　待ちぼうけしていた少女リコを脅かそうとした少年の、思いがけなかった結果。

「だから嬉うれしかった。白翁のおじさん以外に、あんな綺麗なものを見せてくれた人はいなかったから」

「…………」

　ふわりと微び笑しようした少女に、北斗は硬こう直ちよくした。

「忘れてて、ごめん。あんまり昔と違ちがったから──」

「……僕は」

　そこで、北斗の言葉が途と切ぎれた。

　嗚お咽えつのように声こわ音ねがぶれて、何度となくしゃくりあげて、少年が両手で顔を覆った。

「ごめ、ん」

　と、その指の間から、言葉が漏もれたのだ。

「ごめ、ん、ご、めん、ごめん、ごめん、ごめん、ごめん、ごめん、ごめん、ごめん……本当に……本、当に、ごめ、ん、リコさ、ん」

　何度も、何度も、何度もしゃくりあげ、同じ言葉で謝った。それしか知らぬようであった。それしかできないようであった。

　対して、少女はかぶりを振ふった。

「ううん。リコだって、そうだもの」

　兄の手を取って、少女が弱々しく立ち上がる。

　それから、啜すすり上げる少年の頭を、そっと抱だいた。

　けして強い力ではなかった。むしろ、薄うす紙がみも破れぬほどのか弱いベクトル量に過ぎなかった。だけど、一いつ瞬しゆんだけ震えた少年は、そのまま少女の白衣の肩かたへすがりつくように、もたれかかった。

「ご、ごめ、ん……」

「リコも、ごめん。本当にひさしぶり……くうちゃん……」

　少女と少年は、その格好のまま、しばらく動かぬままでいたのであった。
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　──そこは、暗い部屋だった。
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　コンクリート打ちっぱなしの部屋で、ほとんど物が置かれていない。かろうじて家具らしいものは、パイプベッドと小さな引き出し付きの机ぐらいだ。

　生活感がないとか以前に、あまりにも殺風景で、息が詰つまりそうな場所。

　しかし、今。

　かち、かち、と無機質な音が部屋にはしていた。

　パイプベッドに腰こし掛かけて、ひとりの若者がルービックキューブを回しているのだった。通常のものとは異なり、一辺が三分割ではなく七分割された高難度の品である。よほど慣れたものでも色をそろえるのに一時間以上はかかるという代しろ物ものだった。

　しかし、若者がキューブをひとつ回すたびに、各面は確実に色を揃そろえていった。

　やがて、

「あ……完成しちゃった」

　ため息とともに、若者はルービックキューブを見下ろし、足元に落とした。

　踏みつぶす。

　プラスチックの破は片へんを撒まき散らし、あっさりと壊こわれたルービックキューブがコンクリートの上を転がっていった。

　いかにも残念そうだったのに、一秒後には若者はすっきりした表情になっていた。

「やっぱ、簡単に解けて壊れるのは駄だ目めだな。遊んでる気がしねえ。眠ねむ気けのひとつもとれねえな」

　あくびひとつして、ひらひらと手を振る。

　ちょうどそのとき、胸むな元もとで携けい帯たいが鳴った。六十年代のアメリカンミュージック。

「──なんだ、あんたか」

　頰ほおと肩で携帯電でん話わを挟はさんで、若者は気だるげにうなずく。

「ああ、そうだよ。思ったより、新しい白翁ってのは悪わる知ぢ恵えが回るな。千円でボディガードとかふざけた話を聞いたときは、もうちょっと夢見がちな馬鹿かと思ってたんだがな。まあ、おかげでちっとばかり楽しくなりそうだ」

　くくっ、とウィンドブレーカーの肩を揺ゆらす。

　マフラーもしたままで、まるで深海の鮫さめのごとく笑ったのだ。

「分かってるよ」

　と、若者は携帯電話へ口にした。




「あれは……俺の獲え物ものだ。あんたに言われなくても、ほかの誰だれにもやりやしねえよ」




　そう言って、空隼人は自らの唇くちびるを舐なめあげたのであった。
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　馳はせ郎ろうたちは、礼堂で話し合っていた。

　北ほく斗とが落ち着き、馳郎たちと向かい合うだけの冷静さを取り戻もどして、さらに一時間ほどしてからのことだった。

　最初は面おも映はゆいようで、言葉もおぼつかなかったが、次し第だいにそれも解けていった。

　話の焦しよう点てんとなったのは、やはり隼はや人とのことだった。

「もしも、隼人兄さんと対たい抗こうするなら……奇き襲しゆうによる短期決戦しかないと思う」

　ぽつりと、北斗がそう口にしたのである。

「まあ、あの風をいかに使わせないかってことだよな」

　馳郎も納なつ得とくする。

　つまるところ、『いかに主導権を渡わたさずに終わらせるか』という話だ。間ま違ちがいなく、この場で一番空うつほ隼人を知り尽つくした者の発言であるだけに、その言葉には説得力があった。

「私としても、長期戦は勘かん弁べんしてほしいな」

　少し離はなれた場所で、椅い子すに座っていたナタが意見を発した。

「お前も？」

「ああ。昨日の戦いから、まだ回復しきってない。鬼き宝ほうを使えるのはせいぜい二回か三回がいいところだ。私の不死属性は、〈おに〉には何の役にも立たないしな」

　鬼き仙せんを、ただの人に戻してしまうナタの不死属性ちから。

　相手が鬼仙ならほとんど天敵といってよい能力ではある。だからこそ、この少女は鬼仙同士の大戦において、最終兵器とまでうたわれた。しかし、鬼仙以外が敵となった今は、その不死属性も使いようがなかった。

「ただし、逆もいえるぞ」

　と、ナタは付け足した。

「能力そのものは強大だが、〈おに〉の肉体は──少なくとも、空隼人の身体からだは、一いつ般ぱん的な鬼仙ほどに堅けん固ごではないと見た。変へん生じよう属性とかいったか。あの風の防ぼう壁へきさえ破れれば、打だ倒とう自体は難しくあるまい」

「うん。空うつほの血だと、呪じゆ力りよくはほとんど現象操作に使われちゃってるね。肉体強化はほとんどゼロ。いくら空隼人が三つ角づのだとはいっても、もともとゼロなものは伸のばしようがないと思う」

　これは、毛布に直接座ったリコも太たい鼓こ判ばんを押す。

　ひとまず、突とつ破ぱ口こうは見えたカタチだ。

　緒しよ戦せんではバケモノとしか見えなかった空隼人だが、弱点は確かに存在する。そういう意味では、蓮リヤ花ンフアよりも抗こうしやすいかもしれない。

　ほんの少し、明るい空気が場を満たしたところで、おずおずと北斗が切り出した。

「でも、どうやって不意打ちするつもりなんです？　残念ですが、僕は兄の住居までは知りません」

「……そっちは、なんとかなるかも」

　リコが答えた。

「できるのか、リコ？」

「やってみないと分からないけどね。でも、あの〈おに〉には、せっかくつくったばかりのティルトローター壊こわされたんだもん。リコもちょっとぐらいお返ししてあげたいよ」

　それから、壁かべにもたれた学がく帽ぼうの少年を振ふり返った。

「くうちゃんのことだってあるし」

「…………っ」

　恥はずかしそうに、少年がうつむく。

　そうしていると、似合いのふたりではあった。

　なんとなく面おも白しろくなさそうに馳郎は見ていたが、やがてすんと鼻を鳴らしてから、こう口にした。

「いまのところ、ほかの六ろつ家けは何の態度も表明してないんだよな」

「うん。どこもこれといった宣言はなし。一番怖こわいのが気まぐれな第一位の真朱まそおだったけれど、こちらも今回のことについては触ふれてこない。まだ空隼人の襲しゆう撃げきについて知らないか、知ってても無視して、成り行きを見守るということみたいね。こちらが鬼仙の縄なわ張ばりにいるのも大きいとは思うけど」

　リコが、肯こう定ていする。

「だったら、そっちにも遠えん慮りよはいらないか」

「……ふうん」

「ん、何だ？」

「ううん。お兄ちゃん、本気で白はく翁おうを継ついでくれるつもりなんだなって」

　少し嬉うれしそうに、もっと少しだけ寂さびしそうに、リコが微び笑しようした。

　その意味があまり分からなくて、馳郎は首を傾かしげる。

「やるからにはちゃんと、って言ったのはお前だろ」

「うん、そうだよ。だから仕方ないなあって思ったの」

　妹の発言に、ますます兄は混乱して顔をしかめるばかりだ。

　そんな兄を、リコは優やさしく見守る。少女にとって、兄はとても大切な相手で──いっそ神聖な位置を占しめていた。もっと単純に、尊敬しているといってもよい。




　──『だって、リコさんは外の人だったから』




　北斗は、リコに憧あこがれた理由をそう語った。

　リコのも、それに似ている。最初の保護施し設せつにも白はく鳳ほう六家にもいなかった、戌いぬ見み馳郎という在り方に、きっとリコは憧れている。

　だけど、もっと別の、甘あま酸ずっぱい何かもあって。

（…………）

　それは、おそらく一生伝えることはない想おもいで。

　だから。

　そっと近寄って、少年に耳打ちしたのだ。

「ところで、リコが寝ねてたときのことなんだけど」

「ん？」

　きょとんとした兄に、リコは悪戯いたずらっぽく続けた。

「恥ずかしいから、妹の前でああいうことするのやめてね？」

「────」

　一いつ瞬しゆん、考えて。

　次の一瞬で、少年の頭が沸ふつ騰とうした。

「り、リコぉぉおぉぉ!?　お、おおおおお、お前、ひょっとして起きてたのか！」

「意識は夢の中だったし？　どれが現実か分からないぐらいはぼんやりしてたけど、なんとなく聞こえてたような聞こえてなかったような？　あ、そういえば、リコの部屋でも手とか握にぎりあってたけれど、実は赤せき裸ら々らに見せちゃう方がお兄ちゃんの趣しゆ味み？」

　顎あご先さきに指をあてて、にまにました妹の目が半円を描えがく。

　兄は、硬こう直ちよくしたまま、耳の先まで朱に染まった。

「だ、黙だまれ！　黙れ！　いいから忘れろ！　忘れろ忘れろ全部忘れろぉ！」

　きゃっきゃとリコが、兎うさぎみたいに礼堂を駆かけ回る。

　かしましい兄きよう妹だい喧げん嘩かを繰くり広げるふたりに、北斗はひどく珍めずらしいものでも見るように何度も瞬まばたきして……ナタは、これまたひそやかに帽ぼう子しを引き下げて、真っ赤になったうなじだけを覗のぞかせていたのであった。
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　やがて、深夜になった。

　礼堂から廟びようを出て、少年は中ちゆう華か街がいの通りへと歩を進めた。

　馳郎である。さすがにめぼしい店てん舗ぽはほぼすべて閉まっており、ほかの人ひと影かげは見当たらなかった。

　ただ、風が気持ちいい。

　頰ほおを過ぎてゆく風に、瞼まぶたを閉じる。

　ナタのように氣チイを感じることはできないが、中華街のそれはたとえ深夜でもどこか昼の賑にぎわいを残していて、その活気の名残なごりが少年には愛いとしく思えた。

　あれからうやむやの内に兄妹喧嘩は中断されたのだが、やはり気き恥はずかしさまでは拭ぬぐいきれず、こうして外に出てきた次第である。思い出すだけでかっと顔が熱くなり、風が冷やしてくれるまでの幾いくばくかの間、少年は悶もん絶ぜつするような気持ちに囚とらわれるのだった。

　気持ちの正体は、まだ分かってない。

　いや。

　正体というよりも、根源だろうか。

　どうしてそれを恥ずかしく思ってしまうのかという、とても単純で、とても複雑な気持ちの発生源。

「……はあ」

　深く、ため息をつく。

　五月の夜気に、吐と息いきは渦うずを巻いて溶とけていった。

　あまり離れるのも良くないなと、廟へ引き返しはじめたところで、足を止めた。

「ん？　北斗か」

　と、少年は相手の名を呼んだ。

「なんだ、お前も出歩いてたのか？　リコと話してても良かったのに。積もる話とかあるんじゃねえの」

「あ、いや……」

　北斗は、もごもごと口にして、視線をそらす。

　出会ったときとはまるで異なる印象だが、もう慣れてはいた。向こうが適切な言葉を見つけるのを、ゆっくりと待つ。

　数秒ほどで、北斗は顔をあげた。

「君は……どうして白翁を継いだんだ？」

「あん、それ前も似たようなこと言ってたな。そんなに気になるのか」

「気になる、よ」

　北斗は、ほんの少しだけ強く言う。

「君は、もともと部外者だろう。遺産が魅み力りよく的だとしても、一般人に十分なだけの金銭は手切れ金として渡されるはずだし、そもそも命の危険の方が遥はるかに高い。だったら、逃にげる方がよっぽど普ふ通つうのはずだ」

「そりゃまあそうだがさ。だけど、前も言ったけど、一度でもその〈力〉を借りた以上、義務も責任もある。安直に逃げるわけにいかねえよ。──それに」

「それに？」

　鸚おう鵡む返がえしした北斗に、少年はやや考えてから答えた。

「今は、少し知りたいかもしれない」

「何を？」

「前の事件でさ、ナタや蓮リヤ花ンフアみたいな鬼仙に会ったんだ。今回はお前や隼人みたいな〈おに〉に会った。──じゃあ、その狭間であのおっさんは何を見てたんだろうって思う。今の俺には想像もつかないような景色を見ていたのなら、一体何をしたかったんだろうって。それを知りたいって、今は少し思ってるんだ」

　少年の瞳ひとみは、きらきらとしていた。

　わくわくと、無む邪じや気きに海かい賊ぞくの宝物でも探す子供のような瞳であった。だから、それに北斗も見入ってしまった。

　余計なことを言ったと思ったのか、馳郎はばつが悪そうに、頰の火傷やけどの跡あとを搔かいた。

「んじゃ、また明日な」

　ぱぱっと手を振って、足早に廟へと戻もどっていく。

　スポーツジャケットの背中が通りの向こうに消えたのを確かく認にんして、

「──彼は、いつもああなのか」

　と、北斗は呟つぶやいた。

「私が知る限りではね」

　と、返事があった。

　通りの建物の、屋根だ。中華街らしく赤く染め上げられたその屋根に、白いワンピースの少女──ナタがちょこんとのっかっていたのである。

　念のため、馳郎を見守っていたらしい。

「君も、ずいぶん過保護だね」

「仕方ないだろう。目を離はなすと、あの雇やとい主はすぐおかしなことに巻き込まれる」

「そうみたいだね」

　腕うでを組んだ少女に、くすりと北斗は笑って、こう尋たずねた。

「どうして、君は彼と一いつ緒しよに？」

「事情は知ってるんじゃないのか」

「ああ、知ってる。知ってるけど君は……」

　少し言いにくそうに、少年の語ご尾びが揺ゆれた。

「君は……鬼仙の兵器だろう？」

　いろいろな意味が、こもった問いだった。

　もっとも、対するナタの方はあっけらかんとしていた。

「そうだとも。だけど、そんな私のために、あいつは白翁になってしまった。だったら、あいつが嫌いやというまでは一緒にいるさ」

「あの、新しい白翁が、好きなのか？」

「……あぁ、そんなことか」

　学生服の〈おに〉の質問に、白いワンピースの少女は困ったように微笑した。

「好きになっちゃいけないだろう？　キミの言うとおり、私は鬼仙で、彼は人間だよ？」

　それきりで、身を翻ひるがえした。

　再び、気配が消え去ってから、




「……それはもう、答えだよ」




　ひどく切なそうに、中華街の通りで、北斗は呟いたのであった。
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　黄こう坂さか市の南部には、大きな埋うめ立て地が広がっている。

　埋め立てでつくられた、人工島である。

　数十年前、日本がバブルに入る直前から着手され、一時は好こう況きように乗ってクローズアップされた場所なのだが、後に液状化現象などもあってその人気を衰おとろえさせていった。

　もっとも最近になって再開発が始まり、国内線の空港がつくられたりして、新たな機運を見せているのだが、最初に開発されたあたり──黄坂ニューシティと名付けられた場所は、ほぼ廃はい墟きよと化している。

　夜明け前。

　一日で、最も暗いと言われる時間。

　馳郎たちが選んだのは、その黄坂ニューシティであった。

「──ここに、隼人が？」

　尋ねたナタに、

「リコの話によるとな」

　と、馳郎が答えた。

　かすかに、潮の香かおりがする。

　人工島だけあって、海が近いのだ。

　そのためか、灰色にそびえた団地の外装はいささかならず錆さびついており、もはや明かりもほとんどついていない。ぽっかりと浮うかんだ満月が明るいだけに、その廃墟めいた景色はなおさら不気味に映った。

『名義は何人か残してるけれど、実際の住人は六年前からゼロみたい。そのへんで管理会社も放ほう棄きしちゃったしね』

　これは、馳郎の鼓こ膜まくへ、リコの声が届いたのだ。

　少女は後衛から支し援えんを行うため、同じ人工島の、少し離れたあたりに隠かくれていた。

「隼人についてはどうなんだよ」

『この前の襲しゆう撃げきから、ずっとうちの人工衛星で追ってて、消えたのがこのへん。周囲の監かん視しカメラも、旧型はネットワークに接続してなかったからデータが漁あされなかったけど、駅の監視カメラにはそれらしい人間が映ってたよ』

　前回の襲撃直後から、リコは自家用の人工衛星で、隼人を監視していたのである。戦せん闘とう機ならいざしらず、同等の速度で飛ひ翔しようする人間大の飛行物体となれば、追つい跡せきも一ひと筋すじ縄なわではいかなかったが、このニューシティ周辺で消えたところまでは確認できた。

　後は、中華街でかくまってもらえるタイムリミットが来るより先に、こちらから打って出たという次し第だいだ。

「…………」

　北斗は、馳郎たちの背後で沈ちん黙もくしている。

　いつもの学生服のままで、少年はひどく青ざめた表情をしていた。

「大だい丈じよう夫ぶか？　北斗」

「う、うん……ちょっと……気分が悪いだけ……」

　自分の身体からだを抱だいて、北斗は小さくうなずく。しかし、ほとんど蠟ろう人にん形ぎようのごとき顔色を見れば、到とう底てい言葉通りとは思えない。

　吐はき気を抑おさえるように学生服の胸むな元もとを押さえて、少年は訊きいた。

「君は……本当に、兄さんに勝てると思う？」

「思わなきゃ、やらねえよ」

　と、馳郎はかぶりを振ふった。

　それから、眉まゆをひそめた。

「ん、なんか意外か？」

「いや……君みたいな人は、やってみなきゃ分からないとか、そんなことを言うのかと」

「俺だけのことで、これが喧けん嘩かだったら、そう言うよ。でも、今回はボディガードの仕事だろうが」

「……ボディガード？」

「お前の、ボディガードだろ」

　ぴっと指さして、馳郎ははっきりと言ったのだ。

　少年は面めん食くらったように瞬まばたきする。

「あれ……本気、なのか？」

「今いま更さらだろ」

　唇くちびるをとがらせた馳郎へ、さらにリコが付け加えた。

『先にも言ったけど、ドローンを使って、人がいそうな範はん囲いは特定してるわ。多分、隼人がいるのは七号団地。細かいところは、直接捜そう索さくして』

「はいはい」

　安やす請うけ合いして、７とアラビア数字で書かれた団地を目指す。

　念のため裏口から入り、用心深く足音を殺して、非常階段をあがっていった。

　その途と中ちゆうで、小さく囁ささやいた。

「〈カエアン〉」

『イエス、マスター。要リク請エス起ト・動ブート。偵てい察さつプログラム０３──〈クレアボワイヤンス〉』

　すると、ジャケットから仕掛マニピけ腕ユレータが飛び出し、ラッパに似た形状のホーン・アンテナを形成したのだ。

「それが……言ってたやつ？」

「そうそう。なんとか波とかいうのを出して、部屋の中の相手を確かめるための装置だってさ」

『マイクロ波です、マスター。壁かべの厚さにもよりますが、通常の鉄筋コンクリートの三十センチぐらいまでなら問題になりません。もっとも、現在の精度ではおおざっぱなカタチ以上は判別できませんが』

　機械音声が、冷ややかに訂てい正せいする。

　いや、人工知能なのだから冷ややかも何もないはずなのだが、不思議とそういった感情を思わせる相手ではあった。

「了りよう解かい。どの道、ほかに住人がいないなら一緒だろ。北斗もいいな？」

「……うん」

　少年が、ごくりと唾つばを吞のみ込む。

　用心深く、馳郎たちは進んでいく。

　万が一隼人に気づかれては、すべてが終わる。

　仕掛マニピけ腕ユレータにアンテナを操作させながら、三人は細心の注意を払はらって、古城のような団地の通路を歩いていく。

　やがて、仕掛マニピけ腕ユレータが反応した。

『発見しました』

　逆側の非常階段と接した、一番向こう側の部屋だった。

　その部屋にホーン・アンテナを向けたまま、機械音声が告げたのだ。

『人間大の物体が、ベッドに座っているのを確かく認にん。読書中と思われます。背せ丈たけなどのデータも空隼人とほぼ一いつ致ち』

「おし」

　馳郎が、拳こぶしを握にぎり込む。

「再確認するぞ。まず、俺が扉とびらを破は壊かいしつつ突つっ込んで攪かく乱らん。そこを北斗の風とナタの鬼き宝ほうでぶちのめす」

「作戦といえるレベルではないが、妥だ当とうだな」

　ナタも、小声で認める。

　現状の戦力で考えられる、最大攻こう撃げき力であった。

　いかに隼人の操あやつる風が強力でも、これだけの攻撃を不意打ちでしかければ、相当なダメージは免まぬがれ得まい。

「……行くぞ！」

　小さく、しかし鋭するどく少年が叫さけんだ。

　振りかぶった拳に、三本の仕掛マニピけ腕ユレータが結合する。一式・特攻パン用複ツア合電ー・磁腕アーム。馳郎の持つ最大の近接攻撃手段で、扉ごとぶちぬくつもりだった。

　その腕うでが、電磁の光に包まれたとき。

　不意に、北斗が口を開いたのだ。

「……ごめん、みんな」

「え？」

　少年が、視線だけを向ける。

　すぐ近くの非常階段から、北斗が空中へと身を躍おどらせたのだ。

　だが、一度発動した特攻パン用複ツア合電ー・磁腕アームはもはや止まらず、過あやまたずに鉄の扉をぶち抜ぬいた。

　その部屋には、確かに人ひと影かげがいた。

　わざとらしくハードカバーの本を持たせられたマネキンが！

「な──っ！」

　驚きよう愕がくも、刹せつ那な。

「馳郎、そこを──」

　ナタの叫びが、届くよりも早く。




　ごおっ、と怪かい獣じゆうの雄お叫たけびにも似た音が、世界をつんざいた。
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　すべては、一いつ瞬しゆんの内に起きた。

　老ろう朽きゆう化した団地の外がい壁へきは、コンマ一秒さえ保もたなかった。

　あらゆる窓から、扉から、通路から、破壊の風は刹那の内に忍しのび入り、周辺の何もかもをでたらめに挽ひき潰つぶす。破壊された瓦が礫れきはそのままもみくちゃにされて浮かび上がり、巨きよ大だいな洗せん濯たく機きに攪かく拌はんされるかのようにぶつかりあって、さらに細かく破断されていったのだ。

　けして、風圧だけのなせる現象ではなかった。

　音速を超こえて物体が移動するとき、ソニックブームが発生するとされる。

　これは、擬ぎ似じ的に物体のような硬こう度どを得た風自体でも同じことだった。より正確には、周囲の気流がばらばらに速度を操作されることで、無む理り矢や理りに同じ現象を再現させられていたのだ。

　まともな科学者なら、一いつ笑しように付して終わるはずの現象。

　現実にはありえぬとされた、Ｆ６クラス・トルネードの、さらに倍。

　音速以上の風によって、強きよう烈れつなソニックブームを伴ともなう竜たつ巻まきという、常識はずれの災害を。
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　欧おう米べいでは、竜巻を神の指という。

　あまりに非現実じみた光景が、天空の神がつきおろした指のように見えるからだ。ハリウッド映画でも使われた呼び名と光景だが、とりわけ強烈な竜巻にあっては、自動車が浮うきあがり、家がまるごと吹ふき飛ぶこともけして珍めずらしくないという。

　今は、それどころではなかった。

　まるで冗じよう談だんのような景色が、地表には広がっていた。

　隼人の見下ろす七号団地は、まさしく微み塵じんに破壊されていたのである。綺き麗れいに更さら地ちにされた有様は、それこそフードプロセッサーにフルーツを投げ込んだかのようだった。

　さきほどの竜巻が、団地をまるごと嚙かみ砕くだいたのだ。

「空うつほの二十三式・禍まがつ嚙かみ、てところか。まあ、半分以上俺のオリジナルなんだが」

　隼人が、薄うすく笑う。

　額とこめかみには、すでに三本の半はん透とう明めいな角つのが生えている。角を醒ますと六家の老人たちは言っていたが、さすがの隼人にとってもそれなしには使えぬ秘術だったのだろう。

　その視線が、すっと隣となりの虚こ空くうへと向いた。

「おお、北斗。うまくいったな」

　空中で、隼人は数十メートル離はなれた相手へ笑いかける。

「……隼人兄さん」

　少年は、苦く渋じゆうの表情で視線をそらした。

　しかし、隼人はますますにこやかに笑うのだ。

「さすがに、あいつらの目の前で、ゆっくり風を練ってるわけにもいかんからな。お前はいい働きをしてくれたよ。あれなら、余計な小細工もするひまなかったろ」

「…………」

　うつむいたまま、隼人の学がく帽ぼうが引き下ろされる。

　しかし。

　それも、数秒のことだった。

「おかげで、こいつも捕つかまえられた」

　旋せん風ぷうが、新たな人影を吹き上げたのだ。

　ポニーテールと白衣が煽あおられ、苦しそうな少女の姿を露あらわとする。その途と端たんに、北斗はありとあらゆる表情を消したのだ。

「居場所さえ分かれば簡単なもんだな？　あいつらが団地に突とつ入にゆうしてから捕ほ獲かくして、急いで戻もどってきたんだぜ。お兄ちゃん大おお忙いそがしだったっての」

「そん、な……」

　顔をあげた北斗が、血相を変えて嚙みついた。

「リコさんには、手を出さないと言っただろう！」

「ん？　俺がそんな約束守るガラか？」

　げらげらと、歯を剝むきだして、隼人が笑う。

「は、は。そんなことも忘れるぐらい、一いつ生しよう懸けん命めいだったんだな。おいおい、前より可愛かわいくなってるな北斗。あんまり兄さんを嬉うれしくさせるなよ。──ああ、安心してくれ、お前がもうちょい俺を喜ばせてくれれば、殺すまでにはもう少し手間をかけてやるよ」

「…………っ」

　リコの身体からだが、苦しそうに震ふるえた。

　風に圧あつ迫ぱくされた少女は、声ひとつ出せぬようだった。

　北斗の顔もまた無残に歪ゆがみ、がたがたと震えも隠かくせぬまま、幼なじみの少女と残ざん虐ぎやくなる兄へ手を伸のばした。

「──逆らうなよ、北斗」

　その一言で、手は止まった。

　操ろうとしていた風は、そよ風と変わって、優やさしく兄の長い髪かみを撫なでた。

「そうそう、いい子だ、北斗。お前は俺に逆らうな」

　甘い声で、隼人は囁ささやく。

　北斗は、ただ嚙み合わぬ奥歯を鳴らし、学生服の胸むな元もとを握りしめた。

「じゃあ……僕は、なんでみんな……」

「んんん？　無む駄だ死じにさせたことが悔くやしいぐらいには、あいつらも大切だったか？」

　意外そうに、隼人が片かた眉まゆをあげた。

「だったら、ずいぶん惜おしいことをしたな。ひとりずつ殺せば、お前の反応をもっと楽しめたのに」

　本気で残念そうに、ため息をつく。

　起きている現象と言動が常識離ばなれしてるだけに、それらの人間らしい仕草がどうしようもなく不気味だった。

「ま、いっか。ほれ、恨うらみ言のひとつでも言ってやれよ」

　少女を圧迫する風を、ゆるめる。

　がくりと首を前にのめらせて、少女が肺にたまった息を吐はき出す。

　それから、

「ちゃん……」

　と、呻うめきが漏もれた。

　北斗の瞳ひとみが、みっともなく揺ゆれる。

　しかし、隼人はいぶかしげに顔をしかめたのだ。

「あん？」

　少女は、こう叫んだ。




「……お兄ちゃん！　早く来てよ！」




　はたして。

　応こたえは──あった。

「おお！」

　叫さけびとともに、微塵と化したはずの団地の一点から、凄すさまじい勢いで人影が噴ふき上がったのである。

　馳郎。

　そして、飛ひ翔しよう用追加ユニット・〈イカロス〉。

「……ってめえ！」

　リコを奪うばわれまいと割って入ろうとした隼人へ、馳郎は強く吼ほえた。

「〈カエアン〉！」

「要リク請エス起ト・動ブート。攻こう性せいプログラム０４〈ボルト〉。──二重ダブル起動・ブート。攻性プログラム０３〈リッパー〉！」

　機械音声とともに、仕掛マニピけ腕ユレータが跳はね上がった。少年の拳こぶしと共に計五本の腕が紫し電でんを纏まとい、さらに仕掛マニピけ腕ユレータからは特とく殊しゆ鍛たん造ぞうされたナイフが露ろ出しゆつして、こちらも電でん撃げきを閃ひらめかせた。

　交こう錯さくは、音を立てなかった。

　隼人の脇わきをこじあけるようにして、少年は自らの妹を奪だつ取しゆした。そのまま空中で切り返し、地表すれすれで少女の身体を下ろす。

　隼人は、中空にたたずんだままだった。

　肩かた口ぐちを押さえていた。ウィンドブレーカーのそこだけが、ナイフの刃やいばと電撃によって焼き切れていたのであった。

「お前ら……そんなものを使うヒマはなかったろう？」

[image: ]

　隼人が示し唆さしたのは、馳郎のことではなかった。

　たった今リコが下ろされたすぐ隣で、微び笑しようしている少女のことであった。

　ナタの周囲には、守護宝ほう剣けんたる鬼き宝ほう・陰おん陽みよう剣けんが浮ふ遊ゆうしていたのだ。

「ああ、なかったとも。残念ながらキミの奇き襲しゆうは完かん璧ぺきだったからね。咄とつ嗟さに口こう訣けつを唱となえて、鬼宝を起動するような余よ裕ゆうはなかった。無理に起動してもあの威い力りよくでは潰されただろうしね。──だから、最初から使ってたんだよ」

　リコが退たい避ひするのを待っているのか、ゆっくりとナタは話す。

　隼人も、もはやリコのことはどうでもいいとばかりに、その時間稼かせぎに乗った。

「最初から？」

「団地に踏ふみ込む前からさ。北斗には見つからないよう、こっそり離れた場所で口訣を唱えて、団地の上の階に潜ひそませていた。この陰陽剣はある程度自己判断してくれる鬼宝なんでね」

　くるくると回る一いつ対ついの剣を、ナタが誇ほこらしげに仰あおぐ。

　追加ユニットの〈イカロス〉も、同じように近くへ隠していたということなのだろう。

「北斗から、お前との事情は聞いてたからな。脅おどしてくるぐらいは予想がついたし、携けい帯たい電でん話わを盗とう聴ちようするぐらいはさせてもらったっつの」

　馳郎は、とんとんと自分のこめかみをつつく。

「──ずいぶん、汚きたないイカサマも得意なんだな。新しい白翁さんは」

　冷たい声で、隼人が言った。

「お前が面おも白しろがることなんざ、してやるつもりはねえ」

　一歩たりとも、馳郎は退ひかなかった。

　そして、視線を移した。

「北斗」

「僕、は……」

　狼ろう狽ばいのあまり、北斗は過呼吸のように、喘ぜん鳴めいを生じさせていた。

　急転する現実を、精神よりも身体の方が受け入れきれない。めまぐるしく移り変わる世界を拒きよ絶ぜつして、身体がチャンネルを閉とざそうとする。

「北斗」

　再び、馳郎が言う。

「お前は、俺に助けてほしいのか」

「そんな、こと……言えるはずが……」

「俺に、千円渡わたしたろうが」

　馳郎が言う。

　北斗は、弱々しくかぶりを振ふった。

「そんなの……ただのはした金だろ……僕は君を……君も、ナタも、リコさんも、全員を裏切ったんだぞ……」

「それでも」

　馳郎が言う。

　声は荒あらげなかった。

　けして強く言うことはせず、ただ少年の耳にだけは届くよう、一言ずつ区切るようにして口にした。

「それでも……その千円は、昔の俺の全財産だ」

「は？」

　隼人が、眉をひそめる。

　北斗には、通じた。

　出会う前から、馳郎のことを一通り調べていた少年は、戌見馳郎にとって千円がどういう意味を持つかも知っていた。

「どうなんだよ！　お前はそれでいいのかよ！」

　馳郎が、叫ぶ。

　今度こそ、強く、強く、強く、叫んでいた。

「その兄貴に踏みつけにされて！　大事なモノを片かた端はしから壊こわされて！　ずっとそのままでいいのかよ！」

（ああ……）

　それを見るナタも、胸を詰つまらせる。

　この少年は、やはりボディガードではない。

　普通のボディガードではありえない。

　ただ相手を守るのではなく、依い頼らい人に害なす存在を排はい除じよするのではなく──もっとずっと根本的に──自分が守られてもよい人間なのだと、一番大切なことを思い起こさせる。

　そのためなら、わざと敵の奇襲を受けてもみせる。裏の裏をかく機会を見過ごしても、依頼人の真ん中を守るための、たったひとつの言葉を引きずり出そうとする。

　先月の事件で、自分にそうしてくれたように。

「僕……は……」

　北斗の声が、掠かすれた。

「僕は……」

「っざけるな！」

　隼人の手が閃く。

　吹ふきすさぶ風は斬ざん魔まの鎌かま。

　北斗の操あやつる風ふう刃じんと同じように見えても、その威力と速度は数倍。鋼鉄はおろかダイヤモンドさえ切断する。

　馳郎が飛ぶ。

　再び、〈イカロス〉のノズルが噴ふん射しや炎えんを吐き出す。隼人の風刃は方向を変え、追ホーミ尾ングシ弾ヨツトのごとく、精密に少年の軌き道どうを遮さえぎった。

　だが、その直前で馳郎の軌道も変じた。

『自律オート起動・ブート。軌道予測プログラム０４──〈ファルコン〉』

「っ!?」

　最初から追つい尾びの軌道さえ予測していたかのように、少年は風刃同士を激げき突とつ・相そう殺さいさせ、さらに加速したのだ。

「リコが、つくったんだよ！」

『リコ様がターゲット空隼人の風を操る数式をつくられました。言われる通り、気流よりは水流に近い。粘ねん性せい流体と剪せん断だんの問題です』

　馳郎の軌道を補正しながら、機械音声が告げる。




　──『あなたの風は数字でも綺き麗れいだね』




　北斗の風をそう表現した少女は、隼人の風も数式にしてのけたのだ。

　無論、そのような急加速・急制動を連続して行えば、〈イカロス〉はともかく馳郎が無事ではいられない。昨日、墜つい落らくするティルトローターを追ったときのように、内臓と血流に途と轍てつもない加速度Ｇがかかり、視界がたちまちグレイアウトしていく。

　それでも、吼ほえた。

「言えよ！　北斗！」

「……守って……くれ」

　掠かすれた声が、聞こえた。

　空気抵てい抗こうが呼吸も押さえつける世界の中で、馳郎は確かに聞き取った。

「北斗！」

「僕を守ってくれ！　戌見馳郎！」

　言った。

　端たん正せいな顔を無様に汚よごして、それでも少年は言った。

　だから、

「任せろ！」

「……戌見、馳郎ぉっ！」

　初めて、隼人が少年の名を呼んだ。

　それは、この少年が自らの敵だと認めた証あかしか。

　凄せい絶ぜつな憎にくしみと殺意をこめて、隼人の風刃がとりわけ鋭するどく世界を薙ないだ。

　少年は、打ち払った。

　仕掛マニピけ腕ユレータの特殊鍛造ナイフをもって、〈カエアン〉の軌道予測プログラムを利用して、〈おに〉の不可視の刃を迎げい撃げきした。

「っるせえ……！」

　隼人を、睨にらみつける。

「俺だって、お前は気にくわねえ！　ここから先、お前が面白がることなんざひとつだって起こしてやらねえ！」




　　　　３




「リコ、先に避ひ難なんを！」

「……うん」

　兄の言葉に、妹はそそくさと退避していった。

「ナタ！」

　続いて呼びかけると、ナタはこくりとうなずいた。

　氣チイの収しゆう奪だつに巻き込まぬよう、リコが一定範はん囲いから離はなれた後、口訣を唱える。




「──古き七支族の血を借りて、汝なんじの兵器は筋きん斗と雲うんの三番目の娘むすめに乞こい願う！」

「風の疾しつ輪りん、火の業ごう輪りん、双ふた輪わならびて蒼そう穹きゆうを走れ、風ふう火か輪りん！」




　鬼宝・風火輪。

　たちまち少女は空を飛び、スポーツジャケットの少年とならびたつ。

　ひどく、しっくりとくる組み合わせだった。わずか一ヶ月どころか、もう数年もそうしてきたかのようなたたずまいであった。

　千円ボディガードと、その助手と。

「北斗」

　ナタは、背後のもうひとりの少年へ呼びかける。

「彼に、助けられるつもりになったかな」

「……なったよ」

　学生服の少年も、ためらいがちに肯こう定ていする。

　そして、

「……あ～あ」

　と、眼前の隼人は吐と息いきを漏もらしたのだ。

　怒いかりが沸ふつ点てんを超こえて、逆に冷静さを取り戻もどした──あるいは、一定限度を超えた憤ふん怒ぬが、かえって凍とう土どのごとき冷ややかさに似るのかもしれなかった。

　どちらも、人を殺すに足るという意味で。

「仕方ねえな。とりあえず、俺に逆らってくれるのは悪くない。ここは俺が折れておこうか」

　べろり、と唇を舐なめあげる。

　その若者に、馳郎が口を挟はさんだ。

「……どうして、そこまでして北斗を追い詰めようとする？」

「壊し甲が斐いがあるからだよ」

　あっさりと、隼人は答える。

「そいつは非才だがね。一応、俺と同じ〈力〉の二つ角づのだ。遊んでもそれなりに壊れず、健けな気げに頑がん張ばってくれるだろう。実際、ここまでそうだったわけだしな」

「…………」

　北斗は、兄のそんな言葉を黙だまって聞いている。

「そういう意味ではほかの三つ角の方がいいんだが、あいつらの〈力〉、どいつもこいつも嚙かみ合わないんだよな。向こうもそう思ってるはずだぜ。お互たがいに嚙み合わなさすぎて、喧けん嘩かしてもあまり面おも白しろくないってな」

「それで……兄貴だってのに、ずっとくだらないちょっかいばかりをかけた？」

「兄だからだろ」

　大いに、隼人が肩かたをそびやかす。

「俺にはその義務があるんだよ」

「義務？」

「だってな、暴力を振ふるうための才能があった」

　道どう化けのように、手を振って一礼してみせた。

「才能ってのは発揮するためにあるんだろう？　世間じゃそういうよな？　自分の才能を発揮するのは才能を持った者の義務だって。俺にあった才能ってのはさ、結局この暴力だけなんだ。こいつしか、俺を生きてる気持ちにはさせてくれないんだよ」

　ひどく、単純な理り屈くつ。

　いっそ無む邪じや気きといってもいい、馬ば鹿かげた動機。

　だけど、

（…………）

　少しだけ。

　ほんの少しだけ、馳郎はその言葉に納なつ得とくした。

　先月出会った鬼仙──吸きゆう血けつ鬼きたちは、ほぼ全員が遠い過去の出来事にとらわれていた。

　対して、この〈おに〉にあるのは、現在いまだ。たった今生きているその欲よく望ぼうを満足させるためにこそ、彼はあらゆる〈力〉を振るおうとしている。それが正しかろうが間ま違ちがっていようが関係なく、ただ欲望にのみ従って、生きている。

　それこそが、鬼仙と〈おに〉の最大の違ちがいなのかもしれない。

　死者鬼仙と生者〈おに〉。北斗と初めて出会ったときにも感じた、その印象が改めて裏付けられた。

「だから俺は、この才能で暴力を振るうぞ？」

　魔ま風ふうが、何かを切り裂さいた。

　プログラムからその軌道を知って、馳郎が地表を見下ろす。

　すぐ近くにあった、五号団地だった。その半ばを一いち陣じんの風が通りすぎたのだと、馳郎は知っていた。

　問題は、続く一秒だった。

　風刃に切り裂かれた団地の上半分が、途轍もない竜たつ巻まきによって持ち上げられたのだ。

「な……んだ……こりゃ……」

　馳郎の喉のどが、一気に干ひ上あがった。

　アメリカのハリケーンなどの映像で、家が巻き上げられたのは見たことがある。

　だが、目の前の現象はそれを遥はるかに上回っていた。質量にして数十倍はあろうかという、コンクリートと鉄筋の塊かたまりが竜巻に持ち上げられていたのである。

　あまりに非現実な光景。

　さきほどの、禍まがつ嚙かみでは驚きよう愕がくする時間もなかった現象を、淡たん々たんと見せつけられる。

「守ってみろよボディガード！」

　隼人が、三本の角を覗のぞかせて笑う。

　ぐるりと風が巻き、巨きよ大だいな構造物が投射された──！




　　　　＊




　たとえ空中であろうと、巨大すぎるベクトル量は、人間の身体からだごときたやすく挽ひき潰つぶす。

　隕石メテオス激突トライクにも匹ひつ敵てきする、その激突。

　接触の一いつ瞬しゆん、斬線が生じた。

　元は五号団地であった構造物の、さらに斜ななめ上。コンクリートに幾いく重えもの線が走り、風が吹ふき出し、そこから三人の人ひと影かげが飛び出したのだ。

「断たち切るだけなら──僕にもできた」

　北斗の、声。

　少年の額は、再び双そう角かくを生やしていた。その呪じゆ力りよくをもって兄の投射した構造物を断ち切ったのである。とはいえ、今の抵抗は死力を尽つくしたものだったのか。顔色はもはや蒼そう白はくを通り越こして、透とう明めいに近い。

　隼人は、嗤わらった。

「は、まだ遊んでくれるか！」

　両手が、横に伸のびた。

　すると、若者を中心にして、みるみるうちに真っ白なものが虚こ空くうを満たしていった。

「霧きり!?」

　馳郎が、目を見開く。

　あっという間に、数十センチ先も危あやぶまれるほどに霧が濃こくなっていく。

『マスター』

　機械音声が、ある情報を馳郎に伝える。

　少年の血相が変わった。

「ナタ、炎ほのおの鬼宝を！」

「────っ！」

　機能を制限された今の少女にとっては、まさしく切り札といえる鬼宝。

　しかし、少年の叫さけびを受けて、ナタは一瞬もためらわずに行使した。




「古き七支族の血を借りて、汝の兵器は芭ば蕉しよう扇せんの三番目の娘に乞い願う」

「──三さん昧まい、狂きよう風ふう、煽あおぎて叫べ、五ご火か神しん焰えん扇せん！」




　五火神焰扇。

　扇おうぎから生まれた炎が、霧を薙なぎ払はらう。

　霧に含ふくまれた水分がたちまち蒸発し、馳郎たちの場所へ、どっと空気がなだれ込んだ。

　白いヴェールを剝はがれ、姿を現した隼人が唇くちびるを歪ゆがめた。

「なんだ、気づいたのか。そのままにしてくれれば、あっさり終わったのに」

「また、空気の成分をいじりやがったな。それも水分と二酸化炭素」

　通常、二酸化炭素は空気中に○・○三％しか含まれていない。これが三％を超えれば頭痛やめまいが発生し、七％を超えれば数分で意識不明、二十％を超えた場合は数秒で呼吸停止するとも言われる。

　馳郎は、炎によって上じよう昇しよう気流を発生させ、強ごう引いんに空気をいれかえさせたのだ。

　ナタの鬼宝によって強引に解決したのは、同じ〈おに〉である北斗の気流では、隼人に抗こうしきれぬ可能性を考えたためである。

「二酸化炭素中毒ってのも乙おつなもんだろ？　じゃあ、こっちはどうだ」

「っさせるか！」

　馳郎が、急加速した。

　たてつづけに、周囲の空気が裂ける。

　しかし、それら風ふう刃じんの軌き跡せきはすでに〈カエアン〉が予測していた。曲芸飛行を思わせて、少年の身体が空中に翻ひるがえる。この数秒だけはあらゆる負担を端はしから無視。最大加速をもって、若者の死角から仕掛マニピけ腕ユレータが乱らん舞ぶする。

『自オート律・デユ二重アル・起動ブート。〈リッパー〉、〈ボルト〉』

「おおおおおおおおおらあああっ！」

　あたかも、五本腕の蜘蛛くものようだった。

　阿あ修しゆ羅らのごとく、ナイフと紫し電でんの乱れ打ちとが若者を直ちよく撃げきする。

　しかし。

　手て応ごたえは、なかった。

「幻げん像ぞう……ってのはありきたりだったか？」

　かすかにシルエットを歪ませて、隼人が嗤った。

「前の太陽レンズと同じ。少しばかり光の屈くつ折せつ率をいじって、俺の居場所をずらしてやっただけ。──ほれ」

「────っ！」

　直感だけで、馳郎は〈イカロス〉を旋せん回かいさせた。

　それでも間に合わなかった。

　風の槌つちが、少年を打ちのめし、〈イカロス〉の翼つばさをへし折った。

「馳郎！」

　ナタの悲痛な声が、墜つい落らくする少年の身体を追った。

　片かた翼よくをもぎとられて大地に激げき突とつする直前、かろうじて〈カエアン〉が残ったエンジンを叩たたき起こし、勢いを半減させたが、それでも無事に着地させるには足りなかった。

　水切りの石みたいに、少年の身体が地面にぶつかって数度跳はねる。

　途と中ちゆうで、〈イカロス〉が剝はく離りした。

　瓦が礫れきのひとつに背中から激突し、かは、と肺の空気を絞しぼり出される。

「どうした！」

　と、隼人が叫んだ。

「ここから先、俺を面白がらせることはひとつもないとか、ありゃただの大たい言げん壮そう語ごか！」




　　　　＊




「…………っ」

　北斗は、目を見開く。

　初めて、兄が自分ではなく、他人に執しゆう着ちやくする場面を見たからだ。少年にしてみれば、それはある意味で隼人が倒たおされる以上の奇き蹟せきだった。

　白鳳六家の誰だれも──隼人のほか三人いる三つ角でさえなしえなかった──奇蹟。

　それを起こしたのが〈おに〉でも鬼き仙せんでもない、ただの人間であることが、少年にとっては最大の衝しよう撃げきであった。

　だからこそ。

　その光景を見ながら、北斗は思った。

（僕は……）

　と、考えてしまった。

　兄に怯おびえるのではなく、ただ〈力〉に振ふり回されるのでもなく、自分の意志をもって自分のやるべきことを思った。

（僕に……。僕でも……できる……ことは……）




　　　　＊




「うる……せえ……！」

　意識不明だったのは、一秒にも満たない。

　馳郎が目を開いた瞬しゆん間かん、隼人が喜き悦えつを浮うかばせて風刃を放った。もはや少年は避よけられる体勢にない。

　刹せつ那な、がば、と地面のコンクリートの一部が開いたのだ。

　その内側から、巨大な銀色の球体が浮かび上がったのである。

　猛もう烈れつな勢いで回転してきた銀色の物体は、隼人の風刃さえも跳ね返して、少年のすぐそばで停止した。

「──なっ!?」

「やっと……来たかよ。てめえが団地ごとなにもかもぶっこわすものだから、出すのに時間がかかったろうが」

　球体にもたれかかって、馳郎が淡あわく笑う。

　大の男の身長ほどもある、球状のオブジェとしか見えなかった。表面は顔が映るほどに磨みがきこまれた金属で、いくつか切れ目のような線と、レンズを思わせる小さな円が刻まれている。

「何だ……それは」

「〈武アー器セナ庫ル〉だよ」

　馳郎が、笑う。

　血まみれで銀色の球体にもたれかかり、それでも笑う。

「俺と会ってから、そんなものを設置する時間があったか」

「ねえよ。こいつは一ヶ月前から、あちこちに置いてただけだ」

「……何？」

「一ヶ月前、俺はナタを守るって約束したんでね。で、ナタには鬼仙の追っ手がかかると思ってた。だから、黄坂市中の土地をあちこち買いあさって、いろいろ仕掛けをつくっておいたんだよ。この近くには、たまたまこいつを置いてたってだけ」

　平然と、少年が言う。

　今の墜落で、膝ひざががくがくと震ふるえている。さしもの〈カエアン〉も人工筋肉による補正が十全には働いてないらしかった。

　だが、その隙すきをつくのも忘れて、隼人は茫ぼう然ぜんと口を開いた。

「こんなものを……街中に？」

「いいや。あいにく、こいつは量産できなくてさ。全部が全部こいつってわけにはいかなかった。でもまあ、それぞれの土地にそれぞれの特とく徴ちようを活いかして配置してる。おかげで政治家に嗅かがせる鼻薬やら、あちこちの書類偽ぎ造ぞうやらで馬ば鹿かみたいに手て間ま暇ひまがかかったとか、リコが嘆なげいていたけどな」

　まるで、庭に新しい物置でもつくったかのような気軽さで、少年は微び苦く笑しようする。

　だが、その意味は恐おそるべきものだった。

　つまりそれは──黄坂市を、個人の要よう塞さい化したということなのだから。

　単に市内の要地を押さえたというだけでなく、すでに廃はい墟きよと化したような団地近くの土地までも網もう羅らし尽くすほどに。

「…………」

　啞あ然ぜんとする。

　愕がく然ぜんとした。

　確かに、白翁の財産を使えば、その程度は可能だろう。数百、数千億、いいやさらに桁けたが上の金銭がかかるかもしれぬが、それでも白翁の資産からしてみれば些さ細さいなことだ。先代の築いたコネクションやネットワークも大いに活用できたことだろう。

　だが。

　その発想が、異常だった。

　その思想が、異い端たんだった。

　たったひとりの少女──ひょっとすると命さえ持たぬ兵器モノのために、ひとつの街をひそやかにつくりかえてしまおうというその感性が、隼人にとってはもはや異形でさえあった。

「お、前……」

（どうして……）

　と、隼人は戦せん慄りつした。

　嫌いやな汗あせが、噴ふき出て止まらなかった。

　隼人自身も分かってはいない。しかしそれは、かつて彼が先代白翁に覚えたのと同じ種類の戦慄であった。真正の王を垣間見たときの感覚だった。

（どうして……そんな馬鹿げたことを……そんな異常なことを……そんな当たり前の顔でやれる……!?）

「勝てるから来た……って、言ったぞ」

　馳郎が、球体の表面に指を滑すべらせる。

　電子サイン。

　たちまち球体の裏側が開き、少年のジャケットにいくつもの太いケーブルを伸ばす。

『要リク請エス起ト・動ブート。──〈武アー器セナ庫ル〉接続』

「…………っ！」

　まずい、と直感した。

　だが、今自分の風刃を弾はじき返したこの球体に、半はん端ぱな攻こう撃げきは通じまい。ここまで幾いく度どもの術が馳郎に破られたことも、この野や獣じゆうのごとき若者を迷わせていた。

　いいや、それ以上に──自分には理解できないこの少年に、隼人はかすかな怖おそれを覚えていたのだ。

　自分でも気づけないほどの小さな、しかし致ち命めい的てきに決断を誤らせる怖れ。

（こいつを、止めるには──）

　揺ゆれた思考は、いつもと違ちがう結論を導き出す。

　少年自身ではなく、少年を止めるために効果的な相手を選ぼうとする。

（そいつを──！）

　見つけた。

　視界では届かぬ場所。気流の彼方かなたに、捜そう索さく対象を発見する。知覚できるならば、威い力りよくこそ削そがれても、魔ま風ふうを送ることは可能だった。

「管財人！」

　風の刃やいばが、離はなれたリコへと放たれ──散った。

　迎げい撃げきされたのである。

　もうひとつの、風の刃によって。

　北斗によって。

「僕が守る！」

　学がく帽ぼうの少年は、歯を食いしばって、叫さけんでいた。

「リコさんは僕が守る！　だから君は！　隼人兄さんを！」

　北斗が、吼ほえた。

　その声は、確かに馳郎にも届いた。

「おお！　〈カエアン〉！」

『要リク請エス起ト・動ブート。〈武アー器セナ庫ル〉、同期シーケンス終しゆう了りよう。砲ほう門もん構造形成終了。特とく殊しゆ攻こう性せいプログラム０２──〈インドラ〉起動』

「っ……！」

　隼人が、歯は嚙がみする。

　間に合わない。

　広こう範はん囲いを圧殺するような術式では駄だ目めだ。

　今求められるのは最小単位の代わりに、最速と最大攻撃力を併あわせ持つ──そういう術。

　隼人の手のひらに、風が絞り込まれる。さきほどのように空気含がん有ゆう率の低い二酸化炭素などではなく、最も含有率の高いある成分を抽ちゆう出しゆつして、強きよう烈れつに圧縮する。

　選ばれた成分は窒ちつ素そ。極限まで押し固められた窒素は、単一成分ゆえにある種の安定した形状をとどめたまま、回転し出す。

　いわば、窒素のドリル。

　空うつほの二十五式・御み魂たま穿うがち。

　対して、天空へと向けられた馳郎の武装は──鋼と特とく殊しゆ合金によって形成された、一メートルもあろうかという巨きよ大だいな砲門。電子温度にして数万度にのぼる熱を発生させ、電磁場の作用によって撃うち出すための兵器。

　二式・高電プ離気ラズ体投マカ射砲ノン。

「おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおっ！」

　咆ほう吼こうはどちらのものともしれず。

　閃光ひかりと旋風かぜが、放たれる。




　　　　＊




　高電離プラ気体ズマの輝かがやきは、リコの退たい避ひした場所からも見えた。

（お兄ちゃん……！）

　リコは、思う。

〈武アー器セナ庫ル〉は、少女と〈カエアン〉のつくりあげた機械だ。

　もともとリコが近場まで来たのも、この〈武アー器セナ庫ル〉を含ふくめてサポートするためだ。先に離れた後も、瓦が礫れきに埋うまった〈武アー器セナ庫ル〉を排出できる場所を、ずっと少女は探していた。

　その成果は、今少年の腕うでに輝いている。

　地表に極小の太陽をつくるかのごときその閃光に、少女は目を細めつつ、しかしけして視線を外そうとはしない。

（お兄ちゃんが戦うのなら、リコが支える。それがリコの当たり前）

　激げき突とつを、見届ける。




　　　　＊




　光と風は、正面から激突した。

　水蒸気爆ばく発はつによって瓦礫と粉ふん塵じんが薙なぎ払はらわれ、爆はぜた高電離プラ気体ズマの熱によって、大地の表面は灼やき洗われていった。

　そして、中空から、

「……は……は、は、ははははは……」

　と、乾かわいた笑い声が発した。

　隼人である。

　ぶすぶすと、マフラーとウィンドブレーカーが焼け焦こげていた。

　さしもの隼人の風の防ぼう壁へきでさえ、さきほどの高電離プラ気体ズマをすべて阻はばむことはかなわなかったのだ。

　しかし、

「……俺の、勝ちだ」

　だらだらと涎よだれさえ垂らして、隼人が宣言する。

　地上に転がった少年を、なんとも愉たのしそうに見下ろす。

　少年自身は無事のようだったが、その盾たてとなったらしく、〈武アー器セナ庫ル〉と呼ばれた物体は破は壊かいされていたのだ。馳郎もまた衝しよう撃げきで吹ふき飛ばされ、高電プ離気ラズ体投マカ射砲ノンも分解してしまっている。

「は、はは、ははははははははははははははははははははははははははははは！」

　隼人は、哄こう笑しようする。

　歓かん喜きする。

　自分がここにあるすべてを、膝しつ下かに組み敷しいたのだと、初めて実感に至った。これまでの過程が困難であればこそ、それは若者の脳のう髄ずいを初めて知るほどの悦えつ楽らくに落とし込んだ。

「……いいや」

　と、言下に否定する声が、届いた。

　馳郎が、立ち上がっていた。傷だらけで、身体からだのあちこちに火傷やけどもつくって、それでも立ち上がり、若者を睨にらみつけていた。

「やっぱり、お前の負けだよ」

「何を……っ！」




「お前は、少し強すぎた」




「…………っ！」

　猛もう然ぜんと、若者は振ふり返った。

　ひたりと、氷柱つららに背中を串くし刺ざしにされたような感覚だった。

　夜明け前が一番暗いという。

　さきほど、ほんの数秒だけ世界を照らし上げた閃光ひかりが消え去り、再び立ち現れた闇やみの中に、その紅あかい瞳ひとみが浮うかび上がっていた。

「……ナタ」

「お前は強すぎたと、そう言ったぞ。〈おに〉の末まつ裔えい」

　少女は、静かに口にする。

　だが、これほどに少女は恐おそろしかったか。

　白いワンピースが血に汚よごれ、それでも少女は美しかった。瞳を黄金きん、その縁ふちを紅くれないの火か眼がん金きん睛せいに彩いろどって、ただ虚こ空くうにたたずんでいた。

「……これは、ひとつの賭かけだったんだがね」

「舞まえ！」

　ほとんど反射的に、隼人が残る呪じゆ力りよくを振り絞しぼった。

　風の刃が生まれ──しかし、少女を断たつ寸前で、そのすべてが霧む散さんした。

　北斗ではない。

　それは、ナタの身体から発散される氣チイのためであった。

　けして隼人を妨ぼう害がいしようとしてるわけではなく、少女の周囲に充じゆう満まんした氣チイが濃のう密みつすぎて、結果として〈おに〉の〈力〉を防いでいるのだった。

「そういう条件が組み込まれているか、私にも分からなかった。仮に組み込まれていても、お前がその条件に見合うほど強いかどうか、分からなかった」

「何、を……言ってやがる」

「私は、鬼き仙せんの兵器だからな。自分の意思ですべての鬼宝を使うことは許されてない。──いくつかの例外を除いて」

　そう。

　それが、最後の賭けだった。

　馳郎が命を賭け、撃げき墜ついされ、それでもナタが動かなかった理由。動けなかった理由。

　最後のその鬼宝を起動させる、最低限の氣チイを残すための。

「そのひとつは、古き七支族にとって、見み逃のがせない敵と対たい峙じしたときだ。もともと、鬼仙と〈おに〉はいつ戦争を起こしてもおかしくなかった。だったら、一定以上の能力の〈おに〉が敵と認にん識しきされる可能性はあったし、そう判断するために、お前の強さを十分に見せてもらう必要があった」

「っ──！」

　隼人が、息を止める。

　少女の言う意味を、若者は本能的に悟さとったのだ。

　さきほどの少年の駆かけ引きも、特とつ攻こうも、あの高電プ離気ラズ体投マカ射砲ノンさえも、このための囮おとりに過ぎなかったのだと。

「喜べ、空隼人。これは洞どう主しゆ以上の大仙相手にしか、使用を許されなかった鬼宝だよ。〈おに〉の三つ角はそれに値あたいすると、鬼宝自身が認めた」

　少女の手が、横に流れる。

　白く滑なめらかな手のひらに、小さな籠かごが載のった。たちまちそれは肥大化し、少女自身とほとんど同じほどのサイズになった。

「これが私にとって、最強の鬼宝だ」

「ああああああ──っ！」

　隼人がたてつづけに風の刃やいばを撃ち、竜たつ巻まきをつくり、衝ソニツ撃クブームを放ち──そのすべてが消えていく。

　氣チイは少女自身ではなく、その鬼宝自体から発生していた。

「鬼宝・九きゆう竜りゆう神しん火か罩とう。私と最も相あい性しようが悪くて、最も気まぐれな鬼宝だよ」

　少女が、口こう訣けつをくちずさむ。




「古き七支族の血を借りて、汝なんじの兵器は始し祖そたる鬼宝に乞こい願う！」




　少女の頰ほおを、冷たい汗あせが辿たどった。

[image: ]

（……何柱が……従ってくれる……？）

　この鬼宝を使うのに、大量の氣チイはいらない。

　最初の起動さえすれば、後は内蔵されている氣チイを使い、自動的に展開していく。しかし、制せい御ぎよは別だ。気まぐれな鬼宝は少しでも気をゆるめれば、使い手そのものを滅ほろぼしかねない。

　大戦で、すべての機能を許可されたナタですら、使いあぐねた鬼宝。




「──神しん火かは悉ことごとく絶え、混こん沌とんすらついに枯かれ落ちぬ」




（……馳郎……！）

　少年を、思う。

（私は……キミと一いつ緒しよにいたいよ……）

　想おもう。

　自分の臆おく病びようさを打ち払うように、一番大切な人を想う。

（キミと一緒に……キミの隣となりで……誰だれかを守れるような自分に……なりたいよ……）




「四凶四神残らず荼だ毘びに付し、汝の内に灼き滅ぼされよ、九竜神火罩！」




　籠から、巨きよ大だいな炎ほのおが発した。

　真しん紅くの柱が九つそびえたち、そのひとつずつが炎の竜りゆうと変じた。

　あるいは螺ら旋せんに渦うず巻まき、あるいは鬣たてがみを燃やし、それぞれに異なる九柱の竜がナタと隼人を値ね踏ぶみするように頭をもたげる。無限とも思われる一いつ瞬しゆん。九柱の竜のうち三柱が、赫かく奕やくたる牙きばを剝むいた。

「……竜、だと……」

　隼人の呻うめきと、同時。

　光が集つどう。

　天空が、紅ぐ蓮れんに染まる。

　水分どころか、空気中の成分すべてを蹂じゆう躙りんし、沸ふつ騰とうさせて、三柱の竜は疾しつ駆くする。

　あらゆる風は、その竜の前に燃やし尽つくされた。炎の形状をしていても、それは炎とは非なる何かなのだと、隼人は直感した。

（これは……まるで……あいつの……！）

　思考さえ、その熱にちぎれとぶ。

　魂たましいさえ、その業ごう火かに灼き尽くされる。




　隼人の身体は、たちまち三柱の炎えん竜りゆうに吞のみ込まれた。







　終章







　──馳はせ郎ろうが再び意識を取り戻もどしたのは、翌日の夜のことだった。




　白い部屋である。

　消毒液の、かすかに鼻をつく臭におい。

　これは後で知ったのだが、リコの部屋に併へい設せつされた治ち療りよう室だった。

　多くのロボットとコンピュータが備えられた少女の部屋は、いわくたいていの病院よりも治療面のアドバンテージがあるということだった。各種最さい新しん鋭えい医い療りよう器具はもちろん、実用化にはまだまだ時間がかかるとされる細さい胞ぼう賦ふ活かつ剤ざいまで導入されており、ひびの入っていた馳郎の骨が覚かく醒せい時にはおおよそ癒ゆ着ちやくしていたほどであった。

　とはいえ、

「お兄ちゃん、ほとんど二十四時間寝ねてたんだからね！　やっと一段落かってところでいきなりばたんと倒たおれて、そのままなんだもん！」

　リコが涙なみだ目めで怒おこってきたのには、傷以上に厄やつ介かいだった。

　遠えん慮りよ深くはあったが、ぽんぽんと胸むな元もとを叩たたかれるたびに内臓まで響ひびくし、咳せき込むだけで癒ゆ着ちやくしたばかりの骨がびりびり痛んだ。

「……いや、まあ、ごめん」

　素す直なおに頭を下げると、妹はやっと憤ふん懣まんをかたづけられたかのように、ちょっと唇くちびるをとがらせて踵きびすを返した。

「今、くうちゃん連れてくる。すぐ戻ってくるから」

　ぱたぱたと、少女が走っていく。

　その背中を見ながら、くうちゃんは北ほく斗とのことだったっけ、とぼんやり思い出す。

　ゆっくり、ベッドから上半身を起こす。

　すると、少し離はなれた場所で、白いワンピースの少女が花のように座っていた。

「待っててくれたのか」

「キミが起きないからな」

　当然のように、ナタは言った。

　どれぐらいの時間、いてくれたのかは分からない。寝てる間ずっとそこにいたのだとしても、何の不思議もないように思えた。

　だから、あえて訊きかなかった。

　二番目に気になることを、最初に尋たずねた。

「隼はや人とは？」

「死体は見つからなかった。多分生きてるだろう。空気の断層でもつくったんだろうが、さすがに呆あきれるレベルの生命力ではあるな」

　と、ナタはそっけなく答えた。

　それから、こちらを見て、

「どうした？」

「ん。何が？」

「ほっとした顔をしてる」

　指し摘てきされて自分の頰ほおを撫なで、馳郎は淡あわく笑った。

「そりゃそうだ。俺らはボディガードだからな。仕事は守ることで、殺すことじゃない」

「また来るかもしれないぞ」

「また追い払はらうよ」

「あれだけ、苦労したのにか」

「なんとかなるさ」

　と、少年は一いつ笑しようした。

「だって、ナタは手伝ってくれるだろう」

　そう言うと、白いワンピースの少女は一いつ瞬しゆん硬こう直ちよくして、ぱちぱちと瞬まばたきした。

　鬼き仙せんの兵器として、ほかの鬼仙や〈おに〉を殺すためにつくられた自分が──殺すことが仕事じゃないと、そう言われたことが不思議だったのかもしれない。

　あるいは。

　自分がいるのが当然なのだと、少年がそう思っていてくれたことが、想像以上に嬉うれしかったからかもしれない。

「……助手だからな」

　と、なるだけそっけなく少女は答えた。

「ひとつ、訊いていいか」

「ん、何？」

「キミは、本当に白はく翁おうになるのか」

「そのつもりだよ」

　何をいまさらといった感じで少年が答えると、ナタはごく真ま面じ目めな顔で続ける。

「今回の事件は、一回きりではすむまい。空うつほ隼人はあくまで白はく鳳ほう六ろつ家けという世界で、最初に浮うき出てきた氷山の一角だ。それでもか」

「それでもだよ」

　馳郎は、微び苦く笑しようした。

　すると、少し心細そうに、ナタはこう尋ねたのだ。

「……私のせいか？」

「最初はね。一番最初のきっかけはそうだよ。──でも、北斗にも言ったけどさ。今は少し違ちがう」

　少年は、遠い目をする。

　見つめるのは窓の外。高層マンションの最上階だけあって、ベッドに座っていても、ライトアップされた夜の黄こう坂さか市を一望することができた。昼の最中なら、海の向こう側までも見み渡わたせるのではあるまいか。

「前の白翁のさ。あのおっさんが見ていたものを知りたいと思う。見ようとしていた景色へ辿たどり着きたいと思う。勝手に譲ゆずり渡わたされた遺産だけど、遺産と一いつ緒しよにそういうところを受け継つげたなら、少しは意味があるんじゃないかと思うから」

「……そうか」

　ナタは、うなずいた。

　馳郎は、続けて言う。

「それに、お前がいるからな。俺が少しぐらい失敗してもなんとかしてくれるだろ」

「給料はもらうぞ」

　少女の返しに、う、と少年が喉のどを詰つまらせる。

　ボディガードとしての仕事には数千億を惜おしまぬくせに、自分のプライベートにはその遺産を一銭たりともつぎ込まぬ主義は、やはり変わってないらしかった。

「お、お手て柔やわらかに……」

「……だったら、給料のほかに役得が欲しいな」

「役得？」

「ああ、たとえば──」

　少女が、少年の手を取る。

　ひやりとした体温と、その柔らかさに少年がびくりと震ふるえた。

　少女もまた、ひどく緊きん張ちようした面おも持もちで、少年の指を見つめていた。とても目を合わせるなんてできないというようでもあった。指と指とが触ふれ合ったまま、その間の皮ひ膚ふがぴりぴりと痺しびれて、甘い電流でも走っているかに思えた。

「か、かまわないか？」

「……お、おお」

　もう三度目だというのに、まったく慣れなかった。むしろ一度ごとに緊張がひどくなるようだった。

　少年も少女もただひたすらに固まってしまい、それでも指は持ち上がった。

　ゆっくり、ゆっくりと少年の指に、少女の唇が近づいていって──




　トントン、とノックの音がした。




「わ！」

　ふたりとも声を上げ、もとのポジションに跳はね戻る。

　わずかコンマ数秒の早はや業わざで、続く一秒で、扉とびらが勢いよく開かれた。

「ただいまお兄ちゃん！」

　リコが帰き還かんし、背後にもうひとり連れていた。

「あ、ああ、北斗──」

　咳き込みつつも、顔をあげて。

　その人ひと影かげに、少年が目を丸くした。




　　　　＊




　北斗である。

　北斗である、はずなのだ。

　最初、実は隼人が健在で、とんでもない脅きよう迫はくをしてきたのかとさえ思った。が、そのわりには、隣となりのリコがにこにこしていたし、北斗の方は恥はじらった表情を見せていたものの、全体として妙みように似合ってもいた。

　服装の、話である。

　いつもの学がく帽ぼうではなく。

　漆しつ黒こくの学生服すら纏まとっていない。

　今の北斗は、真っ青なブラウスにシルクのスカーフ、それにシックな色合いのスカートを穿はいており、スカートの部分をきゅっと握にぎりしめていたのだ。

　それはもう、紛まぎれもなく。

「あ、その……」

「な、なんで女の子の格好──！」

　もどかしく口を開きかけた北斗より早く、馳郎は思わず叫さけんでいた。

　そして、

「何言ってるのお兄ちゃん」

　白衣の腰こしに手をあてて、隣のリコがこう告げたのだ。




「くうちゃんは、最初から女の子よ」




　馳郎の、時間が停止する。

　それは、十数秒ほどはあらゆる感覚器が受容を停止したほどであった。

「な、ん──」

　最後まで言い切れず、舌がもつれる。

　少年の、いいやリコの主張では少女であるはずの北斗を、上から下まで見下ろす。何の違い和わ感かんもない。ばかりか、この北斗を見た今は、これまでの学生服姿がどこかぎくしゃくとしていたようにさえ思える。

　いっそ今回の事件で、一番のショックだったかもしれない。

「もう、お兄ちゃんったら」

　どうしたら間ま違ちがえるの、と言いたげなリコに、

「……リコも、再会したときは間違えてたろ。というか、男の子の格好だったから、最初思い出せなかったって言ってたくせに」

「あ……あ……うん、ごめんなさい」

　北斗が指摘すると、妹リコがしゅんとしょげかえる。

　その口調で、やっとこの少年──少女が、空北斗であることを納なつ得とくできた。

「でも、どうして……」

　言葉足らずな馳郎の質問を、北斗は正しく理解した。

「隼人兄さんが僕のお気に入りを全部壊こわしちゃうって言っただろ。お気に入りの服やアクセサリーも一緒だっただけ。だから、どれを着ても同じ学生服のようなのを選んでたんだ。男子学生服なら愛着も持たずにすんだから、いっそ楽だったしね」

　ちょっと寂さびしそうに、北斗は告白する。

　最初の態度も、学生服も、少女にとっては必死の自衛策だったのだろう。

「リコに無む理り矢や理り着せられたんだけど……久しぶりだから、何かおかしいかな？」

　そっ、とブラウスの中央──かすかにふくらんだ胸むな元もとへ、手を置く。

　少年は、あわててかぶりを振ふった。

「な、ない！　ない！　全然おかしくない！　すごく綺き麗れい！」

「そ、そんな無理に言わなくていいから！」

「いや別に無理なんかじゃない！　ないけど……って、ナタ、お前は驚おどろかないのかよ！」

　逃にげ場を求めるように振り返ると、微び妙みような顔をしていたナタが、面めん倒どうくさそうに眉まゆをひそめたのだ。

「いや……私は北斗が女性だというのは知ってたが？」

「なん、だってえ!?」

　今度は、声が裏返る。

「氣チイを見れば、男か女かぐらいは分かる。別段教えなければならない情報じゃないし、キミ、女性相手だと妙に甘くなりそうだったから、黙だまっていただけだ」

「や、あ、うあ……」

　冷ややかに告げたナタに、馳郎が返す言葉をなくす。

　何をどう言っていいか分からず、しばらく狼狽うろたえた後、ようやく北斗の方へ向き直って頭を下げた。

「その、なんか、いろいろごめん」

「いいや、全然構わない。最初に無む茶ちやしたのは僕の方だし、謝らなきゃいけないのも僕の方だ。──それに」

　と、少女は微び笑しようした。

「君は、僕に奇き蹟せきをくれたもの」

　兄を倒たおすとか倒さないではない。

　もっと大事なこと。

　もっと大切なこと。

　兄が、他人に執しゆう着ちやくしていたあの姿。不可能だと思っていたことを、目の前でひっくりかえしてくれたあの光景こそ、得え難がたい奇蹟だと、北斗は思ったのだ。




「ありがとう。馳郎」




　もう一度、少女が笑った。

　それは馳郎にとって、十分な報ほう酬しゆうと思える笑え顔がおであった。




　　　　＊




「…………」

　若者は、ぼんやりと夜空を眺ながめていた。

　黄坂市の埋うめ立て地からやや離はなれた、湾わん岸がん地帯である。

　見下ろせば、テトラポッドに何度も潮が打ち寄せている。波の砕くだける音を聞きながら、若者は身じろぎもせずに、夜の星を見つめているのだった。

　やがて、その近くに別の気配が生じた。

　気配は、こう訊きいたのだ。

「どうでした？」

「どうも糞くそもあるかよ、惨ざん敗ぱいだっての。潮風が傷にしみるったらありゃしねえ」

　寝ね転ころがったまま、若者はひらひらと手を振った。

　空隼人。

　傷のひどいところに包帯を巻いたきりで、それ以外はいつもと同じ服装である。ボロボロになったウィンドブレーカーまでそのままだ。〈おに〉の防ぼう御ぎよ力は鬼き仙せんのそれほどではないとナタが喝かつ破ぱしていたが、やはり尋じん常じような生命力ではありえない。

「せっかく、あの管財人の場所をリークしましたのに」

　残念そうに、気配は言った。

　最初の邂かい逅こう。

　ティルトローターで移動していたリコたちを、隼人が捕ほ捉そくできたのは、この気配からの情報だったのだ。

「期き待たいに添そえなくて悪かったな」

　軽く、隼人が鼻を鳴らす。

「でもてめえは、なんで俺にそんな情報を伝えた？」

「白鳳六家は、いささか時間を凍こおらせすぎました。もういい加減動かしていいと思うのですよ」

「は、身勝手な話だ」

　自分のことは棚たなにあげて、隼人は唇くちびるの端はしをつりあげた。

「そのために、俺を利用したのか？」

「相そう互ご扶ふ助じよですよ。あなたとはあくまで助け合っただけのことです」

「ああ、それには異議がないがな」

　うなずき、軽く上半身を起こした。

「──やっぱり、てめえとは嚙かみ合わねえ」

　風が、唸うなった。

　一いつ切さい万ばん物ぶつを断たち切る、空うつほの風ふう刃じん。それも万全を期して、四方八方から気配を包み込む刃やいばの檻おりであった。

　気配がちぎれた。

　首も肩かたも胸も腹も腕うでも足も指も肘ひじも膝ひざも鼻も耳も唇も、すべてがちぎれた。

　ちぎれて、ひしゃげて、バラバラになって──そのまま搔かき消えた。

「また、月つき白しろ得意の幻まぼろしか。てめえとはとことん嚙み合わねえな」

「ええ。私もそう思います」

　答える声だけが残った。

「いずれ、また。あなたがあの新しい白翁に執着するのなら、またお会いすることもあるでしょう」

　それを最後に、かすかな気配さえ消えていく。

　半ばまでちぎれた中なか折おれ帽ぼうが、ふわりと潮風に乗って、隼人の足元に落ちた。隼人の風の勝ち取った、それが唯ゆい一いつの戦果というようでもあった。

　しばらく、その中折れ帽を見下ろした後、

「月つき白しろ弦げん摩ま……っ」

　隼人の声と歯ぎしりは、遠く、幾いく重えもの潮しお騒さいにまぎれていった。





〈了〉









　あとがき




　お待たせしました。『クロス×レガリア　嵐の王、来たる』をお届けします。

　幸いなことに、前巻の売れ行きが大変好調ということで、『ラノベニューウエーブプロジェクト』というフェアにも加えてくださったそうです。皆みな様さまありがとうございます。「前の巻が見つからなかった」という方も、ぜひもう一度書店で探してみてくださいませ。




　では、今回の内容について。

　もともとタイトルでも、王の証レガリアの交差クロスする話だといっているわけですが、この二巻ではもうひとつの陣じん営えいがテーマとなりました。ようやっと物語の舞ぶ台たいが整ったカタチになりますね。

　もうひとつの王。

　もうひとつのおに。

　鬼き仙せんと双そう璧へきをなす王のひとりが、ここに姿を現します。

　対して、千円ボディガードたる馳はせ郎ろうはいかに応じるのか。鬼仙の最終兵器たるナタは何を思うのか。

　そして、今回の護衛対象──王の介かい添ぞえ人にんたる馳郎の妹、リコは何を祈いのるのか。

　今回は、そういう話です。




　え？　蓮リヤ花ンフアと少シヤ影オインの本格的な出番？　それはどうぞ次の巻をお待ちくださいませ。




　最後になりましたが、今回も素す晴ばらしいイラストを描えがいてくれたゆーげんさん、お忙いそがしい中考証を送ってくださった三み輪わ清きよ宗むねさん、隔かく月げつでの二巻発売というスケジュールを調整してくださった担当編集のＩさんにお礼を。

　そしてもちろん、読者の皆様にも、最大級の感謝を。

　次は、夏発売の『レンタルマギカ』の本編最終巻を挟はさんで、秋の早い頃ころにお届けする予定です。全速力で執しつ筆ぴつしてますので、どうぞもうしばしお待ちくださいませ。




　二○一二年三月

　ウェブサイト『最前線』にて『レッドドラゴン』を読みながら
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